






































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本作品は本編終了後にカドカワＢＯＯＫＳ『【修復】スキルが万能チート化したので、武器屋でも開こうかと思います』（著：星川　銀河）のお試し版が収録されています。
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あとがき








第１話「シロとセシルの子どものために、パーティの環境を考えてみた」






「セシル」

「はい。ナギさま」

「働くの禁止」

「え────っ!?」

　ここは『保養地ミシュリラ』の別荘。

『隠された謎のダンジョン』の攻略を終えた僕たちは、パーティ全員でここに戻って来ていた。

　涼しい風が通るリビングにいるのは、僕も含めたパーティ全員。

　テーブルの上には、ティーポットと、人数分のお茶が並んでる。

　全員でそのまわりに置かれた椅子に座ってるけど──誰だれもお茶に手を出そうとはしない。

　みんな僕の膝ひざの上を見てる。

　正確には、僕の膝の上に座っている、生まれたばかりのシロを。

　シロはプラチナブロンドの髪を揺らして、うれしそうに笑ってる。着てるのは「こんなこともあろうかと」アイネが準備していてくれた、真っ白なワンピース。あつらえたようにぴったりだ。

「えへへー。シロ、みんなと会えてうれしい」

　手足をぱたぱた揺らしてはしゃぐシロ。僕が頭をなでると、うれしそうに目を細める。

　シロは、初めて僕たちが保養地に来たときに出会った少女だ。

　元々、彼女は『霧の谷』という場所で、卵の状態で眠っていた。

　その正体は、かつてこの世界にいた巨大な竜『天竜ブランシャルカ』の転生体。

　今までずっと、魔力不足で生まれることができずにいた。

　けど、この前、僕たちは『謎のダンジョン』を攻略して、『地竜アースガルズ』の魔力の結晶体を見つけた。

　その竜の魔力を取り込むことで、シロはやっと、孵ふ化かすることができたんだ。

　だからこうしてシロは、僕の膝の上で笑ってるわけだけど──




「シロは天竜だから、そういうことがわかるよ。セシルさん、もうすぐおかーさんになるかと！」




　シロの爆弾発言で、みんな固まっちゃってるんだよな……。

　セシルは僕の隣で真まっ赤かになってるし、リタは驚いた顔で、シロを見てる。

　アイネは……硬直が解けて、普通にお茶を淹いれてくれてるな。さすがお姉ちゃん。

　でもレティシアもイリスもカトラスも、びっくりして動きが止まってる。ラフィリアは目を輝かせてるけど──話の意味わかってるよね……？

「セシルちゃんのお腹なかに子どもが……って、ほんとなの？　シロちゃん」

　しばらくして、リタが口を開いた。

「ほんとだよ。リタおかーさん」

「詳しく聞きたいから……ちょっと私の膝の上に来ない？」
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　リタの表情は真剣そのものだ。

　でも、はぁはぁしながらシロを手招きするのはどうなの？

「んーっとね。シロはね。天竜だから、生命の流れがなんとなくわかるの」

　シロがリタに向かって手を伸ばしたから、僕は彼女を抱き上げた。

　そうすることが当たり前みたいに、シロは僕の胸に抱きつく。それを見たアイネとレティシアが「……いいなぁ」って感じでため息をついてる。

「アイネも……シロちゃんや、なぁくんを膝の上に乗せたいの」

「えへへー。順番だよ。アイネおかーさん！」

「わかったの。順番なの」

　そう言ってアイネは「かもーん」って感じで僕を手招きする。

　いや、僕は行かないから。順番って、そういう意味じゃないからね。

「それで……子どもの話だけど」

　僕が聞くと、シロは大きな目を輝かせて、

「あのねあのね。生命の流れがなんとなくわかる、って言ったよね。だからね、シロは、セシルさんの中に子どもがいるのを感じたの。シロはナギおとーさんの子どもだから……セシルさんの中にいるのは、シロの妹になるのかなぁ」

「女の子確定ですか!?」

「だからぁ、なんとなくかとー」

　リタの膝の上に移動して、足をぶらぶらさせるシロ。

「セシルちゃんのお腹に……ナギの子どもが……」

　リタはびっくりしたようにつぶやいてる。

　でも、はぁはぁしたり、シロを、ぎゅ、って抱きしめたりもしてる。どっちかにしなさい。

　イリスとレティシアとカトラスは、呆ぼう然ぜんとシロを見つめてる。

　アイネはすごくいい笑顔でお茶を淹れてくれてる。ラフィリアはほわほわと笑いながら、その手伝いをしてる。レギィは「さすが我の見込んだ主ぬしさまじゃ」って胸を張ってる。いや、レギィが威張ることじゃないからね？

「……ナギさまナギさま」

　気づくと、セシルが僕の方を見てた。

「どしたの、セシル」

「お膝の上が空きましたので、わたし……お邪魔してもいいですか？　子どもの話を聞いてから……なんとなく、落ち着かなくて。ナギさまの近くにいたい……って、そんな気がするんです」

　セシルの長い耳の先まで、真っ赤になってる。

　僕は自分の膝を叩たたいて──

「いいよ。おいで」

「失礼します。ナギさま」

　ちょこん、と、セシルが僕の膝の上に座る。見慣れた銀色の髪と、褐色の肌が目の前にある。

　セシルの中には僕の子どもがいるのか……。

　シロは卵の状態でずっと一緒だったから、いつも家族のように思ってた。だから孵化して人の姿になっても、あんまり驚かない。

　でも、セシルの中に子どもがいる、って思うだけで、すごく不思議な感じがする。

　生まれるのはかなり先だろうけど、こうなったら──

「パーティの居住環境を、もっと良くする必要があるな」

「ナギさま？」

「セシルとシロが、落ち着いて暮らせる場所が必要だ。できれば静かで、魔力に満ちたところがいい。となると……やっぱりこの保養地か。いや、そういえば天竜の残留思念を解放したとき……南の島をくれるって話があったな……」

　まだシロが『天竜の卵』だったころの話だ。

　拘束されてる『天竜の魔力』を解放するために、僕はイリスの力を借りて、シロの夢の中に入った。そのとき『天竜ブランシャルカ』の残留思念と出会ったんだ。

　結果、僕はスキルを使って、残留思念を解放することに成功した。

　そのとき、天竜の残留思念は言った。




「海の向こうに、私が人型になって休むための島があります。お礼としてそれを差し上げましょう」




　だから──

「セシルの子どもが生まれるまでの間、そこにいてもいいのかもしれないな」

「……ナギさま？」「なぁくん？」

「天竜が住んでいた場所なら、魔力に満ちているはずだ。人の姿になっていたそうだから、建物くらいはあるはず。食料はアイネの収納スキルで大量に持ち込んで。あと必要なのは、予備の衣服。それから退屈しないようにボードゲームとかのアナログゲームを作って持ち込んで──これは新規開発するところから。待てよ。そこで子どもを育てるなら教材も必要だ。いやいや、それより一番大事なのは飲み水だよな。天竜の住すみ処かならそれくらいあるかもしれないけど……念のため、水を大量に作り出すチートスキルを作って──」

「ナギ!?　しっかりして！」「ナギさん、戻ってらっしゃい！」「主さま!?」

「問題はそこに行く手段だな。場所は、大海の中央って言ってたっけ。『天竜の卵』があればたどりつけるそうだから、シロがいればわかる。でも、船はどうしよう。イルガファに大型船を出してもらうにしても予算が……」

「お兄ちゃん！」「マスター、しっかり！」「あるじどの!!」

「……はっ」

　気がつくと、みんなが僕をじっと見てた。

　セシルもリタも、アイネもレティシアも、イリスもラフィリアもカトラスも、心配そうな顔で。

　……いけない。つい、思考が先走ってしまった。

　まだ、シロが孵化したばかりだ。一気に全部のことを解決しようとするのは無茶だよな。

「あ、あのですね。ナギさま」

「どしたのセシル」

「わ、わたしの子どもが生まれるまでは、まだかなり時間があると思うんです」

　僕の膝の上で、セシルが真っ赤な顔でつぶやいた。

「だから今は、シロさんのことを優先してあげてください」

「そうなの。セシルちゃんは、アイネが責任をもってお世話をするの！」

　びしり、と、アイネが手を挙げた。

「家族が増えるのは、アイネにとってもうれしいことだから、中心になってお世話をしたいの」

「任せた方がいいですわよ。ナギさん。セシルさんも」

　アイネの隣ではレティシアが苦笑いしてる。

「だよね。アイネは完全にお世話モードに入ってるもんなぁ」

「もう絶対に止まりませんわ。ここは素直にアイネに任せるべきでしょう」

「わかった。それじゃセシルはしばらく、アイネとペアになって」

　僕は言った。

「おさいふはアイネに預けてあるから、必要なものがあったら言ってよ。男の僕には、わからないこともあるだろうからね。セシルは、できるだけアイネに相談するように」

「わ、わかりました。それで……ナギさまは？」

「僕は一度『海竜ケルカトル』に会いに行こうと思う」

　僕はセシルの髪をなでた。

「竜のことは竜に聞くのが一番だからね。シロを育てるのに必要なこととか、注意しなきゃいけないこととか、アドバイスをもらいたいんだ」

「では、イリスがお付き合いいたしましょう」

「あたしも一緒に行くですよぅ」

　イリスとラフィリアが手を挙げた。

「お願いするよ。ふたりとも」

『海竜ケルカトル』に会うためには、イリスの『竜種超越共感ドラゴニツク・エクス・シンパシー』が必要になる。ラフィリアはイルガファ領主家でイリスのメイドをやってるから、領主家の情報を得るのにいいかな。

「カトラスは僕たちを港町まで送ってくれる？」

「はい。『転移魔法陣』を使うであります」

　カトラスの手には『神代器物アーテイフアクト』の『転移アミュレット』がある。

　あれは魔法陣を描くことで、離れた場所を繫つなぐ『転移ポータル』を出現させる。

　それを使えば、僕たちは『港町イルガファ』に日帰りだってできるんだ。

「というわけで、シロも一緒に来てくれる？　『海竜ケルカトル』に、シロを紹介したいんだ」

　僕はリタの膝の上で笑うシロに、手を伸ばした。

「かいりゅう？　シロのしんせき？」

「うん。同じ竜族だね。シロがどんなふうに生活すればいいかアドバイスをもらおうよ」

「わかった！　シロ、おとーさんとイリスおかーさん、ラフィリアさんと『家族旅行』する！」

　シロは、しゅた、と手を挙げた。

「家族旅行か……」

　確かに、そうかもしれない。

　シロは、僕の子どものようなものだ。その子どもと初めての旅行にいくわけだから……。

「……なんだか、どきどきしてきた」

「「「「……いいなぁ」」」」

　気づくと、セシル、リタ、アイネがじーっとイリスとラフィリアを見てた。

　って、レティシアまで!?

「ち、違いますわ！　なんでもありませんわ！　決してナギさんとシロさんの家族旅行に同行して、仲良し家族の雰囲気を堪能したいと思ったわけではありませんっ！」

「レティシア、白状しちゃってるの」

「違います違いますわ──っ！」

　アイネに突つっつかれて、あわあわしてるレティシア。

　リタはシロをぎゅ、っとして「シロちゃん成分を補給」ってつぶやいてる。

　セシルは僕の膝ひざの上で、急にこっちを向いて、僕をぎゅ──っとして、って、あれ？

「……ナギさま成分を補給させてください」

　僕の胸に顔をうずめて、セシルは言った。

「ナギさまがお戻りになられるまで、わたしが禁断症状を起こさないように」

「１日か２日で帰ってくるってば。セシルを置いていくのは、なるべく転移魔法を使いたくないからだよ。身体からだに負担がかかるかもしれないから」

「だからって、『働くの禁止』はあんまりです……」

「じゃあ無理な労働禁止で」

「それならいいです」

　セシルはそう言って顔を上げた。

「ごめんねー。おとーさん、セシルさん。シロが竜の姿になれればひとっ飛びなのにー」

　横を見ると、シロがなんだか申し訳なさそうな顔をしてた。

「シロはまだ、本当の天竜の姿にはなれないかとー」

「そうなの？」

「うん。シロがもうちょっとパワーアップすれば、おっきな翼の天竜になって、みんなを乗せてどこまでもひとっ飛びかと！　南の島までびゅーんっ、って」

　シロは目を細めて笑ってる。

「だからね。海竜さんに話を聞いて、シロがパワーアップする方法を教えてもらうんだよー。だから、おとーさんを借りるね？　ごめんね。セシルさん」

「わ、わたしは大丈夫です。シロさん」

　セシルは頭を振って、

「……『ナギさま成分』は補給しましたし、ナギさまが戻られたら……お腹なかの子にもわかるかたちで、また、補給させていただきますので……」

　後半のセリフは小さくて、たぶん、僕とリタにしか聞こえなかったと思う。

　そんなわけで、僕とイリスとラフィリアは『港町イルガファ』に転移することにした。

　目的は『海竜ケルカトル』とシロを会わせること。シロの育て方を聞くこと。

　それと、シロの魔力の元になった『地竜アースガルズ』についての情報を知ることだ。








第２話「久しぶりに出会った海竜は、奴ど隷れい少女たちにおびえてた」






「──到着、っと」

　次の日。僕たちは『転移アミュレット』で『港町イルガファ』の自宅に転移した。

　足元には、保養地と同じ魔法陣がある。

　この転移ルームは自宅の物置を転用してる。広さは四畳半くらい。目の前には木製の扉がある。

「ここが、おとーさんたちのおうち？」

　僕の服の裾すそをつかんで、シロが言った。

「さっきのおうちより狭いよ？　ここで、みんなで暮らしてるの？」

「それは魅力的な提案ですね、シロさま」

「あたしたちみんなで、マスターと密着できますねぇ」

　魔法陣の上で、イリスとラフィリアが不敵な笑みを浮かべてる。

　いや、いくらなんでも無理だって。四畳半で９人って、どんな生活だよ。

「ここは物置兼、転移室だよ。そこのドアを開けてみて」

「これー？」

　シロはちっちゃな手で、物置のドアノブを回して、身体一杯使ってドアを押していく。

　ふわり、と保養地より濃い潮の匂においがした。

　ドアの向こうは廊下だ。石造りの壁に、ドアがいくつも並んでる。

「わぁ……広い。ひろいよー。別荘より広い！　ここがおとーさんたちのおうち？」

　シロは廊下でつま先立ちになって、くるくると回ってみせた。

　それを見たラフィリアも、部屋を飛び出して、シロと一緒に回り始める。

　僕とイリスはなんとなく笑いながら、家の窓を開けていく。

　やっぱりここが僕たちの家だからね。換気はしっかりしておかないと。

「おとーさん！　おうち、探検してもいい!?」

　廊下からシロの声がした。

「もちろん。ここはシロの家でもあるんだから」

「わーいっ！」

「ま、待ってくださいシロさま！　イリスが案内いたします！」

　イリスは、走り出したシロを追いかけていく。

　シロは次々に部屋のドアを開けて、中をのぞき込んでる。

　生まれたばかりだからね。見るものすべてが珍しいんだろうな。

「ここは？　ここはなんの部屋？」

「ここはキッチンです。アイネさまが、いつも美お味いしいご飯をつくってくださいます」

「ここは？」

「リビングですね。午後にはみんなでお昼寝をして、目が覚めたらティータイムです」

「ここは？」

「お風ふ呂ろ場ばです。イリスたちが常に、お兄ちゃんの背中を流す機会を狙ねらっている場所でもあります」

「ここは？　ここはここは？」

「お兄ちゃんの私室です。イリスたちが夜に、忍び込む機会を狙って──」

「こら、イリス」

　僕はイリスの頭を人差し指で突っついた。

「シロに変なこと教えないの」

「申し訳ございません。願望と事実がごちゃまぜになっておりました」

　イリスはいたずらっぽい顔で、ぺろり、と舌を出した。

　ラフィリアは……真に受けてないよね？　すごく真剣な顔でうなずいてるけど。

　ちなみにシロは問答無用で僕のベッドに飛び込んでるけど。

「卵の状態で見る家と、人の姿になって見る家は、やっぱり違う？」

「うーん。違うかなー？」

　シロは僕の枕を抱きしめながら、

「卵の中からはね、ぼんやりとまわりが見えるだけ。でもねー、人の姿になると、こうして触って感じて、見て、匂いをかいで……すっごく楽しいかと！」

「うん。僕も、シロが生まれてくれてうれしいよ」

　まだ少しとまどってるところはあるんだけど……でも、うれしいのは本当だ。

　僕が生きてるうちに、シロとまた会えるとは思ってなかったからね。

「お隣がイルガファ領主家。イリスの実家だよ」

　それから僕たちはシロを連れて、２階に上がった。

　窓を開けると、イルガファ領主家の屋敷が見えた。

「あれがイルガファ領主家のお屋敷だ。向こうには海があるよね？　その近くの岩場に、シロの親しん戚せき『海竜ケルカトル』をお祀まつりする『海竜の聖地』があるんだ」

「シロと同じ、竜のひと？」

「そうだよ。これからみんなでそこに行って、『海竜ケルカトル』に呼びかけてみる。イリスのスキルがあれば連絡が取れると思うけど、シロも手伝ってくれる？」

「わかったー。やってみるー！」

　シロは両手を挙げた。

　その片手を僕が握って、反対側の手をイリスが握る。

「こうしてると、まるでお兄ちゃんと……夫婦みたいでしょう」

「むむぅ。ずるいですよぅ。あたしだってマスターの奴隷なんですから、マスターとシロさんと、『夫婦みたい』をやりたいですよぅ」

　ラフィリアはむーっと、ほっぺたを膨らませてる。

「えへへ。みんなすきー。おとーさんの次にだいすきー」

「「ですよねー」」

　そんな感じで、僕たちは『海竜の聖地』に向かったのだった。










『海竜の聖地』は、『港町イルガファ』の海岸から突き出た岩場の先にある。

　僕は普段着で、イリスとシロは、服の上に水よけのコートを着てる。

　ラフィリアは領主家に情報収集に行ってくれてる。なにかあれば『意識共有マインドリンケージ・改』で知らせてくれるはずだ。

「シロさま。滑りやすいから気をつけてください」

「じゃあおとーさん、イリスおかーさん、『夫婦みたい』して欲しいかと！」

　岩場の入り口で、シロは僕とイリスに手を差し出した。

　そんなわけで僕たち３人は手を繫つないで、濡ぬれた岩場を歩き出す。このあたりに魔物はいないし、今は波も穏やかだ。シロは初めて見る海に、目を丸くしてる。岩場を波が叩たたくたびに、「わわっ」って、僕の腕に抱きついてる。

『天竜の腕輪』状態では何度も海に来てるけど、やっぱり、人の姿で来るのは違うみたいだ。

　それから、僕たちは岩場にある『海竜の聖地』に入った。

　湿った洞どう窟くつをランタンで照らしながら進んで──

　そうして僕とイリスとシロは、『海竜の聖地』の中枢にたどりついたのだった。










「……ほぇー」

　シロは目を丸くして、聖地の中枢をながめてる。

　中枢はドーム状の空間で、天井からは青白い光が降り注いでいる。

　壁が光っているのは、『海竜ケルカトル』の鱗うろこがはりついているからだ。

　中枢の広さは、学校のグラウンドくらい。

　手前は岩場で、後ろには海と繫がった湖がある。湖の浅瀬にあるのは祭壇だ。

　本来、『海竜ケルカトル』は、祭りの時期にしか応こたえてくれないんだけど──今は、イリスの中に『竜種超越共感ドラゴニツク・エクス・シンパシー』がある。あのスキルは竜にイリスの意思を、強化して伝えることができる。

　クローディア姫の事件の時にも、同じスキルで『海竜ケルカトル』と話してるからね。今回も同じことができるはずだ。

「ど、どうですか、お兄ちゃん。イリスとシロさまで、巫み女こ服を着てみました！」

「えへへ。イリスおかーさんとおそろいだよ？」

　イリスとシロが着てるのは、『海竜の祭り』用の、儀式用の衣だ。

　肌が透けて見えそうなほど薄い生地に、海竜の刺し繡しゆうがされている。

　シロを海竜に初めて紹介するわけだからね。きちんと、服も用意してみたんだ。

「うん。神秘的でいいと思うよ。イリスも、シロも」

「……あ、ありがとうございます……」

「うれしいなー。えへへ」

　真まっ赤かになってうつむくイリスと、ぺたんこな胸を反らして笑うシロ。

「あのねあのね。シロはね、すごくうれしいかと。おとーさんやイリスおかーさんと、こうして色々新しいことができるのが、うれしい」

「だよね。シロにとっては、なにもかも初めてづくしだもんな」

「イリスも責任重大ですね」

「だからね。おとーさんやみんなとの毎日は、シロにとって『新人研修』なんだよ！」

「ちょっと待って。その言葉、どこで覚えたの？」

「おとーさんの寝言ー」

　……そういえばシロが生まれる前、寝る時は枕元に『天竜の腕輪』を置いといたっけ。

　そっか。卵の状態で、シロは僕の寝言を聞いてたのか……。

『新人研修』……元の世界で受けたことあるけど、あんまりいい思い出はないんだよなぁ。

　でも──

「そうだね。シロがこの世界になじめるように、僕とパーティのみんなで『新人研修』ってことにしよう」

「はい。イリスも、お手伝いいたします！」

　僕とイリスは顔を見合わせてから、うなずいた。

　シロにとってのこの世界のはじめて体験『新人研修』が楽しいものであるように──って。

　それからイリスはシロの手を引いて、儀式の柱があるところへ。

　ふたりで『海竜ケルカトル』へ呼びかける言葉を、つぶやきはじめる。

「お兄ちゃんの奴ど隷れいにして『海竜の巫女』が宣言します。発動！　『竜種超越共感』!!　彼方かなたの海で見守ってくださる『海竜ケルカトル』のお言葉よ……ここに！」

「『天竜ブランシャルカ』の幼生体、シロ＝ブランシャルカだよ？　海竜さん、聞こえているなら、声を届けて欲しいかと！」

「合わせて発動いたします。『幻影舞台ステージ・オブ・イメイジング』！」

　イリスはシロと合わせた手を、天井に向かって掲げる。

　チートスキル『幻影舞台』で作り上げた、海竜ケルカトルの幻影だ。

「『海竜ケルカトル』のお姿をここに。イリスの新たな家族に、その姿をお示しください！」




『オオオオオオオオオオオ』




　空気が震えた。

　彼方から聞こえる雷のような、天地にひびくうなり声。

　それと一緒に、湖の中から巨大な竜が現れる。

　蛇のように長い胴体。ごつごつした頭部。額から伸びる８本の角──『海竜ケルカトル』だ。

　イリスは『竜種超越共感』で海竜と交信し、その姿を『幻影舞台』で映し出してる。

　僕とシロが『海竜ケルカトル』と話しやすいように。




『…………「海竜の巫女」と、その縁者よ。久しいな』




　現れた『海竜ケルカトル』が、胴体をくねらせて、言った。

　相変わらず巨大で、威厳に満ちた姿だ。

　長い時を生きる竜だもんな。海竜に比べたら、僕たちなんかちっぽけだ。

　こうして顔を合わせてるだけでもプレッシャーを感じる。神さまを前にしてるようなものだもんな。当たり前か。

「お久しぶりです。『海竜ケルカトル』よ」

　イリスは映像の『海竜ケルカトル』に頭を下げた。

『……』

『海竜ケルカトル』は黙ったまま。

　大きな目を見開いて、僕たちを見つめてる。

「……どうしたんだろう。『海竜ケルカトル』」

『海竜ケルカトル』は、大きな頭をもたげたまま、動かない。

　まっすぐ僕たちを見つめてる──いや。

　正確には、シロをじーっと見てる。




　ぶるん。




『海竜ケルカトル』の巨体が、震えた。

『……そ、そなた……いや、あなたさまは……』

「シロのこと？　シロは、シロだよ？」

『……その身体からだにまとう魔力。その気配。まさか、まさかああああああああっ!?』

　幻影の『海竜ケルカトル』がのけぞった。

　大きな喉のどを震わせて、信じられないものを見るように、目をまんまるに見開いてる。

『あなたさまは……てん……りゅう……』

「そーだよ！　シロはシロ＝ブランシャルカ。生まれ変わった天竜の幼生体かと!!」

　シロは、イリスと繫いだままの手を振り上げて、宣言した。




『……申し訳ない。帰らせていただく』




「ちょっと!?　『海竜ケルカトル』!?」

『海竜ケルカトル』の姿が薄れていく。イリスとのリンクが切れかけてるんだ。

「お待ちください『海竜ケルカトル』！　お兄ちゃんとイリスは、あなたに聞きたいことが！」

『我が末まつ裔えいが、偉大なる天竜と共にあろうとは……ああ、あああああああ』

『海竜ケルカトル』の声が震えてる。

　というか、完全に逃げ腰になってる。

『……こんな状態で話はできぬ。まずは水温が冷たい海へと行き、この身を清めなければ……偉大なる天竜と話すことなどできぬ。というわけでさらばだ……巫女よ……海竜の勇者よ……』




「おちつくといいよー」

　不意に、シロが、ぱん、と手を叩いた。




「今のシロは、ナギおとーさんの子どもで、リタおかーさん、アイネおかーさん、そして、イリスおかーさんの子どもだよ。だから、まわりまわって、海竜の子孫でもあるかと！」

『い、偉大なる天竜が、我の子孫でもある……と!?』

「そーだよ。えっへん！」

「僕から事情を説明します。聞いてください、『海竜ケルカトル』」

　僕は話し始めた。

　少し前に、旅の途中で『霧の谷』に立ち寄って、シロの卵を託されたこと。

　一度、魔力体として孵ふ化かしたシロが、僕をおとーさんと呼ぶようになったこと。

　この前、古いにしえの竜の魔力結晶を見つけ出したことで、シロが人の姿で生まれたこと。

　シロと『地竜アースガルズ』のことを相談するために、僕たちが海竜を呼び出したことを。

『……そのような事情があったとは……』

　幻影の海竜は岩場に顎あごを乗せて、つぶやいた。やっと落ち着いたみたいだ。

　僕とイリスとシロは、海竜の頭を中心にして集まってる。

　イリスは僕の背中に、シロは僕の膝ひざの上に座って、身体をくっつけてる。

　身体が冷えるといけないからね。しょうがないよね。

『なるほど……ならば……天竜をおそれるばかりでは……失礼にあたるというものか』

『海竜ケルカトル』はそう言って、長い身体を水中に沈めた。

　それからゆっくりと、水の中から現れて──
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『「海竜の巫女」と、その縁者よ……久しいな』

（（（最初からやり直した!?）））




「お久しぶりです。『海竜ケルカトル』」

「巫女たるイリスの声にお応えいただき、ありがとうございます」

「はじめましてー、シロだよー」

　心の中で突つっ込みを入れつつ、とりあえず僕たちは話を合わせた。

「それで相談なんですが──すでに話したところは省略して、シロのことです」

『う、うむ』

「シロは人間の姿で生まれたわけですけど、食べ物とかは人間と同じでいいんでしょうか？」

『ああ、それは構わぬ』

　幻影の海竜はうなずいた。

『天竜さまが人の姿を取っているのは……おそらくは、お主たちと共に生きたいという願いによるもの。ならば、食事や生活も、人間と変わらぬはず』

「でも、シロは竜の姿にもなりたいかとー」

『はっ！　さすが天竜ブランシャルカの幼生体！　高い意識をお持ちである！』

「シロはね。おとーさんたちを、南の島に連れて行ってあげたいかと。竜の翼で連れて行ってあげて、そこでゆっくりとセシルさんが、シロの妹を産むことができるようにしたいよ」

『むむぅ。竜の姿になるための方法か……』

　海竜は首をひねってる。

『天竜さまは人の姿で転生したばかりだからな……なにか竜の力を強化する手段があれば、竜の姿になれるのではなかろうか』

「パワーアップアイテムですか」

『我は知らぬが、そういうものがあればな』

　竜専用のパワーアップアイテム……かなりハードルが高いな。

　それに、シロを急いで竜の姿にする必要もないよね。まだ、生まれたばかりなんだから。

「参考になりました。ありがとうございます」

『う、うむ。我も天竜の助けになれて嬉うれしいぞ』

「で、もうひとつ質問があります。『地竜アースガルズ』というもののことを知りませんか？」

　僕たちは『謎ダンジョン』で『地竜アースガルズ』らしいものと出会った。

　でヤマゾエはあれを『ギルドマスター』って呼んでたけど。

　でも、人のために魔力を残してくれた地竜が、『白いギルド』と関わってることには……すごく違和感があるんだ。

『地竜とは、遠い昔この世界にいた、もう一体の竜のことである。天竜さまよりも昔に生まれた竜だという話を聞いている』

　地竜は、その名前の通り『大地に隠れ住む竜』だったそうだ。

　だから、海に住む海竜は出会ったことがないらしい。

『海竜ケルカトル』によると、地竜は天竜よりも、人間が好きな竜だったそうだ。

　天竜は空から人々を見守るだけだったけど、地竜は人の姿に化けて、直接、人間の生活を助けたりしていた。賢い竜で、『アーティファクト』を作って、人に分け与えたりもしていたという。

『だが……詳細は知らぬが、その地竜は「魔竜」と化し、人に仇あだなすようになったという』

「地竜が？　魔竜に？」

『ああ、これは我が「海竜の娘」より聞いた話なのだがな』

『海竜の娘』……つまり、イリスのご先祖様だ。

「どうして『海竜の娘』さんが、そんなことを？」

『娘も、魔竜になりかけていたからだよ。人に迫害され、絶望した時にな』

『海竜ケルカトル』は言った。

『人を好む竜は特にそうだ。魔に落ち、魔竜となり、人に仇なすものへと変わりやすい。我が娘は「海竜の勇者」と結びつくことによって、その心を救われ、魔に落ちずに済んだのだ』

　……そういえば『天竜の残留思念』が言ってたな。

『このまま封印され続ければ、自分は正気を失い、それがシロにも乗り移って「魔竜」にしてしまうかもしれない』って。

　あれは、前にもそういうことがあったからなのか。

「貴重な情報をありがとうございます。海竜ケルカトル」

　やっぱりいい竜だな。海竜さん。

『海竜の祭り』の時も、イリスを巫み女この重圧から解放するのを手伝ってくれたし。

　基本的に家族思いなんだ。海竜さんは。

「それで、『海竜ケルカトル』さんは、魔竜の居場所について知ってますか？」

『「海竜の娘」が以前、調べていた。具体的な場所は──地図があればわかるのだが』

「イリス、お願い」

「はい。では『幻影舞台』で表示いたしましょう。これが港町イルガファと、保養地ミシュリラを含めた周辺地図になります！」

　イリスの『幻影舞台』によって、僕たちのまわりに地図が表示された。

『……我が末まつ裔えいよ。いつの間にこれほど多芸になった……？』

「『愛の力』で変わりました」

『……幸せならそれでいい』

「はい。イリスは幸せです！　あなたがアレンジしてくださった、この首輪にかけて」

　そう言ってイリスは、チョーカーに似せた首輪に触れて、笑った。

『我が娘が……魔竜の遺跡の候補としてあげていたのは、ここであった』

　幻影の『海竜ケルカトル』は、巨大な爪のついた指で、地図の一角を指さした。

　そこは『保養地ミシュリラ』の北にある海岸だった。

『聞こう。海竜の勇者よ。お主らはなにゆえ、魔竜などに興味を持つ？』

「僕は地竜が『魔竜』と呼ばれるようになった理由を知りたいんです。シロが同じ目に遭わないように。それに、地竜はシロが孵化するための魔力をくれた存在ですから。魔竜になるだけの理由があるなら、それを知っておきたいんです」

『……それだけか？』

「それだけです」

『……面白いな、今の「海竜の勇者」は』

「……僕は普通の人間ですよ？」

『普通の者が巫女を運命から救い、天竜の父親になるものか……いや、これは天竜を侮辱しているのではないぞ？　感心しているのだぞ？　本当だぞ！』

　いや、そこまで怯おびえなくても。

『と、とにかく。我が巫女は、よきつがいを見つけたようだ』

『海竜ケルカトル』はそう言って、ゆっくりとうなずいた。

　照れてるのか、イリスは全身真まっ赤かになって、海竜の首筋を叩たたいてる。

　その隣では、シロがイリスの真ま似ねをしてる。

　シロのチョップに反応して、海竜がびくびくしてるな……うん、止めよう。

「シロ、ストップ」

　僕がシロを抱っこして離れると、ほぅー、と『海竜ケルカトル』は長い息をついた。

　ごめんね海竜。

『最後に、もうひとつ言っておこう』

『海竜ケルカトル』の姿が、薄れていく。

『魔竜の遺跡の近くに人魚の住すみ処かがある。あの地を調べるのであれば、彼らの力を借りるがいい』

「人魚？　亜人ですか？」

『うむ。我の名を出せば、協力してくれるであろう。お前たちは……我が身内だ。我が末裔「海竜の巫女」と、その子どもが優しい家族に守られ、血がとこしえに繫つながっていくことを……望む』

「それは約束いたします。『海竜ケルカトル』よ」

　イリスは巫女服の裾すそをつまんで、深々と一礼。僕もシロも、それにならって頭を下げる。

　しばらくして顔を上げると……『海竜ケルカトル』の姿は完全に消えていた。

「人に迫害された竜が『魔竜』となる、か」

　わかるような気がする。

　僕も元の世界でブラック労働やってたときは、無茶苦茶すさんでたからなぁ。

　長時間労働や無茶な命令が続くと、その理不尽さに疲れ切って……世界のすべてが敵になったような気分になるんだよな。

　もちろん、僕と竜じゃスケールが段違いだけどさ。

「お疲れ様、イリス、シロ」

「なんてことないですよ。お兄ちゃん」

「楽しかったよー」

　イリスは額に汗をにじませて、シロは両手を挙げて、無邪気な笑みを浮かべた。

「『海竜ケルカトル』にお兄ちゃんのすごさを伝えることができたので、イリスは大満足です」

「だったらいいけどさ。イリスも、ストレスが溜たまるようなことがあったら言ってよ」

「『すとれす』？」

「これはシロも……みんなもだね。『魔竜化』ってのがこの世界にもあるみたいだから……要するに、休みたいとか、不満があるなら教えて、ってこと」

「不満……？」

　イリスは少し首をかしげて、考えるようなしぐさをしてから──

「ございません。はい、まったく」

「シロもしあわせかとー」

　イリスは優しい笑顔で、シロはもう一度両手を挙げて、そんなふうに答えたのだった。










　それから僕たちは大広間に戻って、お湯を沸かした。

　地面には身体からだを拭ふくために用意した、タオル代わりの布がある。その横には着替えも。

　こっちに来る前にアイネが『海竜の聖地観光ツアー用セット』を持たせてくれたんだ。

「シロも乾いた服に着替えて。風邪引かないように」

「ありがとー！　おとーさん！」

　シロが濡ぬれた衣を脱ぎ捨てて、タオルの上に転がった。

「ありがとうございます！　お兄ちゃん！」

　イリスが濡れた衣を脱ぎ捨てて──

「────はっ」

　シロと同じようにしたイリスは、慌てて身体に布を巻き付けた。

「す、すいませんお兄ちゃん。シロさまにつられて……お、おみぐるしいものを……」

「だ、大丈夫。見苦しくはなかったから」

　僕は後ろを向いた。今さら手遅れではあるけど。

　二人が着替え終わるのを待っていると──ラフィリアから、『意識共有・改』の通信が入った。




『送信者：ラフィリア（受信者：マスター）

　本文：耳より情報なのですー。領主家のメイドともだちに聞いたのですが、ただいま港町イルガファでは、特別な市場が開かれているそうなのです。貴族さん向けに、珍しいものを仕入れてきた商人たちが開く、招待制の市場だそうです。掘り出し物があるかもです』




「面白そうだな」

　それに、シロにとっての社会勉強になるかもしれない。

　人の姿で生きていくんだから、シロも買い物とかをやってみた方がいいからね。

　特別な市場なら人も少ないだろうから、ゆっくり、買い物の練習ができるはずだ。

「あのさ、イリス」

「は、はい。お兄ちゃん」

　僕が言うと、背中越しにイリスの声が返ってくる。

「ラフィリアからの連絡で、イルガファで『特別な市場』が開かれてるっていうんだけど、僕たちも行けるのかな？」

「はい。大丈夫です。イリスにお任せください！」

　後ろで、ぺちん、とイリスが胸を叩く気配。

「なるほど。魔竜について調べに行く前に、装備を調えるわけですね。お兄ちゃん」

「ううん。シロの『新人研修』にいいかなって」

「え？」

「え？」

「も、もちろん……イリスは気づいておりました！　今申し上げようと思っておりました！」

「イリスおかーさん。はだかで騒ぐの、はしたないよ？」

「……はい」

「そんなわけだから、イリス。手配をお願いできる？」

「承知いたしました！」

　またイリスが、ぺちん、と胸を叩いた。

　シロが真ま似ねしてるのか、同じような音がする。ぺちん、ぺちんって。

「このイリス＝ハフェウメアの名において、シロさまの『新人研修』のお手伝いをしましょう！」

　そんなわけで、僕たちは『特別な市場』に、買い物に行くことにしたのだった。








第３話「『隠し市場』で買った欠陥品を、掘り出し物に変えてみた」






「なるほど。シロさまの『新人研修』ですか。わかります」

　僕の隣を歩きながら、ラフィリアが言った。

「シロもね。人間のこと知りたいよ。買い物、楽しみかとー」

　僕を挟んで反対側には、シロ。

　今、僕たちは『隠し市場』に向かってる。

　場所は、港の近くにある倉庫街だ。市場を管理する団体が倉庫ひとつを借り切って、いろいろなお店をそこに出店させているらしい。

　一般には非公開の道具屋や武器屋が並んでいて、ガイドの人が案内してくれるシステムだ。

　基本的には貴族向けの場所らしいけど、今回はイリスにお願いして、僕たちも入れるようにしてもらったんだ。

　そこでシロの「はじめてのお買い物体験」をやってみよう。

「見えてきました。あれが、イリスさまの言っていた。『隠し市場』ですぅ！」

「おおー！　すごいかとー！」

　ラフィリアの指さす先には、大きな倉庫があった。

　あそこで、こっそりと、一部の人向けの市場が開かれてるらしい。

　イリス経由で『招待状』はもらってある。僕たちが入っても、門前払いはされないはず。

「失礼します。僕たちは、イルガファ領主家の紹介で来ました」

　大きな木の扉をノックすると、内側から「どうぞ」という声が返ってきた。

　扉を開けて中に入ると、そこには──




　がらん、とした空間が広がっていた。




「……あれ？」

「あーはいはい。イルガファ領主家ご紹介の冒険者さんですね。私は案内役のメリーゼです」

　入り口には受付のデスクがあり、そこには、メガネをかけた女性が座ってる。

　倉庫の中は、学校の体育館くらいの広さがあった。

　そこにシートやテーブルが置いてあって、商品が展示されてる。

　だけど──倉庫はほとんどからっぽだ。というか、片付けが始まってる。

「倉庫がスカスカなのが気になるようですね？」

　案内役の女性──メリーゼさんは僕たちを見て、薄笑いを浮かべた。

　それから、倉庫の中を指さして、

「申し訳ないねー。うちは貴族さま向けの市場だからね。庶しよ民みん向けの商品はあまりなくてねー。それに、そろそろ引き上げる時期だから、使えそうなものはみんな片付けちゃったんです。売れ残りでいいなら、見せてあげますけどねー。どうしますか？」

「売れ残りというと、たとえば？」

「これなんかいかがでしょうか？　お安くしますよー」

　メリーゼさんは僕の手に、小さなスキルクリスタルを載せた。

「『不ふ眠みん症しょうＬＶ１』ですよ。この仕事してると心配なことが多くて……つい覚かく醒せいしちゃうスキルなんですよ。良ければ安くしておきますが？」

「本当に売れ残りなんですね……」

「お気に召さないようでしたらお帰りください。うちは貴族さま向けの市場なので、冒険者さんのためには、あまり時間は取れなくてね」

　メリーゼさんはいらだったように踵かかとを鳴らしてる。

　顔色も悪いし、目の下にはくまができてる。

　もしかして『不眠症』って、この人が使ってたスキルじゃないのかな……。

「……なんとなくだけど、感じが悪いな……」

「……あたし、マスターをみくびる人は、好きじゃないですよぅ」

　でも──

「（わくわく、わくわく）」

　シロはまったく気にしてない。それどころか、わくわくと目を輝かせてる。

　はじめての買い物を楽しみにしてるみたいだ。ここで帰るのはかわいそうだな……。

　それに、この『売れ残り』スキルって、意外と使い道がありそうなんだよな。

「ちょっと触ってみてもいいですか？」

「どうぞ。ご自由に」

　売り場の女性から、僕は『不眠症ＬＶ１』を受け取った。このスキルの概念は──




『不眠症ＬＶ１』

『心配』で『勢いよく』『目覚める』スキル




「やっぱり使えそうなスキルですね。買います」

「はぁ!?」

　メリーゼさんは目を見開いた。

「これが売れ残りなら、かなりの掘り出し物がありそうだ。せっかくだから見て回ろうよ」

「やったー！　おかいものだ！」

「あたしも、お付き合いしますよぅ」

　ラフィリアが背後から、むにゅ、と僕の腕を抱いた。

「それに、店員さんの冷たい応対でマスターの心が痛んだら、あたしが身をもっておなぐさめするのですぅ。あたしの生命はそのためにあるのですよぅ」

「シロも。シロもおとーさんをなぐさめるよ！」

「私をだしに……いちゃいちゃするの止やめてもらえませんか……」

　メリーゼさんは何な故ぜか肩を落としてつぶやいた。

「なんでしょう。この敗北感。こんな気分になるのは初めてです。また不眠症に覚醒しそう……」

「商品、見せてもらえますか？」

「時間の無駄になるかもしれませんよ？　庶民の冒険者向けの物なんか、ほとんどないんですからね。ろくなものがないからって、文句を言わないでくださいよ？」

「使えるか使えないかは、こっちで考えますよ」

「わかりました。ご案内しましょう」

　そう言ってメリーゼさんは、僕たちを倉庫の奥に招き入れた。










「こちらは大いなる魔力を宿した『聖剣アークブレード』！」

「「「おおー」」」

「──の、見本です。本物はもう売却済みです」

　案内役のメリーゼさんは、展示台代わりのテーブルの前で、腕を広げてみせた。

　テーブルクロスがかかった台の上には、剣のかたちの板がある。

　表面には色や模様が描かれてる。『聖剣アークブレード』は赤いラインが入っていて、妙な紋章が描かれてる、ってことなんだろうな。

「これは大昔に存在したという、偉大なる聖剣を模して作られたものです」

「そんな聖剣があったんですか？」

「伝説ですけどね。昔、王さまがお金と時間をついやして、最強の聖剣を探し出した、とか」

「すごいですね」

「もちろん、ここにはありません。あっても、本物は表には出しませんけどね」

「商談に入る時に持って来る、ってシステムですか」

「よくおわかりですね」

　そりゃ、こっちの世界にはガラスケースも防犯ブザーもないからね。

　ワンオフの聖剣を展示したりはしないだろ。

「これも、貴族の方が買われたんですか？」

「……購入者の情報は秘密ですので」

　メリーゼさんの目が泳いでる。図星かな。

　台の上には、他にも、攻撃力を増加させる魔法剣や、魔法の槍やりの見本が並んでる。

　ほとんど『売り切れ』だ。残ってる商品は……。

「この杖つえ、かっこいいね！」

　不意にシロが見本のひとつを指さした。

　なにか気になるものがあったのかな。どれどれ……。

「これは……『魔法使いのための魔法の杖』か」

「おもしろい形をしてるよ。それに、かっこいい杖だよ」

　僕たちの前にあるのは、杖の形をした板だった。

　長さは、僕の腕と同じくらい。棒に蔦つたが絡んだようなかたちで、先端には水晶玉がついてる。

　シロは、じーっと、杖の見本に見入ってる。

　目を輝かせて、見本の右から見たり下から見たり。本当に気に入ったみたいだ。

「せっかくだから、見せてもらおうかな」

「そうですねぇ。シロさま、気に入ってらっしゃいますからね」

　僕とラフィリアはうなずいた。

「すいません。この杖、見せてもらえますか？」

「あぁ……この杖ですか」

　案内役のメリーゼさんは、笑いをこらえるような顔で言った。

「……もしかして、売り切れですか？」

「チガイマスヨー。ゴキボウナラ、モチロン、オミセシマスヨー」

　なんでカタコトなんだろう……。

　そんな言い方されたら、欲しくなっちゃうじゃないか。

「いや、さすがに庶民の方は目の付け所がちがいますね。すぐにお持ちしますよ……くすくす」

　メリーゼさんは笑いをこらえるような顔で、倉庫の奥に駆けだした。

　実は、僕もこの杖が気になってる。

　残り物の訳ありアイテムっていいよね。元の世界で作ってたゲームとかを思い出す。

　作ったなぁ。ギミックを理解して使えば強力なのに……発動条件が複雑すぎて、誰だれも使ってくれなかった武器とか。あったあった……。

　もしかしたらこの杖も、使いようによっては強力なのかもしれない。

「あのねあのね。シロはね。この杖、ラフィリアさんに似合うと思うかと」

「気が合うね。僕もそう思ってた」

「あ、あたし用だったのですかぁ」

　ラフィリア、びっくりしてる。

「マ、マスター……困ります。そういうことされると……どきどきしちゃいますよ」

「ほんとだー」

　真まっ赤かになったラフィリアの胸に、シロが手を当ててる。

　どきどきを確認してるらしい。

　いや、「かもーん」って感じで手招きされても。しないから。ここ、人前だから。

「お待たせいたしました」

　そんなことをしてるうちに、案内役のメリーゼさんが、包みを持って戻って来た。

　メリーゼさんが布を開くと──

「「「おおー」」」

　僕たちは声をあげた。

　これが、『魔法使いのための魔法の杖』か。素材は木でできてるのかな。意外と軽そうだ。

「これにはどんな能力があるんですか？」

「魔法使いがこれを持って呪じゆ文もんを唱えると、魔法を使うことができます」

「「「なるほどー」」」

　僕とシロ、ラフィリアはうなずいた。

　──って、あれ？

「でも、魔法使いって、杖なしでも魔法が使えますよね？」

「はい。もちろん、杖なしでも使えますね。魔法」

「もしかして、魔法使いじゃない人が魔法を使えるようになる杖、とか？」

「いえいえこれは『魔法使いのための魔法の杖』ですから、魔法が使えない人は使えません」

「「「んんんんっ？」」」

　なんだか混乱してきた。なんのためにあるんだ。この杖。

「これは数十年前に、とある老魔法使いが開発したと言われています」

　案内役のメリーゼさんは言った。

「その方は優秀な魔法使いだったのですが、その血を引く孫娘が、どうしても魔法が使えなかったそうです。孫娘の才能を開花させてあげたいと考えた老魔法使いは、この杖を開発しました。魔法のアイテムとして、これを握れば魔法が使えるよと、孫娘に告げたのです」

「それで、どうなったんですか？」

「それっぽい杖を手にした孫娘は、なんとなく魔法が使えるようになったそうです」

「気分的な問題でしたか」

「そうですね」

「でも、マジックアイテムではあるんですよね？　なんでこれが残り物なんですか？」

「使ってみればわかりますよ」

　メリーゼさんは『魔法使いのための魔法の杖』を、僕たちに差し出した。

　とりあえずラフィリアに渡して、『灯りライト』を使ってもらうことにする。

「ではではー！　『精霊の光よ我が前を照らせ』、『灯り』!!」

　ラフィリアが杖に魔力を注ぐと──杖が光り出した。

「「「おお、おおおおおお？」」」

　魔力に反応する材質でできてるらしい。杖を飾る蔦が、ゆっくりと光っていく。

　それが杖の先に達すると──光の球が飛び出した。

「……時間がかかるですね」

「……なんで杖そのものが光るんだろう」

「かっこいいねー」

　僕たちが杖を見つめていると、メリーゼさんが、こほん、と咳せき払ばらいした。

「老魔法使いは孫娘に、魔力が注がれていることがわかるように、こういうエフェクトを付け加えたそうです。ただ、そのせいで魔法の発動に時間がかかる上に──」

「魔法を使おうとしてることが、まわりにもわかってしまう、と」

　僕の言葉に、メリーゼさんはうなずいた。なんだか、すごくにやにやしてる。

　魔法を使うためだけの杖で、特に意味はなし。

　杖が光るから発動が遅くて、やたら目立つ杖か。これは──

「買います。いくらですか？」

「はああああああああああっ!?」

「『隠し市場』の名前は伊だ達てじゃないですね。すごい掘り出し物だ」

「……あ、あ、あ」

　あれ？　案内役のメリーゼさん、なんで引きつった顔をしてるんだ？

「……庶しよ民みんを追い払うために……使えないアイテムを見せてるのに……なんで」

「なにかおっしゃいましたか？」

「いいえ！　では、お値段ですが……」

　話は数分でまとまった。

『魔法使いのための魔法の杖』の値段は、金属製のちょっといい杖より、わずかに高いくらい。

　本当に売れ残りだったみたいだ。

「買い物ってこうやってするんだね！」

「マスターはしっかりされてますからね。お任せすれば大丈夫なのです！」

「やっぱりおとーさんはすごいなー」

　シロは満面の笑顔だ。いい経験になったのなら、よかった。

「それじゃ、ちょっと外で使い心地を試してもいいですか？」

「いいですけどねー。返品はできませんからね？　想像通りの能力じゃなかったとしても、変な効果が出ても、もうそれはあなた方のものです。返品も返金も受け付けません、いいですね！」

　なぜか怒ってるメリーゼさんの声を背に、僕たちは倉庫を出た。










『隠し市場』は倉庫街の隅っこにあるからか、まわりにはあまり人がいない。

　それでも人目につかないように、僕とシロとラフィリアは、さらに端の方に移動した。

　レンガ造りの倉庫の間を抜けると、海が見えた。

　左右を見回すと……誰だれもいない。遠くに停とまった船と、桟橋が見えるだけだ。

　よし、ここでアイテムの実験をしよう。まずは杖の概念を確認して、と。

「発動！　『能力再構築スキル・ストラクチヤー』!!」




『魔法使いのための魔法の杖』

『魔力』で『魔法』を『使う』杖




　うん。これなら、使えるアイテムに再構築できるな。さっきもらったスキルを使おう。




『不眠症ＬＶ１』

『心配』で『勢いよく』『目覚める』スキル




「実行！　『高速再構築クイツクストラクチヤー』!!」




　そして、できあがったアイテムは──




『魔法使いのための魔法の杖・改』

『魔力』で『勢いよく』『魔法』を『使う』杖




　残留概念：『心配』『目覚める』




「……すごいな『隠し市場』」

　まさか、こんな簡単にチートアイテムが手に入るなんて……。

「ラフィリア。実験してもらえる？」

「はーい」

　というわけで僕は、『再構築』した杖をラフィリアに渡した。

「この杖は、魔力を注ぐほど魔法が『勢いよく』出るようになってるから、気をつけて」

「はーいです。じゃあ、魔力４倍でやってみるです。『炎の矢フレイムアロー』!!」




　ぱしゅっぼっ──ぼとっ。




「……あれ？」

　僕の足元に、鳥が落ちてきた。

　ちょうど真上を飛んでたらしい。羽に焼け焦げた穴が空いてる。

　でも、今、魔法を発射する音と、着弾する音が同時に聞こえたような──

「ほえー。ラフィリアさん、すごいなー……」

　シロも目を丸くしてる。僕もびっくりだ。

「……ラフィリア。もう一回試してみて」

「はいですー。『炎の矢』ですー」

　しゅぼっ。

　ラフィリアが空に掲げた杖つえから、『炎の矢』が発射された。

　一瞬だった。

　発動と、矢の速度が、数十倍になってた。

「マスター。この杖は、魔力を注ぐほど魔法の発動と、飛ぶのが速くなるみたいですよぅ」

「やっぱり？」

「はいです。杖の先に魔物がいたら、たぶん、発射した瞬間、着弾しますねぇ」

「どこのスナイパーだよ」

　つまりこの『魔法使いのための魔法の杖・改』は、魔力で魔法の速度を操る杖になった、ってことか。セシルの『真・聖せい杖じようノイエルート』が魔法の範囲を操るのに比べると地味だけど──

「使えるな。この杖」

「おとーさんもラフィリアさんも、すごいよー」

「マスター……あたしはこの杖を『魔ま杖じようヴァルヴォルグァ』と名付けたいです」

「意味は？」

「音がかっこいいからです!!」

　だと思った。ラフィリアらしいな。

「わかった。今からその杖は『魔杖ヴァルヴォルグァ』だ」

「おおおおっ！　ついにあたしにも、専用の杖が手に入ったですぅ！」

「なんだかよくわかんないけど、やったね！」

「これであたしはもっと、マスターのお役に立てるです！」

　ラフィリアは『魔法使いのための魔法の杖』──改め『魔杖ヴァルヴォルグァ』を掲げた。

　僕は足元に落ちていた鳥を拾い上げた。

　通りすがりに倒しちゃったけど──どうしよう。

「それは『ホリハラ鳥』と言って、脂がのってておいしいですよぅ」

「もしかしてラフィリア、狙ねらって撃った？」

「はい。当たるとは思わなかったですけど」

「飛んでる目標に当てるのって、結構大変だからね」

　すごいな、『魔杖ヴァルヴォルグァ』。

「いい買い物したね」

「はじめての買い物、楽しいよー！」

「これはメリーゼさんにお礼を言わないとですねぇ」

　そんなわけで、僕たちは『ホリハラ鳥』を持ったまま、倉庫に戻り──










「「「いい商品をありがとうございました！　お礼です！　みなさんで食べてください!!」」」

「はああああああああああっ!?」

　なぜかびっくりしてる案内役のメリーゼさんに、鳥を手渡した。

「え？　なんで、鳥？　お礼って？　どうして……!?」

「調理してからの方がよかったですか？」

「いえ、そういう問題じゃなくて……え？　お礼って？　意味がわからないんですけどぉっ!?」

　そんな、目を白黒させるほどのことじゃないんだけどな。

　あの『魔法使いのための魔法の杖』は、値段以上のものだったし。『不眠症ＬＶ１』の残った概念だって、使い道はありそうだし。

　いい商品を紹介してもらったんだから、お礼くらいはしないとね。

「それで、他にも掘り出し物がないか見てみたいんですけど……」

「へ、返品はきかないって言いましたよ！　わかってますよね!?」

「あの杖を返品する気はありませんよ。たとえ、10倍の値段で買い取ると言われても」

「…………え……あ、あ、なんでぇ……」

　案内役のメリーゼさんは、肩を震わせて僕たちを見てる。

　そして──

「いいですとも！　だったら、もっと別の商品をご紹介しましょう。あなたたちのような変わり者の冒険者にふさわしい！　貴族が目もくれないような珍ちん品ぴんをね！」

「「「よろしくお願いします!!」」」




　それから僕たちは、いろいろな物を見てまわり──




「いい買い物だったね」「やっぱり『隠し市場』は違うですぅ」「たのしかったよ、おとーさん！」

「……なんでしょう、この敗北感……」

「お金が貯たまったらまた来てもいいですか？　別の商品も見たいので」

「いいえ！　私たち、そろそろ商業都市メテカルに帰りますから！」

　僕たちの言葉に、案内役のメリーゼさんは首を横に振った。

「私たちは貴族向けの商人ですので！　プライドが高いので！　庶民に売れ残りの珍品を売って喜ばれたら！　敗北感がはんぱないので！　お願いです……もう……かんべんしてください……」

「残念です」

　この市場なら、もっと面白い商品が買えると思ったのにな。

　でもまぁ……いいか。十分な収しゆう穫かくはあったからね。

　シロも喜んでる。ちょうどいい、買い物初体験になったみたいだ。

「「「それじゃ、ありがとうございました!!」」」

　僕たちは市場おすすめの珍品を手に、『隠し市場』を後にしたのだった。








第４話「人の心を休めるチートアイテムは、使用回数に制限があった」






『隠し市場』を出たあと、市場で晩ご飯の買い物を済ませてから、僕たちは家に戻ってきた。

　シロはちょっと疲れたようなので、ラフィリアと一緒にお昼寝中だ。

　その間に、僕は家のリビングで、手に入れたアイテムを『再構築』することにした。

　まずは、もうひとつの商品の『概念』を確認して、っと。

「……うん。この『短たん刀とう』は、面白い使い方ができそうだ」

　テーブルの上には、銅色の短刀が置いてある。

　長さは50センチくらい。刃には魔法がかかっているらしい。




『安あん全ぜん刀とう　無む名めい』

『振るたび』に『刃やいば』が『小さくなる』短刀




　振るたびに刀身が縮んでいく短刀。

　刃先が潰つぶしてあるので、突ついても刺さらない。安全第一の短刀である。

　下級貴族が上級貴族に決闘を申し込まれた時、相手に勝利を譲るために作られたものである。




「てい」

　僕は試しに、『安全刀』を振ってみた。




　しゅこん。




　刃が小さくなった。

　すごいな。引っ込むんじゃなくて、魔法的に縮むのか。

　手元には概念『心配』が残ってる。それを使って『再構築』してみよう。




「発動『高速再構築クイツクストラクチヤー』!!」




『再構築』したアイテムは──




『安あん心しん刀とう　心こころ安やす丸まる』

『振るたび』に『心配』が『小さくなる』短刀




　振るたびに、心を占めている『心配』を小さくすることができる。

　心の負担が軽くなるため、落ち着いて物事に対処できるようになる。

　振ってから、安心させたい相手に触れることで能力が発動する。ただし、使いすぎに注意。




「やっぱり、心を休めるアイテムになったか」

　今まで戦った敵は『勇者にならなければ』『成果を挙げなければ』って、強きよう迫はく観かん念ねんに取り憑つかれてる奴やつばっかりだった。

　その『心配』を小さくすることができれば、戦わずに済むかもしれない。

「こんにちは、お兄ちゃん。帰っていらっしゃいますかー？」

　玄関でイリスの声がした。

　そういえば今日明日は領主家に顔を出すって言ってたっけ。一いつ旦たん、戻って来たみたいだ。

「リビングにいるよ。いま、アイテムのチェックをしてるところ」

「いいアイテムがありましたか？　お兄ちゃん」

　リビングにやってきたイリスは、僕の隣に腰を下ろした。

　ちょうどいいや。イリスにもこれを見てもらおう。

「市場では、いろいろと掘り出し物を見つけたよ。ほら、これは精神を安定させる短刀だ」

「どれだけすごい市場だったのですか!?」

「いや『再構築』したらそうなったんだ」

「すごいのはお兄ちゃんの方でした！」

　イリスは目を丸くして『安心刀　心安丸』を見てる。

　僕はイリスにアイテムの効果を説明した。すると──

「お兄ちゃん。これをお借りしてよろしいでしょうか？」

　不意にイリスは、僕に向かって頭を下げた。

「実は、イルガファ領主家に、ちょっとした悩み事を抱えている者がいるのです。その者の悩みを、解消してあげようかと」

「いいよ。どのみち、実験はするつもりだったからね」

「ありがとうございます！」

　イリスはまた、僕に深々と頭を下げた。

　それから、なにかを思い出したように──

「そういえば、イリスにも……『心配になること』はありまして」

　イリスは、なぜか恥ずかしそうに、両手の指を、つん、と合わせて、言った。

「……イリスが……ちゃんと……お兄ちゃんを受け入れ…………」




「洗濯物を干したですー」「楽しかったよー！」




「ひゃぅぅぅっ!?」

　窓の外からラフィリアとシロの声がして、イリスは慌てて僕から離れた。

「あれ？　ふたりとも、お昼寝中じゃなかったっけ？」

「目が覚めたので、服のお洗濯をしていたです！」

「おとーさんの服をふたりで洗ったよ！　楽しかったー！」

　シロは笑ってるけど──髪がびしょ濡ぬれになってる。ラフィリアもだ。

　そういえばさっき、お風ふ呂ろ場ばの方で水音がしていたっけ。でも……。

「ふたりとも、どんなふうに洗濯をしたの？」

「大丈夫です！　服は濡らしてないですから！」「ないから」

　髪がびしょ濡れで、でも服が濡れないように洗濯って……？

　なんだろう。追及しない方がいいような気がしてきた。

「ごめんイリス。話が途中だったね。なんだっけ」

「な、なんでもございません！　ひ、人前で申し上げることではありませんでした！」

　イリスは真まっ赤かな顔で、かくかくかくっ、って首を振ってる。

「で、では、この『安心刀　心安丸』、お借りいたしますね」

「わかった。でも、注意点があるよ」

　僕は鞘さやに入れた『安心刀　心安丸』を、イリスに差し出した。

「１人に使うのは、一日に３回まで。その後は１日くらい、間を置いた方がいい」

　これはアイテムを『再構築』した、僕自身の感覚だ。

　人の心に触れるものだからね。慎重に使った方がいいよね。

「わかりました。お兄ちゃんの言いつけ、守ります」

　イリスはきっぱりとうなずいた。

　そして『安心刀　心安丸』を手に、領主家へと戻っていったのだった。










　──その夜、イルガファ領主家の屋敷では──










「新人メイドのメアリーさん。ちょっとよろしいですか？」

　イルガファ領主家の休憩室で、ラフィリアは同僚のメイドに声をかけた。

　ここは、使用人たちが休む場所だ。

　部屋には大きなテーブルと椅子が並んでいる。部屋の隅にはかまどがあり、自由にお湯を沸かして、お茶を飲めるようになっている。使用人に優しくなったのは、イリスが領主家で影響力を持つようになってからだった。

「休憩しながらお話ししましょう。こないだ聞かせてもらった、お悩みのことで」

「は、はい……」

　赤毛の髪の、小柄な少女がうなずき、ラフィリアの元にやってくる。

　声に力がなかった。

　ろくに眠れていないのだろう。目の下にはくまができていて、顔色も青い。

「大丈夫ですか？　メアリーさぁん」

　自分の隣に座った少女に、ラフィリアはハチミツの入った水を差しだした。

　気持ちが落ち着く香草入りだ。飲みやすいように甘くしてある。

「私なんかのために……すいません」

「やはり、眠れないのですか？」

「はい……私は内陸からこっちに引っ越してきたばかりで……毎晩波の音が気になって……」

　メイドのメアリーは木製のテーブルに頰ほお杖づえをついて、長いため息を吐き出す。

「眠れなくて、でも、今度は自分がちゃんと眠れていないことが気になって……これからずっとやっていけるのか……心配で」

「イリスさまの指示でお部屋のカーテンを二重にしたあと、耳栓を差し上げましたよね？」

「……はい。でも、今度は、自分にそうしていただくほどの価値があるのか心配で……」

「では、おまじないをしませんか？」

　ラフィリアは人差し指を、ぴん、と立てて、言った。

「おまじない、ですか」

　メイド少女メアリーは不思議そうに首をかしげた。

「エルフの『気が楽になるおまじない』を見つけてきたのですぅ。試してみませんか？」

「は、はい！　ぜひお願いします」

「ではでは、ちょっと休憩室の外の、廊下の角まで来てください」

　ラフィリアはメイドのメアリーを連れて、休憩室の外に出た。

　そのまま彫像や壺つぼが並ぶ廊下を進み、角で立ち止まった。

「ちょっとここに立っていてください。ええ、もうちょっと後ろですねぇ。はい、ここで回れ右」

「は、はい」

　言われるまま、メイドのメアリーは廊下の角で半回転する。

　曲がり角を背に、廊下を前にしている体勢になる。

　弱い灯あかりに照らされた使用人エリアは、不自然なくらい静まり返っていた。

「はい。このまま、あとずさってください。後ろは見ないで……そうです、そこでしゃがんでください。曲がり角に背中を向けて。いいですか？　では……おまじない、しますよ？　さんはい！」

　メイド少女メアリーがうなずくのを確認してから、ラフィリアは手を叩たたいた。

　それを合図に、廊下の角に隠れていたイリスが、すぅ、と進み出る。

　彼女は手にしていた短刀を振り、その峰みねを、メイド少女メアリーの肩に当てた。




「（小声で）発動。『安心刀　心安丸』！」




　メアリーの首筋に、小さな火花が散った。

　同時に、首の後ろから、もやもやしたものが浮かび上がり……消えていく。

「どうですかぁ。メアリーさん」

「……わ、わたし、今日のお仕事は終わりですよね？」

　メイド少女メアリーは立ち上がった。

　すっ、と背筋を伸ばし、唇を固く結んで、まるで、さっきまでとは別人のようだった。

「先に休ませていただいてもいいですか!?　今なら自信をもって眠れるような気がします!!」

「「どうぞー！」」

「お先に失礼いたします！」

　メアリーは小走りに、自室へと去って行った。

　10分後、イリスとラフィリアが、部屋を覗のぞいてみると──メアリーはすっかり熟睡していた。




「作戦成功でしょう！」

「マスターのアイテムと、イリスさまの作戦は完かん璧ぺきなのです！」

　ふたりは両手を挙げてハイタッチした。

　イリスは雇い主の一人として、ラフィリアは同僚として、メアリーのことを心配していた。

　だからナギから『安心刀』の話を聞いたとき、「ぴん」と来たのだった。

「ありがとでした。イリスさまぁ。これであたしも安心です」

「いえいえ。これもお兄ちゃんのお力ですよ。ラフィリアさま」

　イリスとラフィリアは顔を見合わせて、笑った。

　そしてイリスは自室に、ラフィリアはナギの家へと戻っていったのだった。




　それから、しばらくして──




「……そういえば、イリスも心配なことがあったのでした」

　ひとりになったイリスは、ふと、『安心刀　心安丸』に手を伸ばした。

　イリスがさっき、ナギに言えなかった心配なこと。それは──

「イリスはちゃんと、お兄ちゃんを……自分の一番深いところに……受け入れることができるのでしょうか……？」

　もちろんそれは、ご主人様と奴ど隷れいを結びつける『魂約エンゲージ』のことだ。

　イリスは『海竜の巫み女こ』だから、竜の血を引いている。

　完全な人間ではなく、亜人でもない。魂がどんな形をしているのか、わからない。

　それに、イリスは身体からだだって小さい。

　みんなと同じやり方で『結魂スピリツトリンク』できるかどうか、わからないのだ。

「……もしも……イリスがお兄ちゃんと……できなかったら」

　考えると、思わず心が寒くなる。

　その不安が、イリスの心の底に──小さく、わだかまっていたのだった。

「発動──『安心刀　心安丸』」




　とん。




　イリスは自分の肩に、『安心刀』の峰みねを当てた。

　……なんだか、少し楽になったような。

　でも、わからない。実感がない。まだ足りないような気がする。

「……もう一度、だけ」

　アイテムを肩に当てて、目を閉じて、自分の心をのぞきこむ。

　わからない。もしかしたら、発動のタイミングを間違えたのかも……。

「……あまり変わったような気がいたしません」

（それに、このアイテムは、何度使っても大丈夫なような気がしてきました）

（大丈夫。きっと大丈夫……。なにも心配はいらないでしょう……きっと）

「もうちょっと……だけ」

　イリスは『安心刀』を握りしめて──




　とん……とん……とんとんととととと……。










　──さらに数分後、ナギの部屋──










「…………ちゃん」

　ベッドで眠ってたら、耳元で声がした。

　──ん。誰か、呼びに来たのか……？

　それにしても身体が重いな。

　そういえばさっき、ベッドがきしんだような……。




「……お兄ちゃん……」




　目を開けると、すぐ近くにイリスの顔があった。

　緑色の髪を結んで、左右にまとめてる。頭のてっぺんには……海竜をかたどった飾り物。

　って、これってティアラか？　結婚式とかに着けるやつ。

　よく見ると、イリスが着てるのは純白のドレスだった。

　細い肩かた紐ひもと、胸を覆うフリルのついた布地。

　詰め物を入れてるのか、不自然にふくらんでる。

　スカートはギャザーのついた短めのもの。腰には何重にもリボンが巻き付いてる。

　海竜をかたどっているのか、引きずるくらいに長く、伸びてる。

「イリス……もう不安も迷いもございません」

　火照ったようなイリスの顔を、月明かりが照らしてる。

　開いた窓からは夜の風が吹き込んで、イリスの緑色の髪と、彼女のドレスを揺らしてる。

　神秘的な光景だけど、イリスの目はなぜか、とろん、としてる。

「お母さまが着ていたこのドレス姿のまま──イリスを、お兄ちゃんのものにしてください」

　僕の頰に指を這はわせて、イリスは、そんなことを言ったのだった。








第５話「うきうきイリスを正気にしてから、魂の約束をすることにした」






「……お兄ちゃん。イリスは……イリスは……あぁ」

　僕の腰の上に馬乗りになったイリスは、荒い息をついてる。

　いつもの彼女とは違う。顔が赤いし、呼吸も速い。

　なにより、いつものイリスなら、黙って僕の部屋に忍び込んだりしないはずだ。

「……あ、あの。イリス……どうしてここに？」

「『幻影舞台ステージ・オブ・イメイジング』で風景に溶け込んで、やってきました」

「……なにがあったんだよ。イリス」

「お兄ちゃんに隠しごとなんか、なんにもございませんよ？」

　イリスはふわふわした表情のまま、首をかしげた。

「イリスはお兄ちゃんを愛しております。それをわかっていただくために、イリスは母さまの形見のドレスを着て、お部屋に忍んできたのです。イリスはなにものも恐れず、お兄ちゃんと深いところで……ひとつになりましょう……」

「そうじゃなくて……あのさ」

　正直、僕もかなりドキドキしてる。

　寝込みを襲ってくるなんて、イリスは絶対しないって思ってたからだ。

　それに……月明かりに照らされたイリスはきれいで、神秘的で、なんだか、別人みたいだ。

「そうじゃなくて……イリス、『安あん心しん刀とう　心こころ安やす丸まる』を何回使った？」

「６回……いえ、８回でしょうか……」

　やっぱりかー。

　あのアイテムを『再構築』したとき、直感だけど、使いすぎはまずいような気がしたんだよな。だからイリスに預けたとき『用法・用量を守るように』って言ったんだけど。

　もっと詳しく、使用上の注意について説明するべきだったな……。

「あのね、イリス」

　僕は深呼吸してから、言った。

「イリスは今、ハイな状態になってるんだと思う」

「ハイなじょうたい？」

「わかりやすく言うと、よっぱらった状態かな？」

「イリス、お酒は飲んでおりませんよ？」

「つまりね。『安心刀　心安丸』で、すべての不安が吹っ飛んだ状態になっちゃってるんだ。だから、心の制御が利かなくなってる」

「それになんの問題があるのでしょう？」

「あるだろ……イリスが正気に戻ったときに」

　正直なとこ、こういうことされると……僕の理性も吹っ飛びそうになるんだけどな。

　でも、普段のイリスは、基本的に真ま面じ目めだから。

　ハイになった状態で僕に迫って……それに僕が応こたえてしまったら、あとで頭抱えてごろごろ転がっちゃうような気がする。

「ふふふ……でも、イリスはもう止まりません」

　イリスはそう言って、ドレスの胸に手を当てた。

　しゅるり、と、胸元を留めてるリボンを、ゆっくりとほどいていく。

　闇の中に白い肌が浮かび上がって……僕の頭も、なんだか、くらくらしてくる。

「今、ここで、イリスは、お兄ちゃんと深く深く繫つながりたいと感じております。多少、無理をしても構いません。迷いも後悔も、絶対にございません！」

「……正気に戻ったあとでも？」

「もちろんです！」

　イリスはぺちん、と胸を叩いた。

「じゃあ、正気に戻すよ？」

「どんとこーいです、お兄ちゃん!!」

　イリスが自信満々でうなずいたから、僕は彼女の身体からだを引き寄せた。

　ちっちゃな頭を自分の胸に押しつけて、スキルを発動する。




「発動！　『救心抱擁ハートヒーリング・ハグＬＶ１』!!」

「はぅっ!!」




　イリスの身体が、びくん、と震えた。

　まるで電気が走ったみたいに、イリスは大きく目を見開く。

『救心抱擁』は対象者の睡眠・麻ま痺ひ・混乱を解除することができる。

　イリスの『安心刀の過剰摂取』も混乱のうちだから効くはずだけど……どうなる。




「……おにいちゃん……？」




　イリスは何度もまばたきをしてから、僕を見た。

　それから、自分が着ている純白のドレスを、眺めて。

　それがあちこち、はだけてるのを確認して。

　これまで、自分がなにをしてきたのか思い出すように、目を閉じて──




「ふええええぇぇぇぇぇぇぇぇん！　イ、イリスはなんてことをおおおおおおおお!?」




　ほっぺたを押さえて、絶叫した。

「こ、こともあろうにお兄ちゃんの寝所に忍び込むなんて……ああ、ああああああああああ……」

　そのままイリスは頭を抱えて、涙目で、僕の方を見て頭を下げた。

「…………お兄ちゃん。ごめんなさい」

「……うん。よかった……正気に戻ってくれて」

　月明かりの下ってのがよくないよな。なんだか、非現実的で。

　僕もなんだか、夢を見てるような感じで……ちょっと理性がやばかったんだ。

「ごめんなさいお兄ちゃん。寝込みを襲う奴ど隷れいなんて……嫌ですよね」

「そんなことないってば」

　僕はイリスを引き寄せて、背中を、ぽんぽん、と叩たたいた。

「それに、僕も説明不足だったよ。もうちょっと『安心刀』については注意するべきだった」

　まさか、使いすぎると理性が吹っ飛ぶことまでは予想してなかったからね。

　危険性がわかったのはイリスのおかげだ。

「気にしなくていいよ。それに……イリスが正気のときにするなら……僕も……いいと思うから」

「……お兄ちゃん」

「……『魂約エンゲージ』しようか。イリス」

　僕はイリスの耳元にささやいた。

　一瞬、イリスの細い身体が熱を帯びて、耳たぶが真まっ赤かに染まる。

「……どうしてお兄ちゃんは、イリスのしたいことがわかってしまうのでしょう」

「ご主人様だからね」

「奴隷の心を見通すとは……いけないご主人様ですね」

「じゃあお詫わびに……『魂約』の儀式で、イリスを『気持ちいいだけ』にするのはどうかな……」

「……お兄ちゃんは、イリスのはしたない姿が見たいのですね」

「……それはノーコメントで」

「……イリスは、お兄ちゃんに……はしたない姿を……見ていただきたいです」

　イリスは僕のほっぺたに口づけて──それから、僕を見た。

「……お兄ちゃんに……イリスの深いところまで繫がっていただいて……強化までしていただく……それがイリスの、したいこと、ですから」

「僕のしたいことでもあるけどね」

「似たもの主従ですね。イリスと、お兄ちゃんは」

「現実主義リアリストなところは、僕もイリスもそっくりだよね」

　僕とイリスは顔を見合わせて、笑った。

　イリスが目を閉じたから、僕は顔を近づけて──呼吸を合わせて。

「それに、イリスを自由にするのは、僕のしたいことでもあるからね」

「はい。お兄ちゃんは……『海竜の巫み女こ』でいるしかなかったイリスを、自由に『海竜の巫女』でもいられる者にしてくださいました」

「だから、イリスと『魂約』して、スキルも強化して、誰だれもイリスを拘束できないようにする。いいかな？」

「……ひとつ間違っていらっしゃいますよ、お兄ちゃん」

　イリスはそう言って、僕の頰に手を当てた。

「イリスはすでに『愛の鎖』でお兄ちゃんに繫がれております。この心地よい拘束は、イリス自身にも、解くことができないものでしょう。それだけは……覚えておいてくださいね」

　イリスはそう言って、僕の手を握ったのだった。










「よいしょ、と」

「……んっ」

　僕はいつものように、背後からイリスを抱きかかえた。

　小さな身体は、僕の腕の中にすっぽりと収まる。

「発動『能力再構築スキル・ストラクチャー』」

　僕はスキルを発動させた。

　そして、目の前にあるイリスのスキル『竜種超越共感ドラゴニツク・エクス・シンパシー』に触れて、魔力を送り込んでいく。

「…………はふぅ」

　イリスは僕の腕の中で、小さくため息をついた。

『魂約』するためには、互いの魔力を循環させる必要がある。

　つまり、僕とイリスが魔力で深く繫がればいいんだ。

「………………いつもより……ふわふわ……いたします」

　イリスが僕を見て、照れたように言った。

　僕はイリスの胸に手を当てて、ゆっくりと呼吸を合わせていく。

　まるで、一緒に、安心して眠るみたいに。

「…………まるで……お兄ちゃんというゆりかごの中で……揺れている……よう……」

「いいよ。眠っても。誓いの時に起こすから」

「それは……もったいなさすぎでしょう？」

　イリスは、ぴくん、と身体からだを震わせて、笑った。

「…………それに、ときどき…………ぴりっ、と……甘いしびれ……きますので……眠るのは……むり……でしょう……んっ」

「今日は、時間をかけてするから。イリスの負担にならないように」

「……はい、お願いいたし……ます」

　イリスは僕の腕に頰ずりして、笑った。

　僕はイリスの首筋に手を当てた。

　それから手をゆっくりと下げていく。

　鎖骨のあたりから、胸の周辺へ。

「…………んっ。はぅ……あ」

「……魔力、通ってる？　イリス」

「……はぅ……通っております。おにいちゃ……が……くるの……じんじん、感じます……」

　僕の腕の中で、イリスの小さな身体が、ぴくん、と跳ねた。

　まだ始めたばかりだけど、首筋にも、背中にも、汗の粒が伝ってる。

　繫がりやすいようにボタンを外したドレスは、僕とイリスの間でねじれて、皺しわになってる。

　イリスが身じろぎするたびに、また、それがずり落ちて、僕たちの接触部分が増えていく。

「……触れるとこ……増えるたび……ふわふわ……します……あっあっ……あ……」

　がくがく、って、イリスの身体が震えた。

　それからまた、脱力して、背中を僕に預けてくる。

　僕の手のひらはイリスのおへその上から、下の方に移動をはじめてる。

　接触部分が変わるたびに──刺激が変化するのか、イリスはまた、熱っぽい息を漏らす。

「…………おにいちゃの……まりょく……に……イリス……はしたなく……なってます」

「……うん。でも、まだ始まったばかりだよ。大丈夫？」

　僕の手はイリスの身体をスキャンして、シーツの上までたどりついてる。

　イリスが軽く身じろぎすると、シーツがねじれて、ぴちゃ、と、水音を立てる。

　それが恥ずかしいのか、イリスは軽くうつむいて……それから、僕の手を握った。

「……だいじょぶ、です。お兄ちゃん」

　イリスは僕の手を、また、自分の胸に押し当てた。

　薄いドレスを通して、イリスの柔らかい部分がはっきりとわかる。

「……わかった。続けるよ。イリス」

　僕は再び、イリスに魔力を送り込んでいく。

『魂約』をするには、お互いの魔力を循環させて、ひとつにする必要がある。

　いつもの『能力再構築』より負担は少ないはずだけど、その分時間がかかるんだ。

「つらくなったら言ってよ。イリス」

「…………つらく……ないです……ほんとに……ち、ぃぃ、だけです」

　イリスは恥ずかしそうに指を嚙かんで、それから、僕を見た。

　湿った指先で僕の頰をなでながら、うるんだ目を細めて、笑う。

「やめないで……どうか、イリスが溶けてしまうまで……続けて…………くださいませ」




　──２時間後──




「……おにぃ……ちゃ……ん」

　僕の手を、ぎゅ、と握りしめて、イリスは言った。

「…………イリス……もぅ……とけて……ます……か？」

「大丈夫。ちゃんとここにいるよ」

「…………ふしぎ……ですぅ。イリス……おにいちゃの……まりょくのなか……とけてる……みたい。おちついて…………やすらいで……ふわふわして……イリスは…………っ」

　イリスは僕の手を握りしめて、身体を震わせた。

　そしてまた「はふぅ」と、熱っぽいため息をついて、脱力する。

　僕はイリスの額に手を当てて、汗で貼り付いた緑色の髪をなでた。

　身体はもう汗びっしょりで、お母さんのドレスも、半分以上はだけてる。

「……はしたな……ぃ……でしょう……でも……うれし…………ぃ」

　イリスが膝ひざをこすりあわせるたびに、どこからともなく、水音がする。

　僕とイリスの接触部分は、どんどん広がってる。もう、イリスが服を着てる意味がないくらいだ。

「……おにいちゃ、ごえんりょ、いらないです」

　口を半開きにしながら、イリスは小さな声でつぶやいた。

「イリスは……へいき…………おにいちゃとこうしてるだけで……しあわせ。……おにいちゃと魂がつながるって思っただけで……心もからだも……しあわせになっちゃ……んっ。から……」

「うん。イリス」

　僕はまた、イリスの頭をなでた。

　イリスは完全に、僕に身体を預けてる。背中と胸が汗でくっついて、まるで僕たちが、ひとつの生き物になったみたいだ。僕にはイリスの状態がわかるし、イリスも自分が、どれくらい僕と繫がってるのか、たぶん、わかってる。

「……や、あ。ちょ、おにいちゃ……おにいちゃ……おにいちゃ…………」

　あとはイリスが僕の、魔力でたぷたぷになってるかどうか、と。

　一応、魔力をもう少し注いでおこう。

「…………ぁ…………はふ」

　もう、イリスがどこに魔力を欲しがってるのか、聞かなくてもわかる。

　まるで、互いの境界線がなくなってるみたいだ。

　こうするとちょっと強い反応が返ってくるのはわかるけど──イリスが望んでるから。

「────んっ。ん────っ」

　ピンポイントで魔力を注ぐと、イリスの身体がまた、跳ねた。

　小さな身体が反り返り、長く伸ばした足の爪先が、ぴん、と伸びて──脱力する。

　その後、僕はイリスの頭をなでた。やっぱり、そうして欲しがってるのもわかったから。

「…………がんばったね。もう、魔力の循環は充分だよ」

「……あ……あぁ」

　イリスはぼんやりした目で、僕を見た。

「…………も……ぅ……おわり……でしょうか」

「…………うん。あとは誓いの言葉を交わせば、『魂約』は完了だ」

「…………えへへ……イリス……ちゃんとできました」

　イリスは、こてん、と、小さな頭を、僕の背中に預けてくる。

　僕が頭をなでると、汗ばんだ髪を揺らして笑って──また、ぴくん、と、身体からだを震わせる。

「ねぇ…………おにい、ちゃ」

「うん。イリス」

「…………ちかいのことば……は、必要でしょうか……」

「うん。『魂約』には必要なことだから」

「でも……イリスがおにいちゃのものになってるのは……わかりきってることでしょう……？」

　イリスはそう言って、自分の首輪を指さした。

　次に胸を、続いて、お腹なかを。足先まで、つーっと。

　まるで自分のすべてをスキャンするみたいに、イリスは指を動かしていく。

「ちかいのことばは、もしかして、不要なのかもしれません。だって……イリスはずっと……言葉にしないで……心の中でちかっております……イリスと……おにいちゃは、ひとつ。みんな……どれいなかまは……ひとつ……って」

　そう言ってイリスは、僕の唇に指先で触れた。

　僕の返事も不要──そう言ってるみたいに。

　そうして、僕たちは湿った手を繫つないで、誓いの言葉を口にする。

「僕、ソウマ＝ナギは、イリス＝ハフェウメアとの消えない縁えにしを願う」

「イリス＝ハフェウメアは、お兄ちゃんとの、永遠の絆きずなを願いましょう」

「海竜の運命ではなく、自ら選んだ選択として──」

「海がすべてを包み込むように──イリスが、いずれお兄ちゃんを包み込めるように──」




「「『魂の結び目の約束を』──『魂約』!!」」




　光が、あふれた。

　イリスのドレスの胸から、魔力でできた輪が生まれ、その中から、小さなイリスが現れる。




『しゅくめいにとらわれていたたましいをすくいだしてくれたひと。

　ささえあうひと』




　小さなイリス──イリスの魂は言った。




『「けいやく」よりもふかいえにしを、あなたに』




　イリスの魂には、竜のような角が生えていた。

　首筋と腕には、水晶のような鱗うろこがある。

　とても……きれいだった。




『りゅうと、ひととをつなぐむすめを、おねがいします』




『このこは、りゅうのむすめのしそんで、ひとをあいすることをしっているもの』




『ひととりゅうとを、あいでつなぐもの』




『ひとと、りゅうが、そのおもいをわすれないように。せかいが、やさしくありますように』




　そうして魂のイリスは、髪を僕の薬指に巻き付けてから、消えた。

『魂約』成立だ。

　イリスのステータスを見ると……『魂約』が成立した証拠に、ちゃんとスキルが増えてる。







『竜の祝福ドラゴニツク・ブレス』（魂約スキルエンゲージ・スキル）

『竜の血』の加護により、武器、スキル、魔法に『物理強化』を与える。

　対象は１回につき１個のみ。違う対象を『強化』すると、前の『強化』は消滅する。







　最後に、僕の方もスキルがひとつ増えてた。分析系のものらしい。







『能力接触分析スキル・アナライザー』（魂約スキル）

　自分が受けたスキルや魔法を『分析』することができる。

　ただし、自分の身体か、自分の身体の延長となるもので接触しなければいけない。







『柔じゆう水すい剣けん術じゅつ』と相性がいいな。剣術スキル全般なら受け流して分析できるから。

　これも、あとで実験してみよう。










「……お兄ちゃん……えへへ」

「気がついた？　イリス」

「……イリス……汗びっしょりなので、きれいにしたいです……」

　イリスはそう言って、毛布を手に取った。

　それを頭の上から被かぶって、恥ずかしそうに背中を向ける。

「さ、さすがに２時間の長丁場は……その、イリスも……色々、びしょびしょになって……しまいまして……この姿をお兄ちゃんにお見せするのは恥ずかしいかと……」

「お風ふ呂ろはちょっと時間がかかるな。お湯ならすぐに沸かせるから、先にそれで身体からだを拭ふくのは？」

「は、はい。それでお願いいたします」

「わかった。すぐに準備するよ」

　僕はイリスを残して、部屋を出た。

　キッチンに行くと……あれ？　かまどの上にヤカンが置いてある。

　湯気が出てる。ちょうど沸いたところみたいだ。

「……ラフィリア？」

「ちがうよー。シロも手伝って──もごもご！」

「しー。シロさん。マスターの『奴隷とのいとなみ』を邪魔してはいけないですぅ！」

　振り返ると、廊下の向こうに走り去るシロとラフィリアが見えた。

　イリス、領主家からは『幻影舞台』で抜け出したって言ってたけど……こっちの家には、普通に入ってきたのかな。隠れる理由がないもんな……。

「ありがと。シロ、ラフィリア」

　僕はお湯を桶おけに入れて、部屋に戻った。










「イリス、お湯をもらってきたよ。これで身体を拭いて」

「あ、ありがとうございます。お兄ちゃん」

　僕が桶を床に置くと、イリスは深々と頭を下げた。

　それから僕たちはベッドに腰掛けて、互いに背中を向けて、身体を拭いた。

「では、これからみんなで『保養地ミシュリラ』に戻るのですよね？」

「そうだね。『海竜ケルカトル』が教えてくれた『魔竜の居場所』を調べてみないと」

『地竜アースガルズ』がどんな竜だったのか、どうして『白いギルド』の『ギルドマスター』をやってるのか、調べておきたい。

　地竜はシロに魔力をくれた竜だ。事情は知っておきたい。

　シロがこれから人の世界で生きていくためにも、できるだけ竜の情報を仕入れておきたいんだ。

「明日になったら転移するよ。準備はいい？」

「お任せください。お兄ちゃん！」

　イリスが、ぺちん、と胸を叩たたく音がした。

「また一歩、大人の階段を登ったイリスの実力を、お兄ちゃんにお見せいたしましょう！」








第６話「セシルの労働問題と、シロと聖女さまの出会い」






「「「「ただいまー！」」」」

　僕とシロ、イリスとラフィリアは、『保養地ミシュリラ』に戻って来た。

　出現したのは保養地に作った『魔法陣の部屋』だ。こっちも物置をひとつ空けて、床に魔法陣を描いてある。港町よりも広い部屋を使ってるからか、みんなが魔法陣のまわりにいて、僕たちを出迎えてくれてる。

　リタは石造りの壁によりかかって、僕とシロを熱っぽい目で見てる。

　アイネは、シロ用の服を抱きしめてる。また作ってくれたみたいだ。

　レティシアとカトラスは、なぜか優しい笑みを浮かべてる。セシルは……あれ？

「……ナ、ナギさま」

　セシルは、涙目だった。

『魔法陣の部屋』の隅っこに置かれた木箱に座って、じっと僕を見てる。

「どうしたセシル。なにかあったの？」

「ナギさまああああああっ！」

　こらえきれなくなったように、セシルが僕に飛びついてくる。

　彼女は僕の胸にほっぺたをこすりつけて──

「はたらかせてくださあああああああああい！」

　泣きだした──って、え？

「ナ、ナギさまが『働くの禁止』っておっしゃったから、リタさんもアイネさんもレティシアさまも、わたしになにもさせてくれないんです！　ご飯の用意も、お掃除も。わ、わたし、することがなくて……ナギさまもいらっしゃらないですから、ほんとに、なにもしない生活で……」

　なにもしない……働かない生活……。

「最高じゃないか」

「最高じゃないですっ！」

　セシルとは価値観の違いがあるようだ。

　アイネもリタもレティシアもカトラスも、困ったような顔をしてる。

　みんな、すっごくセシルを大事にしてくれたんだろうな。

「……アイネはセシルちゃんの健康管理に責任があるの」

「……ナギが『労働禁止』って言ったんだもん」

「……わたくしはセシルさんの子どもの名付け親になるんですもの。無理はさせられません」

「……騎士として、今のセシルさまを働かせるわけにはいかないであります」

「大丈夫です。わたし、体調は大丈夫ですから！」

「しょうがないなぁ」

　僕はセシルの銀色の髪をなでた。

「じゃあ、セシルも僕と一緒に聖女さまのところに行く？」

「……ナギさま？」

「『海竜ケルカトル』へのあいさつが終わったからね。聖女さまにもシロを紹介しようと思ってるんだ。セシルも、一緒に行く？」

「行きます！　お供させてください!!」

　セシルは満面の笑顔で手を挙げた。

　シロを聖女さまに紹介するのは決めてた。

　聖女さまはゴーストで、僕たちが死んだあとも存在し続ける。

　彼女がシロの友だちになってくれれば、この先もずっと、仲良くしてくれるはずだ。

「ねーねー、みんな」

　シロは、ぺたん、と、魔法陣の真ん中で座ってる。

　それから顔を上げて、僕たちを見て──

「聖女さまって、どんな人かな？」

「真ま面じ目めでがんばりやさんだよ」と、僕は言った。

「すごい魔法の使い手です」と、セシル。

「すごい神聖力の使い手でもあるわね」と、リタ。

「でも、ちょっと不器用なの」と、アイネ。

「いえいえ、尊敬できる高潔な方ですわ」と、レティシア。

『それでいて、意外とぽんこつじゃ』と、レギィ。

「親しみやすくて良い方でしょう」と、イリス。

「でも、たまに泣き虫になりますねぇ」と、ラフィリア。

「ころころ表情が変わって、面白い方であります」と、カトラス。

　みんなの話を聞いたシロは──

「わかんないかと──！」

　──って、頭を抱えた。

　とにかく行ってみよう。これもシロの『新人研修』だからね。

「それと『海竜ケルカトル』からは魔竜の情報をもらったよ。『魔竜の遺跡』らしいものが、この保養地の北の海岸にあるみたいだ」

「では、アイネは冒険者ギルドで情報収集するの」

「私も行くわ。アイネの護衛ね」

「あたしも行きますよー」

　ということは、アイネ、リタ、ラフィリアは『冒険者ギルド』への調査チームか。

「ボクは……ちょっと商人のドルゴールさんにあいさつに行きたいのであります」

　カトラスが手を挙げた。

　そういえばカトラスは保養地の商人さんの援助で『騎士資格試験』を受けにいったんだっけ。

「援助していただいたお礼と、報告をしておきたいのであります」

「商人さんですわね。では、わたくしもご一緒いたしますわ」

「レティシアどのが、でありますか？」

「ええ、若者を援助される商人ドルゴールのお話は、耳にしておりますもの。どんな方なのか、お会いしてみたいです」

　じゃあ、カトラスとレティシアは、保養地の商人さんのところへ、ってことか。

「聖女さまのところに行くのは僕とセシル、シロ。イリスはどうする？　休んでてもいいよ？」

「いえいえ、参りますとも」

　イリスは僕の手を取って、背伸びして、

「イリスはお兄ちゃんの『魂約者』になったのでしょう。となれば、これはイリスにとって最初のお役目。休んでいるわけにはまいりません」

「そっか」

「そうでしょう」

　イリスはそのまま僕の腕を、ぎゅ、と抱きしめた。

　セシルも、他のみんなも、なんだか『いい笑顔』で僕たちを見てる。

　……だいたいなにがあったのか察してるな、きっと。

「それじゃ、明日１日は休んで、明後日あさつてから行動開始だ」

「「「「「「「はーい！」」」」」」」

「ナギさま……わたし、今すぐ働きたいです」

　セシル……ほんとに働き者だなぁ。

「じゃあ、セシルは僕と一緒に食事の支度をしようか」

　そんなわけで、僕とセシルはゆっくり時間をかけて、買い物をして──

　結局、みんな一緒にのんびりと、食事の支度をすることになったのだった。










　聖女さまの洞どう窟くつは、『保養地』の西にある。

　距離は徒歩半日くらいだから、僕たちにとってはピクニックみたいなものだ。

　シロはピクニック初体験で、セシルの体調のこともあるから、ペースはのんびりと、時間をかけて──進んでるはずなんだけど。

「……なんだか岩山が、歩きやすくなってない？」

　僕は地面を見た。

　前回まではごつごつした斜面だったんだけど……いつの間にか、道のようなものができてる。

　岩の間に隠れてて見えにくい。けど、均ならされた道が、洞窟の入り口まで続いてる。

「聖女さまに……なにかあったのかもしれません」

「イリスも気になります。大丈夫でしょうか……？」

　セシルもイリスも、不安そうな顔をしてる。

　僕たちは早足で、聖女さまの洞窟に向かって──

「せーの。デリリラさ──」




『ちょうど良かったよナギくん！　相談が──って、あれ？』




　呼びかける前に洞窟の入り口が開いて、聖女さまゴーレムが現れた。

　入り口のまわりには数体のゴーレムくんが控えてる。聖女さま、待ち構えてたみたいだ。

『ふむふむ。見ない顔がいるね。君は……はじめまして、かな？』

　あわてた表情の聖女さまは、シロを見て首をかしげた。

「はじめまして、シロだよ！」

『ふむ。君も首輪をしているね。ということは、ナギくんの奴ど隷れいなのかな？』

「そーだよ！　シロは、おとーさんの奴隷かと！」

『まったく、息をするように奴隷を増やすね。ナギくんは──っと。はじめまして、聖女デリリラだよ。ナギくんの友だちだ。君は……耳の後ろに小さな角があるね。亜人かな？』

「ううん。シロの名前はシロ＝ブランシャルカ！　天竜だよ！」

『…………え』

　ぴき、と、聖女さまゴーレムが硬直した。

「シロは天竜ブランシャルカの幼生体で、ナギおとーさんの奴隷で、セシルさんの子どものお姉ちゃんだよ！　よろしくかと！　聖女デリリラさん!!」

『………………』

　聖女さまはシロを見て、僕とセシルとイリスを見て。

　僕たちがうなずくのを確認して、それから──

『ええええええええええええええええええええええええええっ!?』

　岩山いっぱいに響くような声で、叫んだのだった。










『……なるほどね。そういうことがあったのかい』

　説明を聞いた聖女さまは、真剣な顔でうなずいた。

『というか、初めて会ったときに、もうナギくんたちは「天竜の卵」と一緒だったんだね。ということは、デリリラさんも天竜さまとは、初対面じゃないってことか』

「なんとなくだけど、声は聞こえてたから！」

　僕の隣で、シロが手を挙げた。

「すっごく楽しそうだった。シロも早く、仲間に入りたかったよ！」

『そう言ってくれるのはうれしいけど……デリリラさんは世界の価値観とか色々ゆらぎそうだよ。デリリラさんが生きてたころって、先代の天竜さまがなくなって、神さまのようにあがめてる時代だったからね……こんな幼女の姿で登場されても実感がないよ』

「じゃあ、これから友だちになって！」

　シロは聖女さまに手を差し出した。

「僕からもお願いします。聖女さま」

　僕はシロの頭をなでながら、言った。

「シロは生まれたばかりで、この世界で生きていくための『新人研修』をやってるところなんです。だから、友だちづくりということで、聖女さまがシロの最初の友だちになってくれませんか？」

『いきなり無茶ぶりがきたよ！』

「だめなのー？」

『……そ、そういうつぶらな目で見るのはずるいと思うよ！』

「シロ、聖女さまのこと、好きだよ。友だちになって欲しいよ？」

『……う、うぅ』

　フィギュア姿の聖女さまは、困ったような顔で震えてから、

『わ、わかったよ！　友だちになろうじゃないか！　シロくん！』

「やったー！」

『おかしいなぁ。生前のデリリラさんはずっと聖女だったけど、死んでナギくんと出会ってからの方が、超越存在と関わっているような気がするよ……』

「気のせいです」

『それで済ませないでよ！　こわいよ！』

　聖女さまはシロの手のひらの上で、ごろごろと転がってる。

　シロはフィギュアサイズの聖女さまのお腹なかをなでたり、息を吹きかけたり、楽しそうだ。

「ところで、洞窟の前に道ができてたんですけど……あれは？」

『ああ、あれかー』

　聖女さまは腕組みをして、僕を見た。

『実はこないだ、人命救助をしてね。その子を運ぶのにすごく苦労したから、洞窟までの道を整備することにしたんだよ』

「人命救助を……？」

『ナギくんに用があるというのは、その子のことさ。その子はデリリラさんのゴーレムくんたちが、素材集めに行ってる途中で保護したんだけどね、ちょっと、わけありみたいで』

「どんな子ですか」

『人魚の子だよ』

「「──人魚？」」

　僕はイリスと顔を見合わせた。

「『海竜ケルカトル』が言ってたよね。『魔竜の遺跡』は人魚の住すみ処かにあるって」

「おっしゃっておりました。その人魚が、ここに？」

　そんな僕たちを見ながら、聖女さまは──

『デリリラさんも話を聞こうとしてるんだけどね。なにも答えてくれないんだ。もしよかったら、ナギくんたちが事情を聞いてみてくれないかな？』

　──そんなことを言ったのだった。










　聖女さまの洞窟は、いくつかのエリアに分かれている。

　入り口は天然の洞窟で、そこからいくつも分岐して、冒険者を迎え撃つ部屋に繫つながっていたり、ゴーレムたちの居住区になっていたり、聖女さまの教会に通じていたりする。

　僕とセシル、イリスとシロは、ダンジョンエリアに向かってる。

　まわりは滑らかな石壁で、一定感覚で魔法の灯あかりが設置されてる。このあたりは、僕たちが聖女さまの迷宮に挑戦したとき、通ったところだ。前は迷路になってたけど、今は壁が取り払われて、大広間のようになっている。

　……ベッドやテーブルが置いてあるということは、客間にするつもりなのかな。

　ここに来るお客って、僕たちくらいなんだけど……。

「この先がプールエリアですね」

「そうだよ。人魚の子は、そこで保護しているんだ」

　聖女さまが言うと、ゴーレムたちが次のエリアへの扉を開いた。

　ちゃぷん、と、水音がした。

　僕たちの前には、青白い空間が広がっていた。

　目の前にあるのは横幅が十数メートル、縦幅数十メートルのプールだ。壁はほんのりと光を放っている。以前、僕たちが聖女さまの迷宮に挑戦したとき、ここにはスライムが隠れてた。

　でも、今は水面に、小さな少女の身体からだが浮かんでいるだけだ。

　青い、長い髪を水面に広げている。上半身は普通の人間の少女だけど、下半身は魚。

　僕の世界の伝説にあるような、人魚の姿だった。

『素材集めに行ったゴーレムくんたちが、川べりに引っかかってたこの子を見つけたんだ』

　ゴースト姿になった聖女さまは空中を漂いながら、人魚の少女を見つめている。

『保護して、ここまで連れてきたんだけど……なにも話してくれないんだよ』

「人魚の住処って、海の方ですよね？」

『そうだね。保養地の北の方にあるよ。人の入らない「呪のろわれた地」だからね』

「『呪われた地』？」

『そういう場所らしいよ？　デリリラさんは影響を受けちゃうから、行ったことないけどね』

「そこが『魔竜の遺跡』なら、そういうこともあるかもしれませんね……」

　人魚の住処の近くに『魔竜の遺跡』があるのは間違いない。

　だとすると『呪われた地』というのも、地竜となにか関係しているんだろうか。

「この子……哀かなしそうな目をしてます」

　プールの縁に座って、セシルは言った。

「なにか、とてもひどいことがあったのかもしれません」

「じゃあ僕が話を聞いてみ──」

「シロ。ちょっと話してみるよー」

　いきなりだった。

　シロが服をすべて脱ぎ捨てて、プールの中に脚を突つっ込んだ。

「ちょっと待った。シロ、泳げるの？」

「やったことないなー」

「……待って。僕が行くから」

　僕は上着を脱いだ。

「いえ……ここはイリスにお任せください。発動『竜種超越共感ドラゴニツク・エクス・シンパシー』！」

「イリス？」

「……セシルさまは、お兄ちゃんの目をふさいでいただけると」

「は、はい」

　いきなりセシルが正面から僕に抱きついた──って、なんで？

「今、お兄ちゃんにすべてをお見せすると……イリスの歯止めがきかなくなりそうなので……理性的な距離を取るまで、そのままで」

「りょ、りょうかいです。イリスさん」

　セシルが、ぎゅ、と僕を抱きしめる。

　ふにゅ、と、やわらかい感触があった。とくん、とくん、と、心臓の音が伝わってくる。

　……さすがに、子どもの鼓動は聞こえないか。

「まだ、子どもの鼓動は聞こえませんよ？　ナギさま」

「どうしてわかったの？」

「……な、なんとなくです。ナギさまの一部が、わたしの中にありますから……それで」

「……そ、そっか」

　なんとなく照れくさくなったから、僕は目を閉じたまま、セシルの鼓動に耳を澄ませた。

　セシルも同じように真まっ赤かになってると思う。むきだしの腕が、すごく熱いから。

「い、いいようです。お待たせしました。ナギさま」

　セシルの体温が離れると──プールの中央にいるイリスとシロが見えた。

　イリスは『竜種超越共感』の水中呼吸と水泳スキルを使って、たくみにシロを支えてる。

　シロはイリスの背中に乗っかってる体勢だ。

　同時に『意識共有マインドリンケージ・改』で、イリスから画像付きメッセージが届く。

　人魚の少女の表情が写ってる。

　大声を出すと人魚の少女を怯おびえさせるかもしれない。このまま『意識共有・改』で指示を出そう。

　そう決めて、僕とイリスはメッセージをやりとりする。

　そして──

「イリスも、あなたと同じ、海の生き物の血を引いております」

　そう言ってイリスは、人魚の少女に背中を向けた。

　立ち泳ぎのまま髪を身体の前に流して、白い首筋と背中をさらしてる。

　人魚の少女にも見えるはずだ。『海竜の血』を引いていることを示す、きれいな鱗うろこが。

「同じ海の仲間です……怖がらなくて、いいでしょう？」

「…………」

　人魚の少女が動きを止めた。

　首まで水に浸つかった状態で、じっとイリスの方を見ている。

「怖いことがあったのでしょうか？」

「（こくん）」

　人魚の少女はうなずいた。

「イリスのご主人様は、あなたを海に戻してさしあげるとおっしゃっています。あなたはそれを望みますか？」

「（無言）」
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「なにか怖いことがあって、今はなにも考えられない？」

「（こくん）」

「目にくまができておりますよ？　もしかしたらずっと、眠れていないのでは？」

「（……こくん）」

「怖いことがあって眠れないのであれば……それを一時、忘れる方法がございます。眠って、落ち着いて……そうすれば、怖いものと戦うこともできましょう。試してみますか？」

「（こくこくこくっ）」

　人魚の少女は、目を輝かせてイリスを見た。

「聖女さま。これをイリスに渡してもらえますか？」

　僕は荷物の中から、袋に入ったままの短刀を取り出して、聖女さまに見せた。

　聖女さまはうなずいて、水中用のゴーレムくんを呼び出す。

　背中に荷物を載せると、しゅぱぱぱーって、ゴーレムくんはイリスの元へ泳いでいく。

「ありがとうございます。お兄ちゃん。聖女さま」

「あのねあのね。シロもずっと昔、怖い夢を見てたのー」

　イリスの背中にしがみついて、シロは言った。

「そのときも、おとーさんと、イリスおかーさんが助けてくれたんだよ。だから、大丈夫かと！」

「（こく、こくこくこくっ）」

　人魚の少女が涙目で、何度もうなずく。

　イリスはシロを、水中用ゴーレムくんに任せて、人魚の背後に回り込む。

「……今は、ゆっくりとお休みなさい」

　そして、人魚の少女の肩口に短刀の背を当てた。

「発動。『安あん心しん刀とう　心こころ安やす丸まる』……」

「……あ」

　人魚の少女の身体からだから、力が抜けた。

　イリスの胸に背中を預けて、ゆっくりと呼吸をはじめる。

「……あなたは……だぁれ？」

　少女はぼんやりとした目で、イリスを見た。

「イリス＝ハフェウメアと申します。『海竜の巫み女こ』にして、お兄ちゃんの愛の奴隷です」

　イリスはそう言って、少女の背中をなでた。

「あなたのお名前を、教えていただけますか？」

「ソーニア」

　少女は短く答えた。

　それから、赤みがかった瞳ひとみで、イリスの顔をまっすぐに見て──

「あのねあのね。ソーニアたちの住すみ処かを、怖いひとたちが奪ったの。ソーニアたちを襲って、追い出したの。ソーニアは秘密の地下水路を通って、逃げたの。こわくてこわくて……それで」

　人魚のソーニアは、目を見開いて、言った。

「こわいひとたちが『新人研修』をしてるの。だから、人魚は邪魔だって、追い払われたの。でもね、あの場所は呪のろわれているから……呪いを浄化できる人魚じゃないと……」

　そう言って人魚のソーニアは、眠ってしまった。

『安心刀』の力で心配が薄れたから、気が抜けたんだろうな。

「ねぇねぇおとーさん。『新人研修』って、シロがしてるのと同じもの？」

　シロが『水中用ゴーレムくん』に乗って、僕のところに戻って来る。

「たぶん……違うと思うよ」

　僕はシロの身体を抱き上げ、布（聖女さまが用意してくれた）で拭ふいていく。

「シロが今やってるものは楽しいものだろ？　人を苦しめるものなら、それは全然違うものだよ」

　なんだろう。人魚の住処で行われてる『新人研修』って。

　それに、魔竜の呪いの話もある。

　時間をかけて調査しようと思ってたんだけどな……ゆっくりしてる場合じゃないか。

「聖女さま。『呪われた地』について、教えてもらえませんか？」

　心配そうにソーニアの顔をのぞきこんでる聖女さまに、僕は言った。

「僕はそこに行かなきゃいけないんです。シロに魔力をくれた、竜のためにも」








第７話「謎の『新人研修』を受けた人と、安心安全に戦ってみた」






　──レティシア、カトラス視点──










「こ、これは、『海竜の巫女』、イリス＝ハフェウメアさまの紋章!?」

　カトラスとレティシアは、商人のドルゴールの屋敷に来ていた。

　騎士資格試験を受けにいったあとの報告をするためと、お世話になったお礼をするためだ。

　以前、カトラスは騎士の資格試験を受けるため、商人ドルゴールの紹介で王都へのキャラバンに同行させてもらい、その途中でナギと出会ったのだった。

　ずっとその後の報告をしようと思っていたのだが、色々あって、延び延びになっていたのだ。

「はい。これが、イリス＝ハフェウメアさまから頂いた書状であります。イリスさまはおっしゃっていました。『ドルゴールさまには、仲間のカトラスがお世話になりました』と、伝えるようにと」

「あの偉大なる『海竜の巫女』さまが、カトラスの仲間に……儂わしにお言葉をくださるとは……」

　屋敷の応接間で、商人ドルゴールは声をあげた。

　レティシアは思わずまわりを見回して、彼が感動している理由に納得する。

　応接間の壁には、数々の『海竜ケルカトルグッズ』が飾られている。鉄や陶器でできた『海竜お面』に、海竜が織り出されたタペストリー。作り付けの棚には、海竜フィギュアが飾ってある。

　商人ドルゴールはかつて海竜に救われたことがあるらしいが、まさにこの部屋は『海竜オタク』部屋だ。そんな彼が、『海竜の巫女』イリスの名前を聞けば、興奮するのは当然だった。

「海竜の巫女イリスさまは、このレティシア＝ミルフェの大切な友人でもあります」

　ドルゴールが落ち着くのを待ってから、レティシアは告げた。

「そのつてで、カトラスさんはイリス＝ハフェウメアさまと知り合うこととなり、あの方と大切な仲間になったのですわ」

「そうなのであります！」

　レティシアの言葉に、カトラスはうなずいた。

　噓うそは言っていない。

　イリスはレティシアの大切な仲間で、カトラスもそうなのだから。

「ボクが『騎士資格試験』を受けに行く途中でトラブルがあり、受験できなくなってしまったのであります。それで、ナギどののパーティに拾っていただいたのであります」

「なるほど。あのソウマ＝ナギどのは、イリスさまの護衛であったな」

「はい。あるじどの──いえ、ナギどのはイリスさまにとっても、とても大切なお方であります。なので、パーティに入れていただいたボクも、イリスさまのお仲間になれたのでありますよ……」

「……そのような事情があったとは」

　商人ドルゴールは、感極まったようにつぶやいた。

　テーブルに置かれたカップのお茶を一気に飲み干し、力づよくうなずく。

「儂は若い者の支援をするのが趣味だからな。カトラスが自分の道を見つけたのならそれでいい」

「……ドルゴールどの」

「それが『海竜の巫女』さまのお仲間であれば言うことはない。しっかり働くのだぞ。カトラス」

「は、はいっ!!　ありがとうございますであります！　ドルゴールどの!!」

「しかし、その首輪はどうしたのだね？」

　ドルゴールさんは、カトラスの首にある『主従契約の首輪』を指さした。

「こ、こ、これは……ボクが自分を高めるためであります！」

　カトラスは首輪に手を触れて、宣言した。

「自分を（あるじどのの奴ど隷れいにすることにより、スキルを組み替えてもらって）強くして、（立派な奴隷として他の奴隷のみなさんと同じ位置に）高めるため、主従契約をしたのであります！」

「なるほど。自分を（困難な立場において）強くして、（立派な騎士として）高めるためか。うんうん。『海竜の巫女』さまが関わっているのなら、間違いはあるまい」

「「はーっはっはー」」

　カトラスとドルゴールは顔を見合わせて笑った。

　それが収まるのを待ってから、レティシアは問いかける。

「それで……これは海竜が気にしていることらしいのですけれど……この町から北にある海岸について、なにか情報がありましたら教えていただけませんか？」

「海岸ですと？」

「ええ。人魚の住すみ処からしいのですが……」

「ふむ……申し訳ありませんが、あの場所はあまり人の近寄らないところなので……」

「そうなのですか」

「それに、あそこではただいま貴族の方が『新人研修』を行っておりますから」

「「……新人研修？」」

　レティシアとカトラスが、ぽかん、とした顔になる。

　聞き覚えのある単語だ。確か、ナギがシロを育てることを『新人研修』と呼んでいた。

　でも、それはパーティの中だけで、他には関係ないはずなのだけど……。

「ドルゴールさま！」

　不意に、ノックの音がした。

　応接間のドアが開き、屋敷のメイドが顔を出す。

「来客中に申し訳ありません。また『新人研修』の勧誘の方が！」

「またか……先日断ったばかりだというのに……」

　商人ドルゴールは苦い顔で席を立った。

「……どうかされたんですの？」

　レティシアが訊たずねると、商人ドルゴールは苦い顔で、

「北の海岸で、冒険者や貴族の使用人などの『新人研修』が行われているらしいのですよ。参加人数が不足しているとかで、商人ギルドにも勧誘が来ておりまして……その関係で、私の方にも話が」

「海の側そばで『新人研修』を？」

「そのため、保養地の北にある海岸は、現在人が入れないようになっております」

「そうなのでありますか」

　レティシアとカトラスは視線を交わした。

『海竜ケルカトル』の言葉が正しければ、そこに魔竜の遺跡があるはずだ。

　そんな場所で、貴族が活動しているとしたら……。

「ドルゴールどの。ボクも、その勧誘の方を見せていただいていいでありますか？」

「わたくしも、興味がありますわ」

「構いませんよ。階段の上に、玄関を覗のぞくことができる踊り場があります。そこからご覧になってはいかがですか？　参考になるかもしれません」

　そう言って商人のドルゴールは部屋を出た。

「……なんでありましょうな。『新人研修』とは」

「……貴族が絡んでいるとなれば、見過ごすわけにはいきませんわ」

　レティシアとカトラスはメイドに案内され、階段の上の踊り場へと移動した。










「ですから『新人研修』など不要だと申し上げているのですよ。カイマル殿」

　玄関で、商人のドルゴールは叫んだ。

　屋敷の玄関は広い。十数人が並んで話ができるほどだ。

　そこでドルゴールと、小太りの商人が話をしていた。

　商人の方は帽子をかぶり、丸いメガネをかけてる。『商人ギルド』の幹部だそうだ。

　商人の左右には、２人の女性が立っている。

　革製の鎧よろいを着て、腰にショートソードを提げている。たぶん、護衛だろう。

　まったくの無表情で、ドルゴールと商人の話を聞いている。

「……なんだか、不気味でありますな」

「……あの護衛たち……本当に人間ですの？」

　カトラスとレティシアがつぶやいた。

　ふたりは、階段の踊り場に隠れて、話を聞いていた。

　ここからは玄関で起きていることが、すべて見渡せる。

　開いたままの扉の前にいる商人カイマルと、護衛ふたりの表情も。

　さらに、その向こうで控えている、ドルゴール邸の門番が、苦い表情をしていることも。

「何度説明すればわかるのですかドルゴールどの？」

　商人カイマルは、あざけるように肩をすくめた。

「部下に『新人研修』を受けさせた商人は貴族から補助金が出る上に、彼らとの取引で便宜を図ってもらえるのですよ。だから『商人ギルド』は全員、部下に『研修』を受けさせるべき、と布告が出たのではないですか!!」

「私が『研修』を嫌っているのは、戻ってきた者を見ているからだ」

　ドルゴールは、商人カイマルの護衛を指さした。

「指示をすれば従うが、それまではまるで人形のように立っているだけ。なんの話もしないし、希望も伝えてこない。いったい『研修』ではなにが行われているのだ!?」

「この者たちは『研修』を受けて、とても使える護衛になったのですが？」

　商人カイマルは笑った。

「あらゆる武器の間合いを把握している。敵の数を教えれば、それに合った戦い方をしてくれる。仕事中はよそ見も私語もしない。なんの問題もないでしょう？」

「私は……そんな部下を望んではいない」

「ならば、あなたの部下の方が優秀だと証明していただけますかな？」

　商人のカイマルは片手を挙げた。

　それに応じて、左右に控えていた２人の護衛が、前に出る。

「この者たちと２対２で、あなたの護衛と戦わせていただきたい」

「──な!?」

「なぁに、ただの力くらべですよ。この２人が負けたら、ドルゴールどのの配下には能力があるということになる。わしもおとなしく引き下がりましょう。こちらが勝ったら……あなたの娘さんを『新人研修』に差し出してもらうというのはどうでしょう？」

「そんなことができるわけないでしょう!?」

「まぁ、そうでしょうな！」

　商人カイマルは振り返り、叫んだ。

「見たところ、はりぼての護衛しかおりませんからな！　だから研修で鍛えるべきだと申し上げているのに、ドルゴールどのはなにもおわかりにならない。さすが冒険者あがりの素しろ人うと商人！」




「「いい加減にしろ!!」」




　槍やりを持った男性がふたり、屋敷の中に入ってくる。ドルゴール邸の門番だ。

　彼らは歯がみしながら、商人カイマルにくってかかる。

「毎日毎日、雇い主につきまといやがって！」

「おれらがはりぼての護衛かどうか、見せてやろうじゃねぇか！」

　２人の門番は槍を構えた。

　それを見た商人カイマルは、「ふふん」と鼻を鳴らした。

「本人たちがいいのなら、いいでしょう。我が護衛の力をお見せしましょう」

「おやめ下さいカイマル殿！　お前たちも、早まるな！」

「問答無用！　やれい、２人とも！」

　商人カイマルが叫んだ。

「指示！　『敵２名』『敵の武器は槍』『不殺ころさず』!!」

「「承知いたしましたカイマルさま」」

　護衛の女性２人が、動いた。




　ぎぃんっ！




「な、なにっ!?」

　一瞬だった。

　護衛の女性ふたりは門番のうち一方を、同時に左右から殴り倒した。

「がはっ!?」

　大柄な門番が、床の上に倒れ伏す。カイマルの護衛たちはブーツの踵かかとで、門番の背中を踏みつける。床に押しつけられた格好の門番が、その口から血を吐き出す。

「ひ、ひぃ!?」

　１人になった門番が、槍を手に震え出す。

「指示。『敵１名』『敵の武器は槍』『流血許可。無力化』だ」

「「承知いたしました」」

　そして２人がかりで左右から、怯おびえる門番に剣を──




「勝負はつきましたわ。ここまでになさい」

「相手は戦意を失っているであります！」




　──振り下ろそうとしたのを──レティシアとカトラスの剣が受け止めた。

「指示。『新規、敵２名』『敵の武器は剣』『一時退避』」

　商人カイマルの指示で、２人の護衛が後ろに下がる。

「何者だ？　これは２対２の勝負のはずだが」

　ぎろり、とこっちをにらむ商人カイマル。

「これ以上はやりすぎですわ。勝っただけで満足なさいな」

「あるじどのなら、こんな戦い、始まる前に止めていたはずであります」

　レティシアとカトラスは武器を手に、商人カイマルをにらみつけた。

　目の前にいる護衛２人は、まるでからくり人形のようだ。

　これが『新人研修』の結果だというなら、どんなおぞましいことが行われているのだろう──

　想像して、レティシアは思わず身震いした。

「ドルゴールさま。お願いがありますわ」

「……お願い、ですと？」

「ここでわたくしとカトラスさんを、一時的に『護衛』としていただけませんか？」

「ドルゴールさんへの借りを返したいのであります」

　それと、調査のために。

　勝算はある。ナギからは『なにかあったときの戦術メモ』をもらっているのだから。

「……無茶はなさらないのでしょうな？」

「当然ですわ」「当たり前であります」

「わかりました。あとは……お任せします」

　ドルゴールはそう言って、倒れた門番の方に駆けだした。

　人を呼び、ふたりを担ぎ上げ、別室へと移動させる。

「身の程を知らない連中だ」

　商人カイマルは吐き捨てた。

「私がこの護衛に受けさせた『新人研修』の効果は、すでに実証済みだ」

「……どんな研修ですの。それは」

「こいつらに勝ったら教えてやる！　指示！　『敵２名』『敵の武器は剣』『不殺ころさず』！」

「「承知いたしましたカイマルさま!!」」

　床を蹴けり、２人の護衛が走り出す。

　彼女たちとレティシア、カトラスの距離は数メートル。

「作戦その１ですわ。いきますわよ、カトラスさん！」

「承知であります」

　すっ、と、カトラスがレティシアの後ろに移動した。

　小柄なカトラスは、すっぽりとレティシアの陰に隠れてしまう。そして──




「必殺！　カトラス大ジャンプ!!」




　突然、カトラスが跳躍ジヤンプした。

「垂直ジャンプ、からのーっ」

　少しだけ髪が長いカトラスは空中で回転。天井を蹴りつけ、急降下する。

「「──っ!!」」

　護衛２人の動きが、止まる。

　その隙にレティシアが飛び出し、ショートソードを一いつ閃せんした。




　がぎぃぃんっ!!




　鞘さやに入ったままの一撃を、護衛が剣で受け止める。

　護衛の女性は剣を取り落としかけ、慌てて後ろに下がった。

「な、なんだ今のは？　助走もせずにあんな大ジャンプを!?」

「ご指示を」「ご指示を」

　わめきだす商人カイマルと、冷静につぶやく護衛たち。

　もちろん、カトラスは跳んでいない。レティシアの背後に隠れただけ。

　跳んだのは、フィーンだ。

　カトラスは『バルァルの鎧よろい』を使って、魔力体のフィーンを呼び出し、空中に飛ばしたのだ。

「……効果がありましたわね」

「……あるじどのの『なにかあったときの戦術メモ』は効果絶大であります」

　ナギからもらった『戦術メモ』は、相手を効果的に無力化するためのものだ。

　目の前の『新人研修護衛』は、意思を持たない人形のようだ。ナギのびっくりどっきり作戦に対応できないのだろう。

「たいしたことありませんわね！」

「この方たちは『ただ強いだけ』でありますな！」

[image: ]

　レティシアとカトラスが走り出す。

　商人カイマルは帽子を床にたたきつけ、叫ぶ。

「指示！　『敵２名』『武器は剣』！『特殊能力：大跳躍』!!　ゆけい!!」

「「承知いたしました──」」

　ふたたびカイマルの護衛たちが走り出す。

「問答無用で斬りかかるばかりですか、まったく！」

　堂々と胸を反らして、レティシアは宣言する。

「少しは礼儀をわきまえなさい！　ごあいさついたします！　レティシア＝ミルフェですわ!!」

　こっそりスキルを起動して、レティシアは頭を下げた。

「「「これはこれはごていねいに」」」

　護衛ふたりと、商人カイマルがお辞儀を返す。

「「「────はっ!?」」」

「では、あいさつが終わったので攻撃するであります。えい」

「「ひいいいっ!?」」

　斬り込んできたカトラスに、護衛ふたりは慌てて飛とび退のく。

「な、なんだ今のは!?　我々は、なにを!?」

「「さー」」

　レティシアとカトラスは肩をすくめた。

　もちろん、レティシアが使ったのはチートスキル『強制礼節マナー・ギアス』だ。

　このスキルを使ってあいさつをされた者は、自然とあいさつを返してしまう効果がある。

　貴族のレティシアにふさわしい、強力な足止めスキルだった。

「──対応不能な状況が発生しました」「──ご指示を。ご指示を!!」

　護衛たちは後ろにさがり、商人カイマルを見つめていた。

　知らぬ間に、商人カイマルも後退しはじめている。自分が玄関の外へと踏み出していることに気づき、商人カイマルは忌々しそうに頭かぶりを振る。

「す、少しは自分で考えたらどうなのだお前たちは!!」

「「──敵の戦闘方法は不確実要素が多く、我らの対応能力を超えています。撤てつ退たいを」」

「勝手なことを言うな！　誰だれもお前たちの意見など聞いていない!!」

「なんだか、あの護衛の方たちが気の毒になってきましたわ」

「本当なら、結構強いのでありましょうな」

　カトラスとレティシアはため息をついた。

「ええい！　もういい！　捨て身で行け！　『敵２名』『武器は剣』『捨て身』！『相打ち上等』!!」

「こちらは２名だそうですわよ。カトラスさん」

「ならばお見せするであります。高速で動くことにより実現する……分身!!」




　カトラスが２人になった。




「なにいいいいいいいいいっ！!?」

「ご指示を！」「ご指示を！」

「『敵は３人』！　いや……『２人』か!?　『３人』!?　どっちなのだ!?」

「さー、どっちでありましょうなー」「どっちかしらねー」

「戦ってみればわかるかもしれませんわよ？」

　笑うカトラスたちとレティシア。

　でも、商人カイマルと護衛の女性たちはパニック状態だ。

「ご指示をご指示を」「ご指示を、ご指示を！」

「『敵は２名』──『武器は──』。ああ、３名になった。もういい、わしの望むやりかたを察さつして、臨りん機き応おう変へんに戦え！」

「ごしじをごしじを」「ごしじ、ごしじ、ごしじ……」

　護衛の女性２人が、小刻みに震え出す。そして──




「ごしじごしじごしじしじしじしじしじ」「しじしじしじしじしじ……」




　商人カイマルの護衛は糸が切れたように、ぽてん、と、床に倒れた。

　カトラスたちが呼びかけても、返事ひとつしない。

「これが……『新人研修』の成果、でありますか」

「人をおかしくしているだけじゃありませんの」

　カトラスとレティシアは、商人カイマルの方を見た。

　彼は「ひっ」と悲鳴をあげ──床に膝ひざをついた。

「な、なんで……私は……こんな……勝てるはずなのに」

「護衛はおもちゃではありませんのよ。まったく」

　レティシアは冷えた声でつぶやいた。

「ドルゴール……どの」

「なんでしょうか。カイマル殿」

「どうか今回のことは、ご内密に。あなたの護衛に力があることは確認しました。二度と『新人研修』に人を出すように要求したりはしません。だから……どうか」

「レティシアさまと……カトラスはどう思われますか？」

　ドルゴールさんは、レティシアたちの方を見た。

「『新人研修』について、知ってることをすべて教えて欲しいですわ」

　レティシアは言った。

　そのセリフを、カトラスが引き継いで、

「その研修は、北方の海岸で行われているのでありますよね。誰がそんなことをしているのか、教えて欲しいであります。海に関わることならば、『海竜の巫女』さまと、そのお仲間にお伝えしなければいけないでありますから」

　ふたりは、そんなことを宣言したのだった。








第８話「聞き上手ラフィリアの極秘調査」






　──ラフィリア視点　冒険者ギルドにて──










「まぁ、それは大変魅力的なお話ですねぇ」

　ラフィリアは言った。

　ここは、冒険者ギルド。その１階にある酒場だ。

　奥にはギルドの受付があり、まわりには依頼を貼り出すための『クエストボード』がある。

　普段は冒険者でごったがえしているギルドだが、今は閑散としている。

　聞こえるのは、ラフィリアに向かって語りかける女性たちの声くらいだ。

「──ですから、特別な人には、それにふさわしい特別な『研修』が必要なのですよ」

「私たちにはわかります。あなたには、特別な気配を感じるんです」

「ぜひ、一緒に『新人研修』を受けて、もっと上のステージに行きましょう！」

　女性たちは興奮したように話し続けている。全員、貼り付けたような笑顔で。

　３人がきれいな三角形を描いて、椅子に座るラフィリアを取り囲んでいる。

　彼女たちの話を聞きながら、ラフィリアは──

「とても耳よりなお話ですねぇ」

　──ずずず、と、カップのお茶を飲みながら、うなずいた。

「ああ！　こんなに熱心に耳を傾けてくださる方ははじめてですよ」

「天性の聞き上手というのはいるのですね」

「それで、続きをお話ししてもいいかしら。あの『新人研修』は、ですね──」

　たたみかけるように、女性たちは語り続ける。

「うんうん。興味深いですー」

「「「そうですかー」」」

　ラフィリアの反応に満足したように、３人の女性たちは手を叩たたいた。

　情報収集のためにラフィリアが『冒険者ギルド』にやってきたのは、つい数分前。

　とりあえず異常がないか感じ取るために、『ひまですー。おしごとさがしてますー』って感じでお茶を飲むことにした。そしたら、いきなり３人の女性に取り囲まれてしまったのだ。

（……これも、あたしの特技かもしれないですぅ）

　天然ふわふわエルフのラフィリア。

　彼女を知らない者は、一目見て与くみしやすいと考えてしまうらしい。

　その実、ラフィリアは１人で魔物の集団を相手にできる『チートキャラ』だ。

　成長もしている。ナギの奴ど隷れいになってから、自分の特長を利用することも覚えた。

（必殺、座ってただ相づち、なのです！）

（自然を愛するあたしにしかできないお仕事なのです！）

　ギルドには他にも冒険者がいるが、横目でこっちを見ているだけで、なにもしない。

　けれどラフィリアは気にしない。

　こんな勧誘なんか、以前受けた『圧迫面接』に比べれば、そよ風のようなものだ。

　ラフィリアの目的はナギに、のんびりしてもらうこと。そのための情報収集なら望むところだ。

（それに……なんだか不思議と力が湧わいてくるようなのですぅ）




「──は──。ですから──」

「そうですよ──受けた人は──強く──」

「あなたも他の方たちと──に──つまり──」




　女性たちの声が遠くなっていく。

　ラフィリアは、ナギとイリスが開発したマジックワード「大変魅力的」「とても耳より」「すごく興味深い」を、話の合間に繰り返している。そうすると女性たちは、勝手に情報を流してくれる。

　あとはお茶を飲んで座っているだけの簡単なお仕事だ。

（そしてさらに、まったくちっとも興味のないお話に巻き込まれることによって……あたしの新たな力が目覚めるはずです！）

　退屈な勧誘に耐えることによって──身体からだの奥底から力が湧いてきて──

　ラフィリアはついに、新たなスキルに覚かく醒せいした。




『聞き流しＬＶ２』

『話』の『内容』を『無視する』スキル




　まわりの雑音めいた話を、意識から閉め出すスキル。勧誘や悪口を無効化できる。

　天然で、のほほんとした人が習得しやすい。




「よし。用事は済んだです！」

　そう言ってラフィリアは席を立った。

「「「──はっ!?」」」

　熱心に勧誘していた女性たちが口を押さえた。

「……わ、私たちは、どこまで……話を？」

「……い、いつの間にこんな時間に？　時が……飛んでしまったような」

「……話しているうちに私たち……余計なことまで……？」

　３人は顔を見合わせる。

　勧誘役の女性たちは、ラフィリアの天然っぷりに油断させられていた。

『魅力的』『耳より』『興味深い』という反応を示すエルフの少女に、釣り込まれてしまったのだ。

「とにかく、『研修』を受ければ、あなたはもっとご主人様の役に立てるようになります！」

「結果を出せば、すぐに解放してもらえるかもしれません」

「役に立つ奴隷になれば、ご主人様も満足して──」

　慌てたように女性たちは口走る。けれど──

「あたしのマスターは『役に立つ奴隷』なんか求めてないですよ？」

　ラフィリアは、きょとん、と首をかしげただけだった。

　勧誘役の女性たちは、思わずあとずさった。

　奴隷の首輪をしているのが信じられないくらい──ラフィリアの笑顔が澄み切っていたからだ。

（……まぁ、そういうあたしになったら……それはそれでぞくぞくしますねぇ）

　思わず背筋を這はい上のぼってくる謎の感覚に、ラフィリアは身体を震わせる。

（マスターの命令が下るまで直立不動で待つだけ……着替えも……食べるのも……お風ふ呂ろで身体を洗う順番さえ、マスターの意のまま。それはそれでぞくぞくするですけど……マスターはそういうのを喜ぶお方じゃないですからねー）

「あたしはもう行くです。興味深いお話、ありがとうございましたぁ」

「ま、待ってください！」

　女性たちが慌てて立ち上がり、ラフィリアに向かって手を伸ばす──




　ずるっ。




　その足が、滑った。

　３人まとめて同時に足をとられ、思わずテーブルにしがみつく。

　床を見ると──足が、ぬるり、としたものを踏んでいた。誰かが水をこぼしたのだろうか？　でも、こぼれている液体は青い。それに、かすかに動いているような……？

「ああ、あたしが落としたマントを踏んじゃったんですねぇ」

　そう言ってラフィリアは、床の上からマントを拾い上げた。

　そのマントの裏地から、青いものがはみ出しているが、勧誘の女性たちは気づかない。

「とぅ！」

　マントをなびかせて、ラフィリアはギルドを飛び出した。

　ラフィリアはずっと、マントの裏に使い魔の『エルダースライム』を貼り付けていた。

　冒険者ギルドで勧誘役の女性たちが転びそうになったのは、それを踏んづけたからだ。

「さてさて、リタさまとアイネさまの情報収集はうまくいったでしょうか？」

　そんなことを考えながら、集合場所に向かうラフィリアだった。










　──アイネ視点（ラフィリアが勧誘を受けているのと同時刻）──










「すごいわね。ラフィリア」

「さすがラフィリアさんなの」

　冒険者ギルドの資料を漁あさりながら、リタとアイネはつぶやいた。

　ここは、冒険者ギルドの事務室だ。

　ドアの隣には窓があり、そこからギルドの中が見渡せるようになっている。ラフィリアを勧誘する女性たちの声も、ほわほわラフィリアの反応も、事務室からは丸見えだった。

「あの女性たちの話の内容は、すべてナギに『意識共有マインドリンケージ・改』で送ったのよね？　アイネ」

「もちろんなの。それと、資料の『すくりーんしょっと』も送ってあるの」

　アイネは資料のファイルを閉じて、事務室の書棚に戻した。

　事務室には、この保養地周辺の魔物情報や、亜人の情報を収めたファイルが並んでいる。

　冒険者が料金を支払えば、その一部を見ることができる。

　アイネは資料をチェックしながら、必要な情報をナギに送っていたのだ。

「人魚の情報と、人間との関わりについてはわかったの。参考になったの」

　資料によると、人魚は『文明を持たない亜人』らしい。

　ただ、海で歌って泳ぐ種族。お金も、家さえも必要としない。

　時々、保養地の人たちと海産物の取引をするくらいだ。

　特に『ホーンドサーペント』は季節の名物とされていて、『食べるととても元気になる』らしい。

「ありがとうございましたなの。助かったの」

　アイネは『閲覧許可証』を、事務室にいた女性に差し出した。

　女性──ギルドの受付嬢は、資料を確認してから『許可証』に『返却済み』のサインをする。

　事務室のドアに手をかけたリタは、ふと思いついて、

「さっきから気になってたんだけど……あの人たち、放っておいていいの？」

　リタは、勧誘中の女性たちを指さした。

　受付嬢は事務室の机につっぷして、頭を抱えた。

「わかってます。わかってるんですけど……うちのギルドマスター……権威に弱いもんで」

「……そうなんだ」「そうなの」

　だったら仕方ない。冒険者ギルドには、その土地土地のやり方があるから。

「じゃあ、帰りましょ、アイネ」

「待って、ひとつ確認することがあるの」

　帰ろうとするリタを押しとどめて、アイネは受付嬢の方を見た。

「この町の名産『ホーンドサーペントのかばやき』って、どこで買えるの？」

「……あれは、今年はちょっと……獲とれないようで」

　受付嬢は、なぜか頰を赤くして、アイネを見た。

「……もしかして、食べさせたい方がいらっしゃるのですか？　愛する方とか？」

「うん。ご主人様に。元気が出るって話だから」

「献身的な奴ど隷れいさんですね……そこまでするなんて」

「……う、うん。そうなの」

　感動したような顔の受付嬢に、アイネは首をかしげた。

　ギルドの受付嬢は、少し顔を赤くして、

「『ホーンドサーペント』は、人魚にしか獲れないものなんです。人魚はそれを人間の漁師に売って、代わりに人間の道具を手に入れているんです」

「漁師さんが自分で『ホーンドサーペント』を獲りに行くことはできないの？」

「昔……それをやった人がいたそうです」

「どうなったの？」

「正気をなくして帰ってきた、と」

「……」

「あの場所には、人の正気を失わせるなにかがあるのかもしれません。いずれにしても漁師は、あの場所へは近づかない。だからあの地ではクエストは発生しない。依頼する人間がいないからです」

「だけど今は、その土地で『新人研修』が行われているの」

「だからおかしいんです。普通だったら、あんな場所に近づかないはずなのに……」

　受付嬢は、それきり黙ってしまった。

　リタとアイネはそろって『冒険者ギルド』を出た。

「ところでアイネ『ホーンドサーペントのかばやき』って、有名なの？」

「うん。一部では。体力がつくって話だから、なぁくんに食べさせてあげたくて」

「そっか。じゃあ、がんばらないとね」

「でも、愛する方に食べさせたい……って、よくわからないの」

　とりあえず、リタとアイネは情報をナギに送った。

　それから、みんなで会議をすることになったのだった。








第９話「遠隔作戦会議と、聖女さまの願い」






　夕方、僕たちはメール会議をすることにした。

　僕とシロ、セシルとイリスは『聖女さま迷宮』の途中に作られた休憩エリアに集まってる。

　さっき見かけた部屋は……やっぱり来客用で、聖女さまは「別にナギくんたちのために作ったんじゃないやいっ！」ってセリフとともに、僕たちにここを使わせてくれた。

　休憩エリアには椅子とテーブル、それから、ダブルベッドがふたつ、用意されてた。

　おかげで昼寝もできたから、僕たちの気力も充分だ。




『送信者：ナギ（受信者：アイネ）

　本文：僕たちの準備は整ったよ。そろそろ会議をはじめてもいい？』




　僕はアイネに『意識共有マインドリンケージ・改』のメッセージを送った。

　リタとアイネ、レティシアとラフィリア、カトラスは保養地の別荘にいる。

　離れていても僕たちは『意識共有・改』で繫つながってるからね。

　ここで聖女さまも交えて、リアルタイム会議をすることにしたんだ。




『送信者：アイネ（受信者：なぁくん）

　本文：準備おっけーなの。はじめましょ。なぁくん』




『送信者：ナギ（受信者：アイネ）

　本文：わかった。まずは僕たちの方で集めた情報を伝えるね』




　・僕たちは『魔竜』に関わる場所を探している。

　目的は『地竜アースガルズ』と『ギルドマスター』の正体を知るためだ。




　・『海竜ケルカトル』によると、保養地の北の海岸に『魔竜の遺跡』があるらしい。




　・でも、その場所は呪のろわれている。しかも貴族が『新人研修』をやっている。

　貴族の名前は『ヒルムト侯こう爵しやく』。

　レティシアによると、武門の貴族だそうだ。

　研修に参加すると、その人から補助金がもらえるらしい。




　・そのせいで人魚さんが追い出されて、助けを求めている。




「と、いうことで、ここまででなにか意見はある？」

『おかしいよね!?　君たち、一体どんな情報収集をしたの!?』

　テーブルの上で、ゴーストの聖女さまが叫んだ。

「どこかおかしいですか？　聖女さま」

『あのね。話を聞いてから１日も経たってないよね？　なのに、どうして研修の情報とか、ぜんぶ丸まる裸はだかになってるの!?』

「そんなこと言われても」

「……よくあることですよね。ナギさま」

「皆さま『ちぃときゃら』でしょう？」

「おとーさんと、おかーさんたちががんばったんだから当然かと！」

　セシルは不思議そうな顔で、イリスはうなずきながら、シロは胸を張って宣言する。

　本当に、みんながやる気を出して、情報収集と分析をはじめちゃったからね。

　あっという間に、必要な情報が集まってしまったんだ。

「それに、まだ核かく心しん部分は不明です」

『……確かにね』

　僕が言うと、ゴーストの聖女さまがうなずいた。

　同時に、アイネ経由でレティシアからメッセージが入る。




『送信者：レティシア（代筆：アイネ）（受信者：ナギさん）

　本文：そうですわ。相手が「研修」にこだわる理由もわかっていません。それに、「研修」を受けただけで、人があんなふうになってしまう理由も、いまだ不明なのです』




『……いや、人が変化する理由については、デリリラさんの方に心当たりがあるよ』

　聖女さまは僕たちを見回して、えっへん、と胸を張った。

『人が踏み込んではいけない、「呪われた土地」というものがあるんだよ。「新人研修」が、その場所で行われているとしたら、人が壊れるのも無理はないね』

「アイネの調査にもありましたね。人魚の土地に踏み込んで、おかしくなった人がいるって」

『そうだよ。人間以上の存在が、大きなうらみを抱いて死んだりした場合、残留思念がその土地に影響を与えることがあるんだ』

「じゃあ、『研修』を受けた人が変なふうになるのは……」

『ああいう土地では、人間は精神が不安定になるからね』

「もしもそんな場所で……無茶苦茶きつい『研修』なんかやってるとしたら……」

　人格が変化してしまうのも、無理ないよな。

　それに、僕たちは以前に『天竜の残留思念』と出会ってる。

　あのときは『残留思念』が怒ってたせいで、魔物が凶暴化バーサークしてた。

　もしかしたら、人間に影響を与えるほどの『残留思念』がいるんだろうか……？

「３つ、疑問があります」

『うむ。言ってみたまえ』

「人魚さんは、どうしてそんなところに住んでるんでしょうか？」

『それは彼らが、楽しく遊ぶことで「浄化」する種族だからだよ』

「楽しく遊ぶことで──浄化？」

『そうだよ。人魚たちは無邪気に楽しく遊ぶのが仕事なのさ。彼らは「楽しさ」とか「愉快な気分」で、呪いや恨みを中和するスキルを持ってるんだ』

　鎮魂のお祭りを、年中無休でやってるようなものかな。

　いいな。そういう生き方って。楽しそうだ。

「ふたつめの質問です。聖女さまは、その土地に行ったことはありますか？」

「ないよ」

　聖女さまは首を横に振った。

『デリリラさんは肉体を持たない霊体だからね。肉体を持つ人なら、身体からだを休めて浄化するって手があるけど、デリリラさんだと霊体そのものが影響を受けちゃうからね。近づけないんだよ』

　となると、聖女さまに頼るわけにはいかないか。

「最後の質問です。『新人研修』をやってる方は、どうやってその呪いに耐えてるんですか？」

『わからないな。レジストする力を持ってるのか、影響を受けないような護ご符ふを使ってるのかもしれない。いずれにしても、そういう土地に踏み込んでも普通でいられるのは限られた人間だけだね』

「たとえばどんな人ですか？」

『そうだね……』

　聖女さまは空中で膝ひざをかかえて、少し考えてから──

『強い浄化の力を持つ人は大丈夫じゃないかな？』

「となると、リタは大丈夫ですね」

『あと、竜に愛されてる人たちにも呪いは効かないね。そもそも超越存在の感情が呪いになってるんだから、逆に、竜の「好き好き」オーラが近くにあれば、呪いを防いでくれると思うよ』

「はーい！　シロ、パーティのみんなが大好き！　おとーさんも、リタおかーさんもアイネおかーさんも、イリスおかーさんも、セシルさんもレティシアさんも、カトラスさんもレギィさんも大好き！　まだ生まれてない妹も大好き!!」

　僕の膝の上に乗ってたシロが、両手を挙げた。

「シロ、みんな好き！　大好き。だから、絶対に守るかと!!」

『……うん。君たちに呪いが効かないの……わかってた。念のため確認しただけだから……』

　なんでほっぺたを膨らませてるんですか聖女さま。

『結論から言うと、シロくんが「好き好き」「家族」「友だち」って思ってる人は、呪いの影響を受けないってことだね』

「パーティ全員平気ですね」

『まったくもって問題ないね』

　つまり僕たちは全員、『新人研修』が行われている場所の調査に行くことができる。

　魔竜の『呪い』と同レベルの、シロの『好き好きオーラ』に守られてるから、呪いは効かない。

『それから、これを持っていきたまえ』

　聖女さまは、ゴーレムを呼んだ。

　作業用の小さなゴーレムが持って来たのは、円盤状の、銀色の板だった。

『これはデリリラさんが聖女時代に、呪いにかかっていた人を助けるために作ったものだよ。この銀ぎん盤ばんには、浄化の術式を組み込んであるんだ』

　聖女さまは言った。

『呪われた場所に入ったら、この銀盤を起動するといい。そうすれば呪いの影響を抑えることができる。「新人研修」を受けた人を正気に返せるよ』

「ありがとうございます。聖女さま」

『気にすることはないよ。元々デリリラさんが、君たちを巻き込んだんだ』

　霊体の聖女さまは肩をすくめた。

『人任せは好きじゃないんだけどね。でも、君たちなら安心だ。ちゃんと報酬は用意しておくからさ、お願いするよ。この土地を守る、聖女デリリラの名にかけて』

「了解です」

「シロもがんばる！　家族とパーティのみんなと、妹のためにも！」

「……シ、シロさん。あんまり妹って言われると……わたし……恥ずかしいです」

「イリスも……なんだかくすぐったくてしょうがないです……」

『おかしいな。ナギくんたち、これから難関クエストに向かうのに……デリリラさんは、なにを見せられているんだろう……』




　ことこと、こと。




　不意に、音がした。

　僕たちの話がまとまるのを待っていたように、迷宮の奥から、大型のゴーレムがやってきた。

『おや。プールの方に行っていたゴーレムくんが来たね』

　ゴーストの聖女さまはゴーレムに顔を近づけて、うなずく。

　それから僕たちの方を見て、

『人魚のソーニアちゃんが目覚めたってさ、どうする？』

「話を聞いてみます。行きましょう」

　僕とセシル、イリスとシロは席を立った。

　聖女さまも、ふわり、と浮かんで、迷宮の奥へと進んでいく。

　プールの部屋は次の間だ。

　先頭を進むゴーレムがドアを開けると、さっきと同じようにプールがあり──




「助けてくれて……ありがとうございました……聖女さま。みなさん……」




　ちっちゃな人魚のソーニアが、僕たちを待っていたのだった。










「私は……『保養地』の北の……入り江に住んでいたです」

　人魚のソーニアは、ぽつり、ぽつりと話し始めた。

　僕とセシルとシロはプールサイドに腰掛けて、彼女の話を聞いている。

　イリスはソーニアを抱いて、背中をなでてあげてる。人魚は海の生き物だから、海竜の血を引くイリスが触れると、大きいものに守られてるみたいで安心するらしい。

『教えてくれないかな。ソーニアくん。君たちの住すみ処かのあたりは「呪われた地」なのかな？』

　空中に浮かびながら、聖女さまは訊たずねた。

　イリスの腕に抱かれながら、ちっちゃな人魚は、こくん、とうなずく。

「私たちの住処の近くには、『魔竜の遺跡』と呼ばれる場所があるです。でも……十数日前に、人魚たちは、そこから追い出されてしまったです」

「追い出された？」

「……こわいひと、来たです」

　僕の問いに、ソーニアは震えながらも、答えてくれた。

　人魚が海岸沿いに住む亜人だというのは、聖女さまが言ってた通り。

　ソーニアたちの住処が『呪われた地』の近くだというのも、予想通りだった。

「人魚たちは代々、楽しく歌って踊ることで、呪いを浄化してきたのです」

　その場所がいつ『呪われた地』になったのかは、人魚たちも知らない。

　ただ、言い伝えがあった。




　──昔、大地に住む竜に対して、人間の王がとても大きな罪を犯したこと。

　──死した竜は、その罪に対してすさまじい怒りを発していたこと。

　──その怒りは竜が死しても、長い時を経てもおさまらず──

　──その地に近づく者の精神を、不安定にしてしまうのだという。




「人魚には『呪い』は効かないのです。あんまり悩まない種族なので」

「悩まない？」

「はい。命に関わるものでなければ、嫌なことは３日くらいで忘れてしまうので」

「じゃあ、命に関わることは？」

「対処するです。それで駄目なら、あきらめて逃げるです」

「「「……なるほど」」」

　それは、海で自由に生きる種族だからできる生き方なんだろうけど。

　でも……いいな。そういう生き方も。

「そんな人魚の住処に……怖い人が来た……です」

　ソーニアは続きを話しはじめた。




　20日くらい前、人魚の領域に船がやってきた。

　船には船員の他に、２人の剣士が乗っていた。

　２人は人魚たちに向かって、こんなことを宣言した。

「この地を開くときが来た。呪いに対抗できる人材を見つけ出し、古いにしえの誓いを果たす」

　──そうして彼らは、人魚たちを攻撃しはじめた。

　人魚たちには戦闘能力はない。せいぜい『浄化』効果を持つ歌を歌うくらい。

　なのに人間たちは弓矢と巨大な使い魔で人魚たちを追い立てた。

　それからどうなったのか……ソーニアも、よく覚えていないという。

　彼女は必死で入り江にある、地下水脈に逃げ込んだ。

　地下水脈の流れは速く、何度か岩にぶつかったソーニアは、そのまま意識を失った。

　そうして気づいたら、聖女さまの迷宮にいたのだという。

「すごく怖かったです。襲って来た人は……まるでソーニアたちのことを、亜人でも魔物でもなくて……邪魔な流木みたいに……武器と、おっきな魔物を、使って……」

　プールが、ちゃぷ、と波打つ。

　人魚のソーニアの身体からだが、がたがたと震えてる。イリスが抱きしめても、治まらない。

　それだけ怖い目にあったんだろうな。

「一番こわいのは、なんであんなことをするのかわからないことです。人魚は……あの地を浄化するもので……ただ、それが楽しくてやってるだけなのです。なのに……なんで」

　ソーニアは手を伸ばして、僕のズボンの裾すそを、ぎゅ、とつかんだ。

「あなたがたに会わなかったら……ソーニアは人間を嫌いになっていたかもしれない、です」

「ごめんな。怖いこと、思い出させて」

　人魚さんたちは『呪われた地』を浄化しつづけた。

　その人魚たちを、『新人研修』の連中が追い出した。

　研修を受けた人たちがおかしくなってるのは、つまりは、呪いの影響ってことか。

『……なんでそんなことするのかなぁ。デリリラさんは、さっぱり理解できないよ』

「……そうですね」

　ソーニアの話から推測すると……。




「つまり人魚さんたちは古の呪のろいを浄化するためにあの領域に住んでいた。その呪いというのは、『地竜』の呪いである可能性が高い。人魚さんたちを追い出したのはたぶん異能の力を持つ者。背後にヒルムト侯こう爵しやくって貴族がいるなら『来訪者』かもしれない。

　彼らはそこで『新人研修』をやっている。目的は『呪い』の抵抗力がある人材を見つけ出すこと。奴やつらは『呪い』の源である、『魔竜の遺跡』を探し出そうとしている。侯爵は、それに協力している……いや、即断は禁物だな。もっと情報を……」




「人間さん！　わかるのが早すぎです！」

『……ソーニアくん。ナギくんたちに驚いてたら身が保もたないよ……？』

　人聞きの悪いこと言わないでください聖女さま。前もって調査してただけです。

「まぁ、どのみち『魔竜の遺跡』の探索には行くつもりだったからね」

『魔竜』の正体はシロに魔力をくれた『地竜アースガルズ』だ。

　その竜がなんで呪いを振りまいてるのか、確かめに行ってみよう。

「ついでに、人魚の住処を取り返せるかどうか、やってみるよ」

「あのあの。それなら、お礼がしたいです」

　ソーニアは顔を上げて、僕を見た。

「人魚には……秘宝があるです。『働かない種族』ですから『衣・食・住』の、３種の秘宝があるのです。長老さまにお願いして……それを差し上げたいです」

「……え」

「人魚にとって、お守りのようなものなのです。その秘宝があれば最低限、飢えることも、生活できなくなることもないですから。もしも人間さんがソーニアたちの住処を取り返してくださるなら、差し上げます」

「……おぉ」

　変な声が出た。

　知らないうちに、僕は心臓のあたりを押さえていた。

　僕の究極の目的『働かないで生きるスキル』──そのヒントが、こんなところにあったなんて。

「そっか……人魚は働かないで生きるプロだから……」

　なにも持たない代わりに、歌って踊って生きる種族。

　彼女たちは『働かないで生きる』ことを目指す僕にとって、先輩のような存在だったんだ。

「……先輩、と呼んでもいいかな」

「人間さんなにを言ってるですか!?」

「とにかく『聖女さまクエスト』は受注するよ。僕たちにできる限りのことはするから」

　僕はプールサイドに膝ひざをつき、彼女の小さな手を握る。

「…………人間さん」

「迷惑な『新人研修』を止めて、巨大な魔物を追い払ってみせる。ついでに『呪い』の正体も見極めてみせるから」

　やる気が出てきた。

　究極の目的『働かないで生きる』ために、人魚さんたちを助けよう。

「ということで、情報は以上だよ」

　僕は『意識共有・改』で繫つながっていたアイネにメッセージを送った。

　返信はすぐに戻って来た。

　みんなの意見をまとめると、『人魚さんを助けたい』で一致。

　ソーニアに同情してるのは一緒だけど、メインの動機はそれぞれ違ってて──

　リタとイリスは『人魚さん（ちっちゃな子）（海の仲間）を助けたい』。

　ラフィリアとレティシアとカトラスは『悪い人は許さない』。

　僕とセシルとアイネは『変な新人研修をやめさせたい』──だったけど。










　今回の作戦では、パーティを３組に分けることにした。

　僕とセシル、リタは『呪い』の浄化と『魔竜の遺跡』の位置の特定を。

　アイネとイリスは、僕たちのバックアップを。

　レティシアとラフィリアとカトラスには、騒ぎを起こして人を引きつけてもらうことにした。

　そして、僕はセシルとリタと一緒に「大魔法」を使うことになるわけだけど。

「セシル、体調はどう？」

「大丈夫です。ナギさま。大魔法も無理なく使えそうです」

　セシルは銀色の髪を揺らして、僕の隣にやってくる。

「実は……わたし、最近ナギさまの魔力が、身体をスムーズに通るようになりましたから」

「そうなの？」

「は、はい。その……」

　セシルは頰ほおを染めて、両手の人差し指を、つんつん、と、合わせて、

「わ、わたしの身体が……いろいろと、ナギさまに合わせて変わってきてるんじゃないかと思います……。この身に……ナ、ナギさまのっ、あか……ちゃん……が……なじめるように」

「本当なら、セシルには今回は休んでて欲しいんだけど」

「……お願いします。働かせてください」

　セシルは、また涙目になって、僕の服にしがみついた。

「わたしも、『地竜アースガルズ』さんのことを知りたいんです。魔族は……滅んでしまった一族ですから、もしも地竜さんが……滅んだ竜なら、なにか共通点があるかもしれません。子どものためにも、この世界でなにがあったのか、わたしは、知っておきたいんです」

「……セシル」

　僕はセシルの、銀色の髪をなでた。

　セシルの見た目は、出会ったときとほとんど変わってない。ちっちゃな身体も、細い肩も、すべすべする褐色の肌も、すぐに泣きそうになる、赤い目も。

　でも……あの頃ころよりずっと、強くなったような気がする。

　戦闘能力を上げたのは僕だけど、それとはちょっと、違う意味で。

「すごいな。セシル」

「そのお言葉、そっくりお返しします」

「僕は自分がすごいって思ったことないけどなぁ」

「わたしたちを『ちぃときゃら』にして、そのわたしたちをまるごと信じてくださるナギさまが、すごくないわけないじゃないですか。ね？」

　セシルは、ここにいない誰かに呼びかけるように、お腹なかに触れた。

　本当は、セシルには別荘で待っててもらった方がいいんだろうけど──でも、魔族の生き残りとして、滅んだ竜のことを知りたいって気持ちもわかる。

　だから──

「危ないと思ったらすぐに帰すからね」

「はい。ありがとうございます。ナギさま!!」

「大丈夫です！　セシルさまは、イリスが全力でサポートします!!」

「シロも守るよ！　あとで妹に『シロおねえちゃんがんばったね』って、言われたいかと!!」

「「「おー!!」」」

　セシル、イリス、シロは重ねた手を掲げた。

　そんな３人を、聖女さまが目を細めて、見つめてる。

『……あのさ、ナギくん』

　聖女さまは笑いをこらえるみたいに、口を押さえてた。

『前にデリリラさんが、ここで友だち──魔族のアリスティアの子孫が訪ねて来るのを待ってた、って話はしたよね？』

「僕たちが初めてここに来たときですね？」

『うん。その後、デリリラさんは色々考えて、いつか魔族の都を探しに行こうかなー、なんて思い始めてたんだけど……君たちを見てたら……なんだか考えが変わってきたんだよ』

「そうなんですか？」

『がんばって生まれ変わっちゃおうかなぁ。それでナギくんに引き取ってもらって、君んちの子になるとか』

「いいですね。楽しそうです」

『即答!?』

「え？　だって、そうすれば僕たちも、ずっと聖女さまと一緒にいられるじゃないですか」

　聖女さまにゴーストのまま、ずっとシロと一緒にいてもらおうと思ってたけど……考えてみれば、次世代の仲間として転生してもらうのもいいかもしれない。

　元々、僕たちは主従契約込み（例外あり）で、それぞれ異種族の、変なパーティだからね。

　来訪者に魔族に獣人に、貴族にお姉ちゃん、竜の血脈に古代エルフのレプリカ、王家の隠された姫君。魔剣に天竜の幼生体。

　身内に「聖女さまの転生体」がいても別にいいんじゃないかな。

「聖女さまならそれくらいできそうですよね。そうなると、聖女さまがどこかの子に生まれ変わって、そのあと僕が引き取るという流れかな？　聖女さまなら、母親になる子に『お告げ』とかしそうですよね。そのときに、僕んちの子になるという承諾を取ってもらう感じでいいのかな……？」

『……ぷっ』

　聖女さまが噴き出した。あれ？

『もーっ！　かなわないよーっ！　ナギくんってば！　もーもーもーっ!!』

「あの、聖女さま？」

『いいから！　なにかあったらデリリラさんが助けるから！　君たちはクエストに行っちゃえ！』

　なんで笑いながらキレてるんですか聖女さま。

『とにかく、ソーニアちゃんの面倒はデリリラさんが見てるから、君たちは気をつけて行ってきて。無理だと思ったら帰ってきて……って、これは言うまでもないか』

「わかりました」

　僕は手を伸ばして、空中の聖女さまと握手。

「『聖女さまクエスト』、安全第一で行ってきます」

　そうして僕たちは聖女さまに手を振って、『聖女さまクエスト』に出発したのだった。










　──保養地周辺のとある場所で──










「『呪のろい』耐性を持つ者は何人見つかったのだ？」

　とある部屋の中で、男性は言った。

「３名です。うち２名は、あの地でも正気を保っております」

「人魚の住すみ処かの探索はどうなっている？」

「止まっております。人魚が歌わなくなりましたので」

「『浄化の歌』が効くのは船の中──我が部屋までか。プール付きの屋敷を建ててやると言ったのだろう？　まったく、亜人とはものの価値がわからない奴らだ」

「いずれは、ヒルムト侯爵さまの慈悲に感謝することでしょう」

「そうだろうな。これは大きな仕事だ。聖剣を見つけだせば、王家も評価してくださるだろう。人魚にとっても名誉なはずだ」

「御ぎよ意い」

　フードをかぶった少年が、首を縦に振った。

「自分はあなたに忠誠を誓っております。武辺により、やがて魔王を倒すお方である、あなたに」

　小声で話し始めた２名の会話を、波の音がかき消した。

　遠くから気合いの入ったかけ声が聞こえる。男性は満足そうにうなずく。

「つらいのは今だけ、ここを乗り越えれば強くなれる。わかりきったことだ」

　やがて風が強くなり、沖に停泊した船を、ゆっくりと揺らし始める。

「……よくあることだ。これを乗り越えれば強くなれる」

　さきほどと同じ言葉を口にしながら、男性はグラスを傾ける。

　船の中に詰め込まれた『研修生』たちのことを──彼の主観で──たっぷりと思いやりながら。








第10話「海岸地域攻略戦（その１）　レティシアチームのぼうけん」






　──数日後、保養地の北にある海岸──『新人研修』現場にて──










　数日後の早朝。

『保養地ミシュリラ』の北にある砂浜に、無数の人影が集まっていた。

「気合いが足りん！　そんなことで一人前の社会人と言えるか！」

　朝の海岸に、男性の声が響き渡った。

　緋ひ色いろのローブをまとった男性──『教官魔道士』は、研修生たちの前で声を張り上げている。

「もう一度言う！　見た感じお前らは気合いが足りていない！　足りていないのは訓練が不足しているからだ！　他の理由はありえない！　反論があるなら言ってみろ!!」

「「「いいえ！　申し訳ありませんでした！　教官魔道士ヴァーミリオンどの!!」」」

　海岸に並んだ研修生たちは、直立不動で答えた。

『教官魔道士』は剣を手に、彼らの前を往復しながら、砂を蹴けり飛ばす。

「この『新人研修』は、雇い主に言われたからとはいえ、お前たちが自分の意思で始めたものだ。なにがあろうと自己責任だ。嫌ならいつでも帰っていいのだぞ！」

「本当ですか。だったらわたし……そろそろ」

「ただし、途中で帰った奴やつは、自分で決めたことさえもやり遂げられない駄目人間だ！　そのように雇い主やギルド、商会に報告する。あとの仕事がどうなるか、考えてみることだな!!」

「…………あぁ」

「さあ、ランニングが終わったのなら組くみ体たい操そうだ。みんなの心をひとつにして魔力を集めるのだ。気合いと協調性が十分かどうか、ここでわかるのだからな!!」

『教官魔道士』は手を叩たたいた。

　それを合図に『研修生』たちが移動を始める。

「ただ歩くだけでは駄目だ。気合いと協調性がわかるようにしろ。いいな！」

　ここは、保養地ミシュリラの北部にある、海岸地域。

　砂浜にいるのは、職場や知り合いのすすめで『新人研修』を受けに来た者たちだ。

　性別も年齢もさまざまだが、みんな着ている服は同じだった。

　ぼろぼろの布を、帯代わりの紐ひもで留めたもの。表面にはグループ名と数字が書かれている。

「順番に移動。ＡからＥグループ。各自点呼して、組体操を始めよ！」

「「「「「……はい」」」」」

『研修生』たちはうつろな表情のまま『組体操』の準備に入る。

　砂浜には、奇妙な魔法陣が描かれている。これは『教官魔道士』が描いたもので、組体操に参加した者の魔力を、使い魔に差し出す効果がある。

　しかも『組体操』の後は、協調性が高まるという優れものだ。

　全員がうつろな目をして、決められたポーズを取る姿に『教官魔道士』は、満足そうにうなずく。

　それから彼は、腰にゆわえた袋から水晶玉を取り出した。

「オレ自身の『呪のろい』の影響は軽けい微びだ。あと１時間は動けるな」

　彼が手にしている水晶玉は『呪い』を防ぐためのマジックアイテムだ。

　持ち主の代わりに『呪い』の影響を受け、限界が来ると完全に黒くなる。

　現在は灰色。彼自身の仕事はまだ終わっていないし、もう少し活動を続けるつもりだった。

「この砂浜は、『呪い』の影響が弱いからな。護ご符ふがあれば保もつだろう」

『教官魔道士』は周囲を見回した。

　北の方は切り立った崖がけだ。岩場に、波がぶつかっているのがかすかに見える。

　人魚が住んでいたのはあのあたりで、『呪い』の影響が一番強い場所でもある。

　あそこには、遠い昔に封印された遺跡があるという。

　だが、そこは『呪い』が強すぎる。護符があっても、長時間はいられない。

　あの場所を探索するには、呪いに耐性を持つ人間を見つけ出す必要がある。

　この研修は、そのためのものだ。

「しかし……『呪い』に押しつぶされ、何も考えなくなる者ばかりだな。使えん」

『教官魔道士』は黒髪を潮風になびかせ、つぶやいた。

　砂浜では『研修生』たちが組体操を始めている。

　10人一組になっての、ピラミッド型の体操だが、そのうちのひとつが崩れかけていた。

「なにをしている！　どうしてもっと気合いを入れない!?」

『教官魔道士』が叫ぶと、ピラミッドの『研修生』が、両手を震わせながら彼を見た。

「きょ、『教官魔道士』どの……この人数では、かたちが……ととのわなくて……」

「誰だれが口をきいていいと言ったか！」

『教官魔道士』は叫んだ。

　砂浜の上で行われる組体操のうち、ひとつのグループのものだけが、いびつな形になっていた。

「…………４番が……いません……」

「逃げたか……？　なぜもっと早く言わない!?　そいつの名前は？」

「……い、いえ。研修中は個人名を呼ばないようにと……」

「うるさい！　仲間の名前くらい覚えておけ！　連帯責任だ。お前たち全員ついてこい!!」

『教官魔道士』は手を振り、組体操中の研修生を呼び集める。

　彼らは手足をぷるぷると震わせながら、砂浜の上に列を作る。

「この『新人研修』はヒルムト侯爵に依頼された重要な仕事だ。脱走など許すものか」

『教官魔道士』は、浅瀬に停とまった大型船に視線を向けた。

　あの中にはヒルムト侯爵と、もうひとりの『教官』がいる。

　その顔を思い出した『教官魔道士』は、思わず奥歯をかみしめる。

　彼のライバルにあたるもう一人の『教官』は、さらに強大な力を持っている。

　船にいるのはそれを評価されているからだ。

「『Ｄグループ４番』を探しに行く。性別は女性、髪の色は青だ。残りの者は組体操を続けろ。オレが戻るまでだ。あとで特別に水分補給を許す」

「「「「「はい」」」」」

　砂浜にいる研修生たちが、うつろな目で答えた。

　それを満足そうに眺めてから、『教官魔道士』はつぶやく。

「逃げる奴は『呪い』に耐性を持つが、命令には従わない。従う者は耐性がない。難しいものだな」

『教官魔道士』ロード＝オブ＝ヴァーミリオンは走り出した。










　──海岸近くの丘陵地帯　レティシアチーム──










「では、作戦を開始しますわ」

　集まった仲間に向かって、レティシアは言った。

　ここは、海岸を見下ろす位置にある丘だ。

　まわりは林になっていて、彼女たちの姿をほどよく隠してくれる。

　ここにいるのはレティシアとラフィリア、カトラスの３人。

　ナギとセシルとリタ、アイネとイリスはそれぞれ別のチームを作り、配置についているはずだ。

「ラフィリアさん。ナギさんからメッセージは来てますの？」

「『意識共有マインドリンケージ・改』ですねぇ。来てますよぅ」

　ラフィリアは木々の後ろに隠れながら、うなずいた。

「マスターたちはここから徒歩20分くらいのところで待機してるです。あたしたちが騒ぎを起こしたら、動く予定ですぅ」

　そう言ってラフィリアは木々の間に姿を隠した。

　彼女は遠距離戦と、ナギとの通信担当だ。

　レティシアチームの目的は、『新人研修』中の人たちを引きつけることと、情報収集。

　適材適所ということで、レティシア、カトラス、ラフィリアはこの役目を希望したのだった。

「カトラスさんの準備はどうですの？」

「ただいまフィーンを呼び出すであります！」

　カトラスは装備した『バルァルの胸当て』に触れた。

　木々の下で目を閉じて、祈るように、もうひとりの自分の名前を呼ぶ。

「フィーン！　索さく敵てきをお願いするであります！」

「了解いたしました！」

　カトラスと同じ顔の──少し髪が長く、瞳ひとみの色が違う少女が現れた。

　魔力でできた身体からだを、くるり、と回転させて、そのまま宙に浮かび上がる。

「では、樹きの上からまわりの様子を見てまいります。詳しよう細さいはカトラスに！」

　そう言ってフィーンは軽やかに枝を蹴り、木のてっぺんに向かった。

　魔力でできた身体を持つフィーンは、空を飛ぶことができる。

　索敵と偵てい察さつは得意中の得意だ。

「まー、なにもないとは思うのですけれどね」

　フィーンは枝と葉っぱの間に隠れながら、一番高い枝まで登っていく。

「あたくしたちは相手の注意を引くだけの簡単なお仕事。なにもなければラフィリアどのに『火球フアイアボール』の２、３発もぶちかましてもらって──あらやだ。誰か来ます」

「異常あり、でありますな」

　報告を聞いたカトラスは、砂浜の方を向いた。

「誰かがこっちに向かってきている、と。詳しくは……ふむふむ。若い女の子で、青色の髪で……ひどく疲れているようであります、と、フィーンは言ってるでありますよ」

「武装しておりますの？」

「してないそうであります。というより、戦える状態じゃないでありますな。顔色も悪く、目もうつろで、着ているのは数字が書かれた服……おそらく『新人研修』の研修生さんでありますよ」

「……『新人研修』から逃げて来た人かもしれませんわ」

　レティシアは剣を地面に置いた。相手を警戒させないためだ。

「保護しましょう。ラフィリアさんはナギさんに、そのことを伝えてくださいな」

「わかりましたぁ」

　木々の向こうから、ラフィリアの声が返ってくる。

　レティシアは髪を整え、貴族然とした表情に変わる。

「──来るであります」

　カトラスが合図したとき──木々の向こうから、やせた少女が現れた。




「……はぁ。はぁ……もう、駄目。これ以上、はたらけない……」




　汗だくで、髪はぼさぼさ。着ているのは布を紐で留めただけの簡素な服だ。

　胸元には「Ｄグループ４番」という文字が書かれている。

　少女は地面に膝ひざをつき、顔を上げ、レティシアたちの存在に気づいて──

「ひ……ひぃっ！　ち、違います。水を飲もうとしただけです……決められた時間しか飲めないのはわかってますけど……もう、のどが、かわいて……」

「落ち着いてください。わたくしたちは研修とは関係ありません。通りすがりの冒険者ですわ」

「……え……あ」

「あなたは海岸で行われているという……研修生の方ですわね？」

「……Ｄグループの４番……青髪の小こ柄がら……です」

　少女は嗄しわがれた声で言った。

「朝食当番では第３グループに所属してます。声が小さいから、罰として週３回当番をやって──いえ、やらせてもらってます。本当は魔法を覚えたかったけど、そっちのグループに入るには条件が足りなかったので、近接戦闘組です。そちらはランクＥで……」

「そんな記号で呼ばれてるんですわね……」

「あ、あ、あ……ご、ごめんなさい！」

「落ち着いて。あなたを責めてはいませんわ。落ち着いて、話を続けてください。ね？」

　レティシアは少女と目線を合わせ、優しく問いかける。

「あ、わたしは、冒険者、で。先輩に、言われて、『新人研修』に出れば強くなれるって……でも、適性がないって。何のために生まれてきたのかってことまで、言われて……怖くて」

「がまんできなくなったんですわね」

　レティシアは彼女の口元に、水袋を差し出す。

　少女はむさぼるようにそれに口をつけ、中の水を飲み始める。

「あの場所にいると……おかしくなりそうなんです。みんな変なこと言ってるのに……それが普通のことのように思えてきて……。でも、逃げ出したら……駄目人間だって、二度と仕事ができなくなるような噂うわさを流すって言われて……でも、がまんできなくて」

　研修生の少女は自分の肩を抱いて、震え出す。

「……わたし、おかしいですよね？　おかしいの、わたしですよね？」

「いいえ。あなたは正しい判断をしたと思いますわ」

　レティシアは少女の肩に触れた。

「落ち着いたら、『保養地ミシュリラ』に戻りなさいな。そこの『商人ギルド』と話はついています。あなたを保護してくれるはずです」

「……はい…………はい！」

『研修生』の少女はしゃがみ込んだまま、泣き出した。

　少女の頭をなでるレティシアに、カトラスが語りかける。

「フィーンより報告であります。追跡者が来る、と」

「──追跡者。もしかして……『ケルベロス』!?」

　不意に『研修生』の少女が叫んだ。

「『教官魔道士』が言ってた！　やる気のない者……いらない者は『ケルベロス』が食べてしまうって！　『錬金術師アルケミスト』が作った牧羊犬──『ケルベロス』が──ああ。あああああっ！」

　少女が叫んだとき、また、草むらが揺れた。




「おや、こんなところに冒険者か。困るなぁ」




　木々の向こうから現れたのは、緋ひ色いろのローブを身に着けた男性だった。

　その後ろには９人の男女が立っている。全員、少女と同じ服を着ている。

　そして皆、手に棍こん棒ぼうを持っている。彼らも『研修生』だろうか。

「保養地の『冒険者ギルド』にはお願いをしていたはずなんですがね。この地ではヒルムト侯こう爵しやく主催の『研修』を行うため、一般人はなるべく近づかないように、って」

　ローブを着けた男性が、レティシアたちを見回し、問いかける。

「それは失礼いたしましたわ」

　レティシアは、脱走研修生の少女をかばうように、前に出た。

「ですが、それはあくまで『お願い』ですわよね？　強制ではないのでしょう？」

「はい。自主的に。自分の意思で『近づかない』ことを決めるように『お願い』しただけ。こちらはなにも強制はしていません。その『研修生』のようにね」

「……『教官魔道士』ロード＝オブ＝ヴァーミリオン……さま」

「んん？」

　研修生の少女の震える声に、ローブの男性──『教官魔道士』が彼女を見た。

「どうしたのかな、『Ｄグループ４番』。疲れたのかなぁ。言ってくれればあとで休憩時間をあげたのに、どうしてこんなところにいるのかな？　言ってごらん？」

「……ひっ」

　脱走研修生の少女が後ずさる。

『教官魔道士』の言葉は優しい。けれど、顔は笑っていない。

　眉まゆをつり上げて、唇をゆがめて、今にも喰くってかかりそうだった。

「言えないのか？　残念だな。『お互いの秘密を打ち明ける研修』は済ませただろう？　なのに、肝心なところで答えないなんて、研修時間が足りなかったようだなぁ」

「わ、わたし……研修をやめます。帰ります！」

「ほぉ……」

「自分がすっごい無理してたの……わかったんです。途中で投げ出してごめんなさい」

　少女はふらつく脚で立ち上がり、深々と頭を下げた。

　限界だったのだろう。脱走研修生の少女は、そのまま地面に座り込んでしまった。

「ということですわ。この子はわたくしたちが保護します」

　レティシアは少女の肩に手を乗せた。

「あなたがたは通りかかっただけなのでは？」

「自分と同じ冒険者が助けを求めているのであれば、それに応こたえるのは当然ですわ」

　あざけるような『教官魔道士』の声に、レティシアは即座に答えを返す。

　カトラスがレティシアの隣に移動する。左手に盾を構え、レティシアと少女を守る位置に立つ。

　レティシアもカトラスも、まっすぐに『教官魔道士』を見つめている。

「あなた方の邪魔はいたしません。わたくしは、自力帰還が難しい冒険者を救助するだけです」

「ボクも以前、むずかしい資格試験を受けようとしたことがあるので、わかるのであります」

　カトラスがレティシアの言葉を継いだ。

「資格も研修も、自分のことなんでありますから『興きようが乗ったわ！』で始めて、『だが、すでに興が乗らぬ！』で止やめればいいのでありますよ」

「あら、いいことを言いますわね」

「最近『かっこいいセリフ』の師匠ができたのであります」

「そうですか。その師匠さんなら、きっといいタイミングでわたくしたちを助けてくれますわ」

「ふふ。期待できるでありますな」

　レティシアとカトラスは視線を合わせてうなずきあう。

「というわけで、わたくしたちはこれで失礼しますわ」「行きましょう。ボクたちと」

「……は、はい」

　レティシアとカトラスは『研修生』の少女の手を取り、後ろに下がる。

「残念だな。みんな君に期待しているのに」

『教官魔道士』が腕を振った。

　すると、後ろにいた研修生たちが、声をそろえて──

「４番ちゃーん」「研修に戻ろー」「みんな待ってるよー」「一緒にがんばってきたじゃないー」

　武器を振りかざしながら、感情のない声で叫び始めた。

「きみはできるこだってしんじてるよー」「みんなで力を合わせれば、できないことなんかないよ」「教官魔道士さまはきびしいことをいうけど、それは君を思ってのことだよー」「おいでよー」「こっちにおいでよ」

「やめてええええええええっ!!」

　脱走研修生の少女が頭を抱えた。

「……やだ。そういうのやだ。もうやめてよぉおおおお」

「みんな仲間だよ」「待ってるよ」「一緒に帰ろう」「帰ろ」「帰ろ」「帰ろ」「帰ろ!!」

　コーラスを続ける研修生たちを眺めながら、『教官魔道士』は、

「なるほど、君たちは『Ｄグループ４番』に戻ってきて欲しいのだな。では、君たちの自主性を尊重しよう。４番と、ついでにあの冒険者たちも取り押さえるがいい！」

「「「「はい。教官魔道士さま」」」」

『研修生』たちが棍棒を手に、レティシアとカトラスに向かって走り出す──だが、




　べちゃ。




　その脚に、ねばねばしたものが絡からみついた。

「みんな仲間」「がんばって帰ろう」「研修しよう」「しよう」「あれ」「あれれ」

　足を取られた研修生たちは、そのまま草むらに向かってずざざざざ──っと倒れこむ。

　そのまま、文字通りひとつの生き物のように固まって、もがきはじめる。

『ふにふに。ふに』

　研修生たちの足元には──青色のスライムが３匹、貼り付いていた。

「スライムだと!?　いつ現れた!?」

「やはり『研修生』さんは融通が利かないのですわね……」

　地面にいるのはラフィリアの使い魔『エルダースライム』だ。

　草むらに隠れていた彼らが、走り出した研修生の足を引っかけ、絡みついたのだ。

「あれ？」「スライム」「想定外」「どうしよう」「研修」「研修しないと」「あれれ」

　研修生たちは地面に転がったまま、動けない。

　レティシアとカトラスは商人のドルゴールの屋敷で、研修を受けた者たちと戦っている。

　彼らが、イレギュラーに弱いことは確認済みだ。

「「……援えん護ごに感謝（ですわ）（で、あります）」」

　レティシアとカトラスは『教官魔道士』から見えないところで、「ぐっ」と親指を立てた。

「役立たずどもが。もういい！」

『教官魔道士』は叫んだ。

「『召喚』『使役』『研修生から収しゆう奪だつした魔力を使用』『疾とくこの地に来たりて、我が敵を食い尽くせ』！」

「召喚魔法なのですぅ！　なにか、魔物がやってくるですよ！」

　ラフィリアの声が響くと同時に、『教官魔道士』の背後の草むらが光を放った。

「協調性のない者は犬に喰わせると言った！　来い！　大いなる牧羊犬『ケルベロス』!!」

『教官魔道士』が叫び、腕を振り上げた。




『ヴォオオオオオオオオォン!!』




　その声に反応して、遠とお吠ぼえが聞こえた。

　砂浜の方角から、黒い影が走ってくる。背の高さは人間の大人以上。黒い頭部に、三角形の耳が突つき出している。真まっ赤かな目は６つ。頭は３つ。開いた３つの口からよだれを垂らしながら、巨大な犬が、研修生に向かって駆けてくる。

「ひぃぃぃぃぃっ!!」

　脱走研修生の少女が悲鳴をあげる。

「嫌──！　私たちは羊じゃない。来ないで、来ないでええええええっ!!」

「能力がある者は人間扱いしてやると言っただろう？　犬に追われるということは、お前たちは羊でしかないということだ！」

『教官魔道士』が胸を反らして笑う。

「こ、こっちに来ないで！　『精霊の息吹いぶきよ我が敵を撃て──炎の矢フレイムアロー』!!」

　脱走研修生が腕を振り、魔法を放つ。

　真っ赤な『炎の矢』が、『ケルベロス』に向かって飛んでいく。

　だが──

『ヴァウ？』




　ひょいっ。




　飛んでくる魔法を『ケルベロス』は軽いフットワークでかわした。

　右に左に、ステップを踏みながら近づいてくる。恐ろしく速い。

「この『ケルベロス』は研修生どもを逃がさないために作り出された人造生物だ。ちゃちな魔法など通じるものか！」

「ほぉ。聞き捨てならないことを言ったですねぇ!!」

　不意に、木々が揺れた。

　草むらの向こうに隠れていたラフィリアが、ごろごろ転がりながら現れる。

　彼女は、しゅた、と立ち上がり、手に持っていた杖つえを掲げた。

「……ラフィリアさんってば。もう」

「かっこいいであります！」「かっこいいですわね！」

　レティシアは額に手を当て、カトラスと樹上のフィーンが手を叩たたく。

　ラフィリアは『教官魔道士』に杖を突きつけ、叫ぶ。

「あなたのような悪者は、あたしが許しても、ブラックを憎むマスターが許さないです!!」

「何者だ貴様は!?　スライムも貴様の仕業か!?」

「あなたに語る名前はないです！　この『魔ま杖じようヴァルヴォルグァ』にかけて!!」

　ラフィリアは問答無用で、杖を『ケルベロス』に向ける。

　片目を閉じ、ジグザグに走る黒い獣に狙ねらいを定める。

「ははっ。あの『ケルベロス』に飛び道具など当たるものかよ！」

「ですねぇ。あたしはまだ未熟ですからねぇ。いちいち狙わないといけないのです。あたしの先輩奴ど隷れいの魔法なら、このあたり一帯を焦土にできるですけどねぇ」

　ラフィリアは『魔杖ヴァルヴォルグァ』に魔力を注ぐ。

　ナギが作り替えたこの杖は、魔力を注げば注ぐほど、魔法の速度が上がる。

　２倍──３倍注いだところで、ラフィリアは魔法を発動させる。

「『精霊の息吹よ我が敵を撃て！』──『炎の矢』!!」




　ぼしゅ──どがっ！




『グゥアアアアアッ!?』

　鼻先に『炎の矢』を喰らった『ケルベロス』が、絶叫した。

「ばかな!?　あの速度で走る魔物に当てるだと!?」

「次行くですよー！　『精霊の怒りよ我が敵を焼き尽くせ──火球』ですぅ!!」




　ぼしゅぐばっ！




　絶叫をあげる『ケルベロス』の口に、ラフィリアの『火球』が飛び込んだ。

　魔物の頭がひとつ、吹き飛んだ。

「なんだ!?　なんなんだその魔法は!?　飛んでいくのが見えない……だと!?」

「発動した瞬間──当たってる？　そんな魔法があるの……？」

『教官魔道士』と『脱走研修生』は呆ぼう然ぜんとラフィリアの魔法を見ている。

　杖が光るたびに魔法が発動し、同時に『ケルベロス』が悲鳴を上げる。

　ラフィリアが使っているのは『炎の矢』と『火球』だ。それが恐ろしく高速で飛んでいるだけ。まるで瞬間移動しているかのように見えるだけ。それだけなのだが──

「あなたは──この『魔杖ヴァルヴォルグァ』の敵ではなかったようです……」

　ラフィリアが『杖』を下ろした瞬間、『ケルベロス』の頭部の、最後のひとつが爆発した。




『ギィアアアアアアアアアアアッ』




　牧羊犬『ケルベロス』の身体からだが、崩れ落ちた。

　これなら、浜辺まで音が響いただろう。

　レティシアチームの目的は、敵の注意を引くこと。成果は充分だ。

「……ああ、大いなる『魔杖ヴァルヴォルグァ』よ。ダークヒーローの杖よ。汝なんじはあたしにどれだけの敵をほふれと言っているのですかぁ……」

「その杖の正式名称は『魔法使いのための魔法の杖・改』ですわよね？」

「魔力の使いすぎであります。少し、休んでくださいでありますよ」

　レティシアとカトラスは、ラフィリアをかばって前に出る。

　レティシアは『教官魔道士』に向かって剣を構えた。

　カトラスは『脱走研修生』の少女に肩を貸し。

　ラフィリアはレティシアの後ろで警戒態勢を取る。

「わたくしが背後を守りますわ。みなさんはその子を、安全なところへ」

「なんなんだお前らは！」

『教官魔道士』が叫んだ。

「こんなことはありえない！　侯こう爵しやくに認められた『研修』の教官であるオレが……脱走者を捕まえることもできないなど、あってはならない!!」

「頭が固いですわね！　世の中には、あなたの想像もつかないことがありますのよ！」

「うるさい！　『強化』『両脚』『加速』──捕縛する！」

『教官魔道士』が呪じゆ文もんを詠唱し、地面を蹴ける。彼の両脚が、光を放つ。

「マスターたちの分析が来たです！　この人、魔力を身体の一部に集めて『強化』する『ちぃとすきる』を持ってるです！」

「承知ですわ！　迎撃します！」

「援護するです。『炎の壁フレイムウオール』!!」

　ラフィリアが叫び、瞬時に『教官魔道士』の前に燃えさかる壁が生まれる。

　だが──




「『強化』！　『レジスト上昇』『耐火』!!　『剣』に魔力を集中！」




『教官魔道士』は剣を振り、『炎の壁』を切り裂いた。

「武器に魔力を集中して強化？　魔法を切ったですとぉ!?」

「この能力ゆえにオレは教官の任を与えられている!!」

　さらに『教官魔道士』が剣を振る。

　魔力のこもった剣で、『炎の壁』を消し去り、レティシアに肉にく薄はくする。

「勇者となるため、失敗はできないのだ！　覚悟!!」

「勇者ならばあいさつくらいなさい！　発動『強制礼節マナー・ギアス』!!

　こんにちは！　ごあいさついたしますわ────っ!!」

『炎の壁』を突っ切ってきた『教官魔道士』に、レティシアは頭を下げた。

『強制礼節』は、あいさつした相手に対して、強制的にあいさつを返させるものだ。

　けれど『教官魔導士』は目を見開き、叫ぶ。




「オレの身体が勝手にあいさつを返すだと……ならば『全魔力をレジスト値上昇に注入』!!」




　彼の全身が光を放ち、上半身をわずかに傾けた状態で、止まる。

「止められた!?」

「『強制礼節』をレジストでありますか!?」

　レティシアとカトラスが目を見開いた。

　その背後でラフィリアは、ぽつり、と、

「じゃあ回すです。発動！『竜りゆう種しゆ旋せん風ぷう』!!」

『教官魔道士』を竜巻が包み込んだ。

『強制礼節』のレジストに全魔力を集中していた彼は、竜巻までは防げなかった。

　緋ひ色いろのローブをまとった身体が回転を始め、集中が解け、『強制礼節』までも加わって──




「うおおおおおおおおおっ!?　こんにちはあああああああぁっ!?」




　あいさつをしながら回転して──竜巻と共に数メートル飛び上がり──落ちた。

「……こんな……ばかな……こん……にちは……」

　そのまま、気を失ったのだった。

「『強制礼節』と竜巻の合わせ技は……危険ですわね」

「回転しながらあいさつをするのは、かっこいいと思うです」

「とりあえずこの人、縛っておくでありますね」

　ラフィリアがロープを取り出し、レティシアが手早く魔道士を木に縛りつける。

　フィーンは空中から降りてきて、カトラスに報告する。

　海岸に『研修生』と教官らしい人たちが集まっている。次の作戦に移行する準備は整った、と。

「あとは、あるじどのの出番でしょうね」

「ボクたちはそのサポートでありますな」

　カトラスたちの役目はまだ残っている。

　とにかく、この場を離れて、安全な場所に移動しよう。

「……あ、あなたたちは、いったい……？」

　カトラスの背中で『脱走研修生』の少女がたずねた。

「ボクたちは『ただの通りすがり』で、ありますよ」

　そう言って、カトラスは笑った。

「ボクたちはしたいことをしているだけであります。ただ、この世界がもうちょっと優しい場所になればいいな、とは思っておりますが」

「あたくしたちも、ちょっと前まで、無理をしておりましたからね」

「だから、心配しなくていいであります。今はゆっくり、休むといいであります」

　カトラスは背中の少女に笑いかける。

「落ち着いて……自分の名前を思い出せたら……少しだけ事情を話してくれると助かるであります。それだけでボクたちにとって、あなたはすごく価値のある方なのでありますから、ね」








第11話「海岸地域攻略戦（その２）　回避不能の『浄化魔法』」






　──海辺に浮かぶ船の中──










「『教官魔道士』が戻らない、だと!?」

　男性はざらついた声で叫んだ。

　大柄な身体からだを椅子に預け、苛いら立だったように肘ひじ掛かけを叩たたきながら、目の前の少年をにらみつける。

　ここは『新人研修』を、海上から監視するための、船の中。

　豪華な絨じゆう毯たんが敷かれた船室の中で、ヒゲの男性が声を荒らげていた。

「わざわざ『ケルベロス』を動かした上でか？　なにが起こったというのだ？」

「侵入者の対応に失敗したかと思われます」

　銀色の鎧よろいを着た少年が答えた。

「ロード＝オブ＝ヴァーミリオンなどと名乗ってますが、ヒモト＝ケイスケは慌て者なもので。詰めが甘いんですよ。俺なら、人魚をもっと効率よく捕らえられたはずなのですが」

　彼は船室の奥に置かれた浴よく槽そうを見た。

　そこには、ぐったりとうなだれる、人魚の少女がいた。

「いずれにしても、直接指揮を執る必要があるでしょう。上陸の小舟を出すこと、許可いただけますか？　ヒルムト侯こう爵しやくさま」

「まだ護ご符ふの浄化が完全ではないのだ。儂わしらは動くべきではなかろう」

　ヒルムト侯爵と呼ばれた男性は、腰に提げた水晶を見た。

『教官魔道士』と、目の前の少年が持っているのと同じ『呪のろい避よけの護符』だ。

『呪い』から所有者を守る力があるが、１日使うと曇り、浄化には人魚の歌声を必要とする。

　ヒルムト侯爵は、毎日必ず上陸して、『研修生』に気合いを入れることにしている。

　その時にどうしても呪いの影響を受けてしまう。だから人魚の歌声で浄化していたのだが──

「昨日きのうから歌おうとしないのだ。このなまけものの亜人は！」

　侯爵は手にしていた銀製の器を、浴槽に向かって投げた。

　がぃん、と、音がして、器が浴槽に当たり、跳ね返る。

「居場所をくれてやっただろうが！　その浴槽にどれだけ金をかけたと思っている。名工の陶器を使い、水晶で飾り、宝石をちりばめているのだぞ！　きさまら亜人が、どれだけがんばっても手に入らない逸品だ。まわりには高級な香油も振りまいている。なにが不満だ！」

「……はたらきたくない」

　人魚の少女が、ぽつり、とつぶやいた。

「……はたらきたくない。なかまに、あいたい」

「まったく、近ごろの若い者は！」

　つばを飛ばして叫ぶ侯爵。

「ここががんばりどころだと、どうしてわからぬのだ！」

「……がんばり、どころ？」

「儂は元、王家の武術指南役であった。若い頃ころは大剣を振るい、魔物をばっさばっさと斬り殺したものだ。その儂が、ギルドより重要な遺跡の探索を請け負ったのだ！」

「…………しらないもん」

「儂は、お前たちなら遺跡探索の浄化役ができると見込んだからこそ、こんなことをしているのだ。お前たちならできると期待しているのだぞ。それを裏切るというのか!?」

「しらないって、言ってるもん」

　人魚の少女は首を横に振った。

　水色の髪が揺れて、したたる海水が床を濡ぬらす。

　それがまた気に入らないのか、ヒルムト侯爵は鼻を鳴らす。

「人魚のお嬢さん」

　銀色の鎧を着た少年が浴槽に近づき、言った。

「俺と、『契約コントラクト』しませんか？　あなたは『浄化のために歌を歌う』。俺は『聖剣を手に入れ、正義のために戦う』」

「……いみがわかんない」

「俺には『聖剣』が必要なんだよ。自分のスキルを活いかすためにね」

「……わかんないもん」

　彼女は目を閉じ、波の音に耳を澄ませた。

　今すぐ海に飛び込みたい。なにもいらないから、自由に泳いで歌いたい。

　ここにいる人間たちがなにを考えているのか、彼女にはわからなかったから。

「……おそとをみせて……」

　少女は言った。

「……わたしに……おそとをみせて……流れる水にさわらせて……そしたら歌ってあげる」

「手間のかかることだな！」

　ヒルムト侯爵は吐き捨てた。

「望み通りにしてやれ、『聖剣使い』。こやつを鎖に繫つなぐのを忘れるなよ」

「侵入者への対応はどうしますか？」

「包囲して殺せ。後始末は儂がする」

「海岸には教官の補助をしている『エリート研修生』がおります。ここから旗で指示を出せばわかるでしょう。指揮は彼らに任せましょう。それでよろしいですか？」

「……ああ……いや、待て」

　侯爵は、動き出そうとする少年を止めた。

「少し前に、街道にアンデッドの集団が現れたことがあったな。巨大な光の輪──浄化の光が包み込んで消し去ったと」

「復活した天竜が力を振るった。あるいは『天竜の代行者』がいる、との噂うわさですが」

「噂など知らぬが、浄化の大魔法は存在する。ならば、対策をすべきだろう」

　侯爵は少し考えてから、

「研修生たちを分散させ、その上で侵入者を包囲せよ。そうすれば全員を浄化することはできなくなる。『呪い』の影響が消え、奴やつらが自我を取り戻したら面倒だからな」

「侯爵さまのお知恵には驚くばかりです」

『聖剣使い』と呼ばれた少年は、床の上にひざまずいた。

「さすが元、王家の武術指南役であったお方です。戦術に長たけておられる」

「貴様の価値に気づいたのも儂だからな」

　侯爵は立ち上がり、剣を手に取った。

　うやうやしい動きで、それを少年に手渡す。

「今はただの『剣術使い』、されど聖剣さえ手に入れれば無双となる者よ。来たるべき魔王との戦いの時には、儂の傍かたわらで、思う存分に手柄を立てるがいい」

「御ぎよ意い」

　少年はうつむき、答えた。

「この地が例の場所ならば、必ずや聖剣が眠っているはず。どんな方法を使ってでも、手に入れてみせましょう」

「ああ」

　そう言って侯爵と少年は、唇をゆがめて笑ったのだった。










　──ナギ、セシル、リタ、シロチーム──










　空気が重い。

　まだ、僕たちは海岸に近づいてもいない。それでも、まわりの空気がよどんでるのがわかる。

「ここが『呪われた土地』か」

　僕たちは、海岸近くの岩場に隠れていた。

　岩でできた小高い丘になっていて、ここから砂浜を見下ろすことができる。潮風で侵食されているせいか、隠れられる窪くぼ地ちがたくさんある。

　僕とセシルとリタとシロは、ここで魔法を使うタイミングを窺うかがっている。

　顔を上げると──数百メートル先の砂浜に、研修生さんたちが集まってるのが見える。

　研修生さんたちはみんな、人形みたいな動きをしてる。手足もぎくしゃくして、まるで糸で操られてるみたいだ。やっぱり、このあたりは『呪い』の影響下にあるんだろうな。

「なんか、同族のにおいがするかと！　でもシロが守るかと!!」

　だけどシロのおかげで、僕たちの頭はすっきりしてる。

『呪い』の影響はまったくない。健康そのものだ。

「シロさんがいると、全然呪いの影響がないですね……」

「『神聖力』で浄化する必要もないもんね」

　セシルとリタは、シロと手を繫いで、笑ってる。

　天竜の幼生体のシロは、いるだけで呪いの影響を打ち消してくれてる。

　ここが『呪われた土地』でも、僕たちにとってはただの海岸沿いだ。

「耐性のない研修生さんたちは、どんな状態なんだろうな」

「脱走研修生さんが言ってましたね。みんな、２日目までは逃げようとするって」

「３日目からみんな目つきが変わって……あきらめちゃうって」

　僕たちは岩場の陰かげから、研修生が集まる砂浜を見下ろしていた。

　みんなさっきまで組くみ体たい操そうをしていたけれど、今はぼんやりと突つっ立ってる。

　研修生の間を走り回ってるのは、剣士の少女とローブを着た少女。

『教官魔道士』の補助役らしい。




「──全員集合です。休んでいる者も出てきて！」

「──すいませんみなさん。はたらいてくださーい！」




　少女たちは叫びながら、海に浮かぶ船を見てる。

『新人研修』の情報は、ラフィリア経由で、脱走研修生の少女から聞いてる。

　少女が教えてくれたのは、『教官魔道士』には補助役がいること。

　沖にある船には貴族と剣士がいること。貴族──ヒルムト侯爵は１日１回、必ずやってきて、研修生に『ありがたい指導』をしていくこと。それでいつも怪け我が人が出ていることなんかを。

　彼らは、呪いに耐性を持つ者を探している。

　その人たちを使って、人魚の生息地を探索しようとしてるらしい。

「……だからって、平和に暮らしてる人魚を追い出すなよ……」

　しかも、『新人研修』は無茶苦茶ブラックだし。

　なんだよ。『呪い』でおかしくなる場所に人を集めて、グループ名と記号で呼ぶって。

　普通に人材募集して探索すればいいじゃないか。ったく。

「さっさと研修生を解放しよう。まずは巨大な『神聖力』をぶつけるところから」

　僕は説明をはじめた。

「そうすればみんな『呪い』の影響から解放されて、正気に戻るはずだ。その後、僕たちは『呪い』の中心を調べて、聖女さまからもらった浄化の銀ぎん盤ばんを置いてくればクリアだ」

「……呪いの地、ですか」

　ぽつり、と、セシルがつぶやいた。

「人魚さんが言ってましたけど……人間の王が竜に犯した罪って、なんなんでしょう。ずっと長い間『呪い』が消えないくらい。そんな罪ってあるんでしょうか……想像もつかないです」

「うん。僕もそのことを考えてた」

　僕はセシルの銀色の髪を、くしゃり、となでた。

　セシルが不安そうな顔をしてたから。

　人魚のソーニアは『大地に住む竜に対して、人間の王がとても大きな罪を犯した』って言ってた。

　でも、それなら魔族だって似たような被害を受けてる。人間は魔族を滅ぼしたんだから。

　でも、セシルは人間を恨んでいない。呪ったりもしてない。

　逆に『自分が心の底で人を恨んでたらどうしよう』と恐れて、僕に潜在意識を引き出してくれるようにお願いしたくらいだ。その結果……僕はセシルの本当の願いを叶かなえちゃったわけだけど。

　でも、この呪いの源になってる竜は、相手のしたことにまだ怒ってる。

　それだけの怒りを生み出す理由がなんなのか──僕たちには想像もつかない。

「うん。シロもわかんないなー」

　シロはプラチナブロンドの髪を、僕の胸にくっつけた。

「シロは、おとーさんおかーさんと一緒にいるだけで幸せだからね！」

「ありがと、シロ」

　僕はシロの髪をなでた。

　シロはくすぐったそうに笑ってる。

「人を恨んでる竜に会ったら、おとーさんのことを話してあげるかと」

「それはいいアイデアです。わたしも『大好きなご主人様に出会えて幸せです』って伝えます」

「私も私も、ナギに首輪をもらって……繫がれたのが嬉うれしいって、教えてあげるもん」

「賛成かと」

「当然ですね」

「当然よね」

　待って、みんな『呪い』の源になにを話すつもりなの。

　突っ込もうとしたけど、セシルとリタとシロは、顔を見合わせて笑ってる。

「……そろそろ、研修生さんが全員出てきたかな」

　僕は砂浜の方に視線を戻した。

　そちらでは、少女剣士が叫んでる。『自分はエリート研修生』『１時間遅く起きることが許されている』『差別は大事』『大事にされている者がいれば、みんな自分もそうなりたいと思って努力する』『そうすれば気合いが入る』『我々のようになれ』──そして最後に『全員出動』。

　その言葉に反応して、砂浜のあちこちから研修生が集まってくる。

　よし。浄化しなきゃいけない研修生は、これで全部だ。

「セシル、リタ。合体魔法の準備だ」

　僕はふたりに指示を出した。

「待って、ナギ。『研修生』さんたちが散らばりはじめてる──」

「本当です！　これだと浄化の範囲に入らない人が──」

　リタが砂浜を指さし、セシルが声をあげる。

　２人の言う通りだった。

　砂浜にいる『研修生』たちは数十人。それが４班に分かれて、別々の方向に移動をはじめている。




「この場に敵が近づいています!!」

「敵は、巨大な魔法を使う可能性があるんです」

　エリート研修生は声を上げた。

「全員を４班に分ける。２班ごとに我らが率いる。『ケルベロス』２匹を護衛につける」

「研修生の皆さん、緊急時のマニュアル通りにしてくださぁい！」




　声を広げる魔法を使っているらしい。ここまで聞こえる。

　研修生を率いているのは、両手に剣を持った少女と、杖つえを手にした少女。

　さらに岩場の方から、頭が３つある獣が現れる。

　ラフィリアからの報告にあった人造生物『ケルベロス』だ。

　研修生と『ケルベロス』は『エリート研修生』の命令通り、散らばって移動をはじめる。

「──対策されたか」

　以前、街道にアンデッドがあふれたとき、大魔法で浄化したからね。噂うわさになるのはしょうがない。

　敵が人を操るのに『呪のろい』を使ってるなら、当然、浄化への対策くらいはするだろう。

「……シロ、ちょっと力を貸してくれる？」

「シロの？」

「魔竜の『呪い』が、竜の暗黒面なら、シロの『好き』って想おもいは竜の光の面だ。その魔力を借りることで、浄化魔法をさらに強化できるかもしれない」

「よくわかんないけど、やるかと！」

「じゃあ、こっち来て」

　僕はシロを膝ひざの上に乗せた。

　それから、スキルを発動する。




「発動、『能力交差スキル・クロツシング』!!」




　今回使うのは、いつもの強化型浄化魔法だ。

　それにシロの魔力を乗せて、呪いに対抗するための特化型にしてみよう。

「いくよ、セシル。リタ」

「は、はいっ」「……いいわよ。来てください、ご主人様」

　僕は右手でセシルの胸に、左手でリタの胸に触れる。

　ひとつになって、浄化の大魔法を放つために。

「シロも。いいかな？」

「はーい」

　最後にシロにも『魔力の糸』を繫つないで、準備完了だ。




「…………入って来ます。ナギさまの魔力と、リタさんの神聖力。それと」

「…………優しい魔力を感じるわ。これは……シロちゃんの力、かな」




　セシルは目を閉じて、リタは安らいだ顔でほほえんでる。

　僕はご主人様権限で２人のスキルをウィンドウに呼び出す。

　使うのは前回と同じ『古代語詠唱ＬＶ１』と『神聖力掌握ＬＶ１』だ。

『能力交差』は『スキル合体エミュレーター』。

　２つのスキルを組み合わせて、一時的に６概念のチートスキルを生み出すことができるんだ。




『所有者』──『呪じゆ文もん』──『神聖力』──『詳しく』──『唱える』──『気づく』




「…………なんだか、安心します」

　セシルがローブの胸を押さえて、僕を見た。

「ナギさまと……シロさんが、支えてくれてるみたいで……いつもより、すごく楽です」

「わたしも……うん。そんな感じ」

　リタも同じように、胸を押さえてる。

「……それと、もうひとつわかっちゃうんだけど……」

「……もうひとつ、ですか？」

「……セシルちゃんのお腹なかの中に……生命的なものを……」

「……え？」

「ほ、ほら。シロちゃんの魔力をもらってるでしょ？　そのせいで、私もなんだか、そういうものを感じ取れちゃってるみたいで……」

　リタが真まっ赤かな顔で、つぶやいた。

　ぼっ、と、セシルの顔も真っ赤になる。

　ふるふるふる、って手を振って頭を振って、あわあわするふたり。

「──って、リタさんの記憶が入ってきましたよ!?　これはリタさんと、ナギさまが……」

「待って、待って待って待って！」

「こ、これって。リタさんの視点ですか？　わわわ……ナギさまのお顔が近くに……わ、わわっ」

「あ、わ、あわわわわ。セシルちゃん……」

　なんか大変なことになってる!?

「……そっか、人間の子どもってこうやってつくるのかー」

「シロ、その記憶を見てはいけない」

　僕は思わずシロの目をふさいだ。

　残った手で、セシルとリタの頭を、順番になでて、

「ふ、ふたりも、大魔法使うから集中して！」

「は、はいっ。そーでした。リタさんからいただいた記憶は、今は忘れます！」

「セシルちゃん、『今は』って言った!?　『今は』──って!?」

　そして僕は『能力交差』を──『適用』する。

　組み上げたスキルが、動き出す。

　セシルとリタの『概念』が絡まり合い、その間を言葉が埋めていく。

　そうして──新たに『模倣エミユレート』されたスキルは──




『古代語、神聖力魔法詠唱（竜魔力追加）』




『所有者』の『呪文』を『神聖力』で『詳しく』『唱える』ことに『気づく』スキル

（天竜の魔力が加わったことで、強力な呪い浄化能力と、魔物に対する威圧能力が追加された）




　強力な呪い浄化能力と、魔物に対する威圧能力？

　……とりあえず使ってみよう。

「気を取り直して、詠唱開始です！」

「セ、セシルちゃんに『神聖力』供給するわね」

「シロもがんばる！」

　セシルとリタ、そしてシロは顔を見合わせて、うなずいた。

　３人は手を繫ぎ、ゆっくりとした詠唱をはじめる。

「『清浄を告げ、天を巡りしものの姿を借りて降り注ぐ──』」

「『神聖なる名のもとに──』」

「『シロは、世界とみんながだいすき──』」

　３人の声が、草木を揺らしていく。

　同時に、空になにか翼のようなものが浮かび上がった。

　あれは──『翼の町シャルカ』で見た、天竜の翼だ。

　信じられないくらい巨大な、魔力と神聖力、竜の魔力で作られた、光の翼。




「「「発動！　神聖古代語魔法！　『神聖浄化光輪ホリーハイロウ』プラス『竜魔力ドラグーン』!!」」」




　セシルとリタとシロが高らかに宣言した瞬間──光の翼が、砂浜を包み込んだ。










「……なに、あれ」

「……天竜の翼？　どうして、天竜ブランシャルカがこんなところに……？」

「……優しい……光。見てると、安心するような……」

『エリート研修生』と研修生たちが、足を止めた。

　空から光の翼がゆっくりと降りてきて、人々を包み込んでいく。

　降り注いでいるのは、魔力と神聖力で編んだ光の粒子だ。

「な、なに……これ、心地よい魔力なんだけど」

「ちょっと、そこの研修生さん。光を浴びてうっとりしてるのはどうして!?　身体からだから黒いものが抜けていってますけど──っ!!」

　研修生たちは光のシャワーの中で目を閉じる。

　このあたりに漂っていた黒い気配が、消えていく。研修生さんたちの中からも。

　まるで身体の中に食い込んでいた毒が、霧となって浮き上がってくるみたいだった。

　みんな『呪い』の影響で精神が不安定になっていた。それを浄化すると──




「おうちかえる！」




　不意に、『研修生』の一人が叫んだ。

「なんでこんな変な研修を受け続けなきゃいけないの!?　なんで、自分をあそこまで否定されなきゃいけないの!?」

「そうだ。わたしたちは強くなるためにここに来たのに！　変な体操やらされて！」

「ここを逃げたら他に仕事がないって!?　そんなわけないじゃない！」

　口々に『研修生』さんたちは声を上げる。

「──って、魔物!?　頭が３つの巨大犬がすぐそばにいるじゃねぇか!?」

「どうして私たち気づかなかったの!?」

「逃げろ──っ！　喰くわれるぞ。みんな逃げろ──っ!!」

　さらに、彼らは『ケルベロス』を見て走り出す。

　まぁ、そうなるよね。

　目の前に魔物がいるんだから。正気に戻れば、逃げ出すのは当たり前だ。

「か、彼らを止めて！　『ケルベロス』！」

「よ、よくわかんないけど、脱走はだめです！　私たちが怒られます！」

　けれど『ケルベロス』は動かない。

　光の翼から降り注ぐ粒子の中、まるで金縛りにあったように、びくん、びくん、と震えている。

「えっへん。シロの力だよっ！」

「これが魔物に対する威圧効果か……」

　天竜の幼生体のシロは『海竜ケルカトル』さえも恐れさせる。

　本気で威圧したら、魔物が抵抗できるわけないよな。

「あとは、みんなを逃がすだけだ。イリス！」

　僕は『意識共有マインドリンケージ・改』で、イリスに合図する。




『人の子よ、逃げるがいい！　ここは我が食い止める!!』




　そして砂浜に、白い翼の竜が出現した。




「天竜ブランシャルカさま!?」「どうして、天竜がここに!?」「本当に復活したの!?」

『細かいことは後だ。今はとにかく、安全なところへ逃げるのだ』

　真っ白な竜は、人々をかばいながら、首をもたげて叫んだ。

『先に逃げた者から聞いた。私物はこの先の小屋にある。それを持って、保養地までかたまって逃げよ！　ここは悪意の地。決して振り返ってはならぬ!!』

「「「「「わかりました、天竜さま!!」」」」」

　人々は一斉に走り出す。




『送信者：ナギ（受信者：イリス）

　本文：いいタイミングだ。イリス』




　僕はイリスに『意識共有・改』のメッセージを送った。




『送信者：イリス（受信者：お兄ちゃん）

　本文：おまかせください。お兄ちゃんとの「魂約エンゲージ」で手に入れたスキルは伊だ達てではありません！』




『この呪のろわれた地は危険！　踏み込むな。私欲のために人を連れてくるなああああっ!!』




　天竜が叫び、空気と大地が揺れ始める。

「う、うわああああああああああああっ!?」

「ほ、本物!?　本物の天竜ブランシャルカ!?」

『エリート研修生』はパニック状態。他の研修生たちは、一斉に逃げ始めてる。

　これはイリスの『魂約スキルエンゲージ・スキル』、『竜の祝福ドラゴニツク・ブレス』の効果だ。




『竜の祝福』

『竜の血』の加護により、武器、スキル、魔法に『物理強化』を与える。

　対象は１回につき１個のみ。違う対象を『強化』すると、前の『強化』は消滅する。




　このスキルは、武器と魔法だけじゃなく、スキルそのものに『物理強化』を与えることができる。

　これを『幻影舞台ステージ・オブ・イメイジング』に使えば、『物理的な感触』を与えられる。

　幻影の天竜が叫べば空気が、動けば大地が震えて、リアリティを演出できるんだ。




「とどめだ。セシル、お願い」

「はい！　『古代語魔法　堕だ力りよくの矢』、拡大版です!!」

　セシルは『真・聖せい杖じようノイエルート』を構えた。

　そこから発射される圧縮魔法が『ケルベロス』を薙なぎ払はらった。




『『………………ァ』』




　あっさりだった。

　動力源の魔力を奪われ『ケルベロス』たちは崩れ落ちた。




『我が加護は、魔物の胴体さえも、薄うす布ぬのに変えることができる』




　幻影の天竜が吠ほえた。




『人の子よ。同族に魔物をけしかけるおろかな者よ……すみやかに立ち去れ』




「あ、あ、あ…………」

『エリート研修生』たちは震えながら、砂浜に座り込んでる。

『この地は人魚の住すみ処かであり、人の踏み込む場所ではない』

「だ、だけど……この土地での研修は確かに人を強くする」

　少女は震えながら立ち上がり、剣を抜いた。

　魔法使いの少女も杖を取る。仲間をかばうみたいに。

「そうです。私たちはこの研修で、自信がもてるようになりました！　元々私たちは、ただの低レベル冒険者だったんです。なのに、ここで研修を受けてから、他の人にも負けないように──」

『それはこの地が呪われているからだ。お前たちが強くなったのではない。他が弱くなった』

『天竜の幻影』は、指示した通りのセリフを口にした。

『お前たちは混乱して弱っている者たちと、自分を比べていただけだ』

「……そんな!?」「噓うそです。貴族の方がそんなことをするはずが!?」

『……真実は君たちの目で確かめるがいい！』

　天竜ブランシャルカの幻影は叫んだ。

　僕はセシルに合図を送る。セシルはうなずいて、唱えておいた魔法を発動させる。

「『魔法属性変更エレメンタル・チエンジヤー』で魔法を水属性に変更しました。発動します。『古代語魔法　濃霧フオグ』」




　海岸と海が、濃い霧に包まれた。




「この状態なら僕たちの顔も見えないだろ。念のためいつもの『海竜お面』を装着」

「はい。ナギさま」「りょーかい」

「あの船は……このままどっか行ってくれればいいんだけどな」

　研修生さんたちは陸路で保養地に向かうから、船で追うのは不可能だ。

　保養地についた研修生さんたちは、商人のドルゴールさんが保護してくれることになってる。

　彼らの証言があれば『新人研修』の異常性も伝わるはずだ。

「その間に僕たちは、魔竜の遺跡に行こう」

　本当にそこに魔竜──『地竜アースガルズ』がいるのか。あの竜になにが起こったのか。

　僕たちは、それを知る必要があるんだ。

「ナギ。歌が聞こえるわ」

　リタが不意に、足を止めた。

「……浄化の力を感じる……これって、人魚さんの歌よ」

　しばらく走ると、僕にも聞こえてきた。波間に溶け込むような、透明な歌声だ。

　歌が聞こえるのは波打ち際。

　そこには──鎖くさりで縛られた、小さな人魚の少女がいた。

「…………だれ？」

　少女は僕を見て、ぼんやりとつぶやいた。

「……こわいひと……にんげん？」

「僕たちは人魚のソーニアの友だちだ。彼女の依頼で、ここに来た」

「…………ソーニア……の？」

「ひどいな。鎖で縛られてる……もしかして、貴族に捕まってたの？」

　人魚の少女はうなずいた。

「船の中……水夫と、貴族のひとと、剣の勇者がいて……その人たち……この地で……聖剣を探してる。その人たちが……『呪のろい』の影響……受けないように、歌わされてた。船の外に繫がれていたけど……霧が出て、びっくりして、鎖がゆるんだから、逃げて来た……の」

「わかった。君は僕たちが保護する。ソーニアのところに連れて行くよ。いいかな」

　僕たちは手分けして、人魚さんを拘束する鎖をほどいていく。

　それを見た人魚の少女は表情をゆるめて。

「…………ありが、とう……わたし……ルーミア……です。あなたたちを……しんじます」

　おだやかな表情で、僕たちに向かって手を伸ばした。

　僕は彼女を、水辺から抱き上げた。軽い。本当にまだ子どもみたいだ。

「…………いったんアイネたちと合流しよう」

「…………この子を預けないと、ですね」

「…………ちっちゃい子の方が優先よね」

「…………シロも友だちになりたいかと」

　僕たちは人魚を背負って、走り出そうとした。

　けど──




　ばしゃばしゃばしゃばしゃっ！




　水と、砂浜を蹴ける音がした。

　振り返ると、沖の船から出てきた小舟が、砂浜にやってきてた。

　そこから数人の兵士と、剣士、貴族っぽい男性が降りてくる。

「人魚を返せ」

　剣士っぽい影は、そういった。

「その人魚は俺が『聖剣』を手に入れるためのキーアイテムだ。今すぐ俺に返せ。そして無用なことを知ったお前たちは死ね!!」

　兵士たちは隊列を組んで僕たちに襲いかかってきた。








第12話「『天竜の代行者』の作戦は、安全第一でアフターケアもついていた」






「てったーい！　一時てったいだーっ！」

　僕たちは人魚のルーミアを抱えたまま、兵士たちとは逆方向に向かって走り出す。

　セシルの『古代語魔法　濃霧フオグ』はまだ効果を発揮してる。

　だけど、僕とセシルだけは霧を自在に見通すことができる。

　ヒルムト侯こう爵しやくと兵士たちが、波打ち際でまごついてるのもわかるんだ。

「一いつ旦たん退ひいて、作戦を立てよう」

　僕は走りながら、セシルとリタの方を見た。

　セシルはシロの手を引いて走り、リタは僕の背中の人魚さんが落ちないように支えてる。

「せっかく敵が上陸してきたんだ。向こうの情報を手に入れておきたいからね」

「お任せください。ナギさま！」

「かわいい人魚の子をいじめるなんて許さないんだから！」

「シロも、ちょっとむっとしてるよ！」

　それに、兵士の中にいる黒髪の剣士は、なんだか危険な感じがする。

　いかにもな片刃剣を持ってるのが、今までにも増して勇者っぽい。やつの仲間がレティシアの『強制礼節マナー・ギアス』をレジストしてたことを考えると、同様の抵抗力がありそうだ。

　できれば持久戦を狙ねらいたいけど、あいつ、普通に霧を突破してきそうな気がするなぁ。

　安全に戦う方法があればいいんだけど……。

「……あるな」

　僕はリタを手招きした。

「ん？　なになに、ご主人様」

　側そばにやってきたリタの獣耳に、僕は口を近づける。

「……こないだ獣人の村で……覚かく醒せいしたスキルを……」

「────っ!!」

　ぼっ。

　リタの顔が真まっ赤かになった。

「私とナギが……すぴりっとりんく……したときの……あの、そのあの……」

　頭から湯気が出そうになったリタは、ほっぺたを押さえて、それから──




　はむはむはむはむっ!!




　こらえきれなくなったように、僕の手のひらを甘がみした。はむはむって。

　尻しつ尾ぽがぴくぴくしてる。獣耳がぱたぱたしてる。

　うん。あのときのこと、思い出しちゃったんだね……。

「……わ、わかったもん」

　リタは僕の手のひらを放して、ついでに持ってたハンカチで拭ふいて、うなずいた。

「私とご主人様が……魂で結びついてできたスキルで、悪い人をやっつければいいのよね？」

「お願い。できるだけ安全な方法でね」

「言わなくてもわかるもん。私はもう……ご主人様の一部みたいなものなんだからねっ」

　リタはぐっ、と拳こぶしを握りしめた。

　僕の一部か……なんだか、恥ずかしいような嬉うれしいような……。

「シロも力を貸してくれる？　浮遊スキルの『れびてーしょん』があるよね？」

　僕が小声で訊たずねると、シロは頭を振った。

「ごめんねー、生まれた今は、あのスキルはないかと」

「そうなの？」

「だけどね、もっと別のスキルがあるかと……」

　シロは背伸びして、僕の耳に口を近づけた。

　そうしてシロが教えてくれたスキルは──

「……なるほど」

　さすがシロ。あの浮遊スキルがパワーアップしたのか。

「わかった。じゃあ、やってみよう」

　それから僕たちは素早く、作戦を開始したのだった。










　──ヒルムト侯爵視点──










　ヒルムト侯爵たちが剣を手に駆けだした瞬間、『天竜の代行者』は霧の中に姿を消した。

「逃がすわけにはいかぬ。追え！」

「侯爵閣下。しかし、この霧では……」

　兵士の一人が、不安そうな声でつぶやく。

「案ずるな。儂わしは霧の中での戦闘など、幾度となく経験しておる。また『指揮スキル』もある」

「武術指南役として部隊を指揮されていた侯爵閣下ご自慢のスキルですな」

「そうだ『聖剣使い』──いや、イクスよ。お前には我がスキルについて教えておったな」

　霧でぼんやりとしか見えない少年に向かって、ヒルムト侯爵は応こたえた。




『指揮ＬＶ６』

　所有者の『指揮下』として登録された配下に、プラス修正を与える。

　攻撃力＋10％＋『指揮下の人数』×２％。レジスト能力、人数分プラス修正。

　大将マーカーの表示（ヒルムト侯爵の頭上に、大将マーカーが表示される。指揮下にはいった兵士にしか見えない。魔力で表示されているため、周辺環境の影響を受けない）。




「我が兵士たちよ。『大将マーカー』は見えているな！」

「「「「見えております！！！」」」」

　ヒルムト侯爵の周囲で叫び声が上がった。

「霧など俺の『剣技』があればこの通り──『空裂斬ウインデイング・スラツシヤー』!!」

『聖剣使い』が片刃の剣を振った。

　空気が裂ける音がして、彼の周囲、数メートルの範囲の霧が消えた。

　剣が生み出した衝撃波が吹き飛ばしたのだ。

「このように切り払って進めば、霧などどうということもありません」

「さすがはイクス。貴様が聖剣を手に入れたときが楽しみだな……おや、誰か来たようだ」

　ヒルムト侯爵は、霧の向こうに目をこらした。

　剣士と魔法使いの少女たちが、こちらに駆けてくるのが見えたからだ。

「『エリート研修生』の者たちか。どうした」

「ヒルムト侯爵閣下！　『教官剣士』のイクスさま。質問があります！」

「この地は人をおかしくする場所というのは本当ですか!?」

　剣士と魔法使いの少女は叫んだ。

「天竜は言っていました。この地は呪のろわれた場所で、研修生たちは強くなったのではなく、こわれてしまったのだと。それは本当なのですか!?」

「噓うそですよね。私たちに『死ね』とか。私たちは選ばれし研修生なんですから!!」

「ああ、殺さぬ。兵士ども、こいつらを捕らえろ」

　ヒルムト侯爵は吐き捨てた。

「こいつらは逃げられないように『契約コントラクト』した上で、例の場所の探索に使うことにする」

「侯爵閣かつ下か!?」「私たちがなにをしたというんですか!?」

「研修生が儂に疑問をぶつけるとはなにごとだ？　かかれ！」

　侯爵の声に応じて、５人の兵士たちが『エリート研修生』を包囲にかかる。

「うそ──こんなの、うそっ!!　信じてた……のに!!」

「どうして!?　私たちは、選ばれし研修生じゃなかったの!?」

「お前たちはこの研修について、なにもわかっていないようだな」

　ヒルムト侯爵は頭かぶりを振った。

「この研修の目的は『呪い』に耐えられるだけの気合いを身につけることだ。お前たちはそれは身につけたようだな。だが、肝心なものを忘れている。致命的だ」

「……肝心なもの？」

「ああ。協調性を身につけることで、上司の意見を『察する』ようになることだ」

「察する……って」

「なにも言われなくても、こちらのしたいことを理解し、その通りにすることに決まっているだろうが。お前はなにを言っているのだ」

　理解できない、とばかりに、ヒルムト侯爵は肩をすくめた。

　エリート研修生のふたりは、青い顔で侯爵を見つめていた。彼女たちはずっと、この砂浜で研修を受け続けてきた。その中でも優秀で、他の研修生の指導役さえも任されていた。

　なのに、ヒルムト侯爵の言うことが、まったく理解できなかった。

「わかりません。先回りして動け、とは……？」

「先回りして動いて、それが間違えていたら？」

　研修生の少女たちは声をあげた。

　ヒルムト侯爵はふたりを一いち瞥べつして、一言、

「お前たちが間違えたのなら、お前たちの責任だろう？」

「…………無理ですよ」「普通に命令してくださいよ……」

「なんで儂がお前らごときに直接命令を下さなければならんのだ。図に乗るな」

　ヒルムト侯爵は２人の少女に、大剣を向けた。

「儂の意図を先回りして、黙っていても聖剣を持ってくるくらいできずに、立派な社会人と言えるか。まったく。まぁいい。さっさと『契約』しろ。儂の道具になれ。『契約のメダリオン』を出すがいい。研修生。グループＡＡの１番と２番」

「違う！」「私たちは、そんな名前じゃない！」

　少女たちは首を振った。

「「私たちはこの時点をもって研修をやめさせていただきます！」」

　少女は兵士たちの剣を避よけるように──後ろに転がり、叫んだ。

「侯爵さまの本心を確かめる機会をくれて、ありがとうございました!!」

「私たち、間違えてました。お助けください！　『天竜の代行者』さま!!」




　どがががっ!!




「──ぐぁっ!?」「がっ。ぐぁっ!!」

　兵士たちの中から、悲鳴があがった。

　突然だった。

　頭上から降ってきた金髪の獣人が、２人の兵士を蹴けり飛ばしたのだ。

　獣人の少女はエリート研修生の手を握り、そのまま霧の中へ逃げて行く。

「逃がすな、『聖剣使い』!!」

「『空裂斬』!!　『２連撃ダブル』！」

『聖剣使い』の剣が霧を払う。衝撃波が空を裂く。

　だが、獣人の少女には届かない。彼女の姿は、すでに霧の中に消えていた。

「霧の中に突入する！　兵士たち、ついてこい!!」

　ヒルムト侯爵は歯がみしながら、指示を出す。

「「「はいっ!!」」」

「そういえば──さっき見えた人影の中に、獣人はひとりだけだったな」

　兵士たちと一緒に駆け出しながら、ヒルムト侯爵はほくそ笑む。

「ならば、奴やつらは墓穴を掘ったぞ。動きにくいこの砂浜で、最も機動力のある獣人を、役立たずの救出に使うとはな!!　これで奴らの戦闘力は激減した!!」

「「「一気に敵を追い詰めるとしましょう!!」」」

　ヒルムト侯こう爵しやくの軍団は隊列を組んだまま、砂浜を駆ける。

　全員が手て練だれの戦士だ。脚力には自信がある。追いつくのは難しくはない。

　さらに、こちらには最強の『聖剣使い』がいるのだ。

「奥義！　『大空裂斬ギガソニツクスラツシヤー』!!」

『聖剣使い』が剣を振る。扇形に霧が払われ、クリアな空間が生まれる。

　砂浜には足跡が残っている。逃げた研修生のものだ。

「周囲を警戒しろ！　伏兵がいるかもしれぬ!!」

「了解し──ぐぁっ!?」

　侯爵が叫んだ瞬間、兵士の一人が蹴り飛ばされ、倒れた。

　侯爵は現れた敵を見て、目を見開いた。

　兵士たちの背後から現れたのは、さっきと同じ、金髪の獣人だった。

「──同じ獣人が──逆方向から!?」

「いくわよーっ！　えい！」




　どごぉっ！




　兵士の剣をかいくぐって、金髪の獣人の蹴りが飛ぶ。

　それをまともにくらった兵士が地面に転がる。

　獣人の少女の表情は見えない。竜っぽいお面を被かぶっているからだ。

　そのお面さえも、さっき現れた者と同じだ。戦闘力も、動きの速さも。

「ばかな！　一体、何人の獣人がこの場にいるのだ!?」

「──侯爵閣下！　また獣人が──ぐはっ!!」

　別の兵士の身体からだが真横から転がってくる。

　彼を殴り飛ばしたのも──やはりお面を被った金髪の獣人だ。

　逃げた獣人、背後から現れた獣人、側面から襲って来た獣人。同じ獣人が３人もいる。

　まるで、霧に惑わされているようだった。

「密集隊形を取れ！　敵はどこから来るかわからぬ。備えるのだ！」

「侯爵閣下。長時間の戦闘は『呪い』の影響が……」

「わかっておるわ！」

　こちらの兵士は残り２人。うち１人が怪け我がを負っている。数の優位はすでに消えた。

　このまま砂浜を突破して、呪いの影響から脱するしかない。

「『聖剣使い』イクスよ。次に獣人が現れたら、確実に斬り倒せ。できるな？」

「可能です。絶技を使います。俺の広範囲攻撃をお見せしましょう」

「よし。ひとり残して、後は殺しても構わない。その正体と背後関係は、『白いギルド』に調べてもらうこととしよう」

「御ぎよ意い」

　ヒルムト侯爵と『聖剣使い』イクスは、声をひそめて敵を待ち受ける。
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　どこから来るかわからない。魔法での攻撃もありうる。

　だが、こちらには『聖剣使い』がいる。敵の位置がわかり次第、絶技で圧倒する。

　侯爵は大剣を、『聖剣使い』は片刃の剣を握りしめる。

　しばらくして──敵が現れた。

「とりゃあああああっ！」

　霧を裂いて、金髪の獣人が出現する。位置は真っ正面だ。

　同時に『聖剣使い』イクスは剣に魔力を込めて、絶技を発動する。

「絶技！　『究極八連空斬波アルテイメツト・ソニツク・エイトスラツシヤー』!!」

『聖剣使い』の剣から魔力の刃やいばが飛び出した。

　それは剣先から８方向に分かれ、半円形に展開する。

　魔力の刃は、金髪の獣人をかすめて──その腕を裂いて──




「分身のダメージが限界。じゃあね」

　ぽんっ。




　獣人の少女の身体が水に変わり、弾はじけて消えた。

「…………え？　なんだ。あれは」

「侯爵さま……おかしい。前方には誰だれもいない!?」

『聖剣使い』イクスの絶技は、前方の霧をすべて消し去った。

　だが、誰もいない。足跡と、獣人の少女だった水が残っているだけだ。

「どこだ!?　敵はどこにいるのだ!?」

「エリート研修生もいない!?　一体、どこに消えたというのだ──？」

　ヒルムト侯爵と聖剣使いが叫んだ瞬間──声がした。




「──詠唱完了です」




　それは、侯爵と聖剣使いの頭上からだった。

「「な、なにいいいいいっ!?」」

　侯爵、聖剣使い、兵士たちは一斉に頭上を見上げ──目を見開いた。

　彼らの頭上には、翼の生えた少女がいた。

　プラチナブロンドの──奇妙な仮面を被った、小さな少女だ。

　その背中には巨大な翼が生えていて、そこから数個の球体が発生している。

　中には少年が一人、少女が数人。逃げ出した『エリート研修生』もいる。

　球体に入った者たちは自由に空を飛び回っている。

「ち、地上に、いない!?　お、俺の剣が当たらなかったのはそういうことか!?」

「な、なにをしている。撃ち落とせ！　落とせ──っ!!」

　侯爵が叫び、聖剣使いがまた、魔力の刃を飛ばす。

　が、当たらない。敵は空中を飛び回っている。

　そもそも聖剣使いのスキルは、地上の敵を倒すためのものだ。

　頭上の敵を狙ねらって斬るなんて、そんな器用なことができるはずがない。

　その間に褐色の肌の少女が細い腕を振り上げ──宣言する。




「『古代語魔法──水爆球ウオーターボール』!!」

　次の瞬間、巨大な水の球体が、彼らに向かって飛んできた。




「な、なななななっ、なんだこの水のかたまりは──家よりもでかい──だと!?」

「知らない──っ！　こんな魔法は知らないぞ──っ!!」

「に、逃げましょう。逃げましょう侯爵閣下!!」

　叫ぶ侯爵も兵士も動けない。

　頼りの『聖剣使い』は絶技のあとの硬直時間だ。

　侯爵自慢の『指揮スキル』も、配下が１人になってしまっては意味がない。

　さらに、目の前には、足をすくませるほどの巨大魔法。

　逃げる間もなく、彼らは水の球体に取り込まれ──




「に、にげがぼがぼごぼごぼ」

「げぼがぼごぼがぼぼぼぼぼぼぼっ!!」




　巨大な水の玉は、侯爵も聖剣使いも兵士も飲み込んで──そのまま渦を巻いて回転し──

　ぱんっ、と、破裂した。




「「「ぐがらばっ！」」」

　巨大な水の中で振り回され、飛ばされ、最後に水の塊をたたきつけられての３連コンボ。

　衝撃で頭を揺さぶられ、侯爵たちは砂浜に転がった。

「……たた、かえ、『せいけんつかい』……」

「……あなたの指揮が…………ひどすぎ……いえ、天竜を相手にしたのが……まちがい」

　がく、と、『聖剣使い』は意識を失った。

　やがて、霧が晴れていく。

　ひとり残ったヒルムト侯爵が見たのは、動かない配下たちと、それを一人一人縛り上げていく、メイド姿の少女。

　こちらをにらみつけている『エリート研修生』たち。

　そして、人間の少年と、謎の少女たちだった。

「話を聞かせてくれるかな、侯爵閣下」

　少年は言った。

「あなたがここで行っていた、『新人研修』の真の目的について」










　──ナギ視点──










「すごいな。新スキル『ふらい』って」

「えっへん」

　シロは真っ平らな胸を張ってる。

　あのスキルは、シロが『天竜の卵』状態の時に使ってた『れびてーしょん』の進化形だ。

　使うと、シロの背中に翼が生えて、自由に飛べるようになる。

　さらに『飛行球体』というものを作って、そこにパーティの仲間を入れることもできる。球体の中に入った人も、シロのように飛ぶことができるというすぐれものだ。

　もっとも、制限時間があるから、自由に空を飛んで旅行──ってわけには、いかないけど。

「……『エリート研修生』さんも、なんとか助け出せたか」

　彼女たちはまだ、ヒルムト侯爵を信じてた。

　僕たちの話も聞いてくれたけど、でも、どうしても自分自身で侯爵の本心を確かめたい、って聞かなかったんだ。

　だから、いざという時は助けることにして、彼女たちには自由にしてもらった。

　彼女たちは、ここで起きたことの貴重な証人だからね。それに、自分で話を聞いて納得したいという気持ちも、なんとなくわかるから。

「『ふらい』で引っ張るのが間に合って良かったです」

　セシルは胸を押さえて、ため息をついてる。

　僕は彼女の首筋に触れて、それから、額に手を当てた。

「熱はないな。体力の方は大丈夫？」

「だ、大丈夫です。水魔法は殺傷能力が低いですから、魔力消費も少ないみたいで……」

「そっか。よかった」

「それに、ちゃんと魔力供給をいただきましたから」

　セシルは肩越しに僕を見上げながら、笑った。

　セシルの『古代語魔法　水爆球ウオーターボール』は『火球フアイアボール』の水バージョンだ。水球が相手を中に取り込んで、洗濯機みたいにかき混ぜた上で破裂する。

　奴らからは、情報を仕入れなきゃいけない。だから、安全に無力化できる魔法を使ってみたんだ。

「…………は、はぅ……」

　僕の腕の中で、セシルはため息をついてる。

　再び額に手を当てると……あれ？　体温が上がってきてる？　それに、首筋も汗ばんでる。

　耳もちょっと赤くなってる。やっぱり少し休んだ方が──

「ご、ご主人さま。みなさんが見てますっ」

「ご、ごめん」

　僕は慌ててセシルの首筋から手を放した。

　霧の中だから堂々とセシルの胸に手を当てて、魔力供給してたからね。

　つい、その流れで……反省反省。

　まだ終わってない。早いところ貴族さんから話を聞き出して、メインのクエストに向かおう。










　十数分後。

　僕はうずくまるヒルムト侯こう爵しやくと向かい合っていた。

『聖剣使い』と他の兵士たちは、まだ気絶してる。当分は目覚めないと思う。

　アイネとイリスが、兵士さんたちの面倒を見てるからね。

「そろそろ話してくれてもいいんじゃないかな。ヒルムト侯爵」

　顔につけた『海竜のお面』を直しながら、僕は聞いた。

「あなたが人魚を住すみ処かから追い出し、この地で『呪のろい』耐性を持つ人を探していた理由を」

「…………う、うぅ」

「こちらは正式に、この地の住人から依頼を受けている。正気に返った研修生たちも、ここでなにが行われていたか、みんなに話すだろう。『研修』はもう終わりだ」

「…………おそるべきは『天竜の代行者』よ……あぁ」

　あきらめたのか、ヒルムト侯爵はうずくまったまま、話し始めた。

「……高位の貴族にだけ伝わる伝説があるのだ。この地に、かつて巨大な存在がいたと。それをいにしえの勇者が──殺したと」

「この地にいた巨大な存在を……勇者が殺した？」

　巨大な存在──『地竜アースガルズ』のことだろうか。

　それをいにしえの勇者が、殺した……って。

「勇者はその戦いのとき、聖剣を失った。確かめようもないことだがな。だが──」

　倒れたままの黒髪の少年を指さす、ヒルムト侯爵。

「我らが協力している組織がこのイクスを派遣してきた。こやつには『聖剣使い』のスキルがある。『聖剣』さえ手に入れれば最強になれる。そして、聖剣はこの地にあると」

「『新人研修』なんてやってたのは、その聖剣を探すためか」

「ああ。聖剣は人魚の住処の奥にあるらしいからな。探索するために、『呪い』に耐性を持つ者を見つけ出す必要があったのだ」

「だろうな」

「それに今時の若い者を鍛え直すのは、儂わしの趣味でもあるからな」

「最悪な趣味だな」

　僕が言うと、ヒルムト侯爵は力なく、こっちをにらんだ。

「あんたが聖剣を手に入れたいなら他人を利用しないで、自分自身でやればいいだろ」

「ばかな！　儂にもしものことがあったらどうする！」

　ちょっと待て。なに言ってるんだこいつ。

「どうして儂が危険を冒して呪いの中心に踏み込まねばならぬ!?　そういうことは配下が気を利かせて行うことであろう!?　だから儂は『研修』を企画し、協調性があり、察しの良い者を育てようとした。『呪い』に耐性がある者も見つけ出した。あと数人、それが増えれば探索させるつもりだったのだ……」

「人魚を捕らえたのは、『呪い』浄化の役目をさせるためか」

「そうだ。なのに、儂らが来たら、奴らはさっさと逃げおった。しかも気の利かない亜人どもは、わざわざ命令しなければ浄化の歌を歌わないのだ!!　まったく!!」

　……なんだか、話をするのが嫌になってきたなー。

　みんなも、うんざりした顔になってるし。

　とりあえず、彼らのやろうとしてたことはわかった。

　この地──おそらく『魔竜の遺跡』には、かつて地竜を殺した『聖剣』が眠っている。

　彼らはそれを手に入れようとしていた。

『研修』を行っていたのは、この地に人を近づかせないようにするためと、『呪い』に耐性を持つ者を見つけ出すため。

『呪い』耐性を持つ者が増えたら、聖剣の探索をするつもりだった、ってことか。

「……なんだかなぁ」

　とにかく、聞きたいことはすべて聞いた。

『聖剣使い』のスキルについてはだいたいわかった。弱点も分析できた。能力は丸まる裸はだかになったから、対策は難しくない。あとで保養地の人たちに情報を流しておこう。

　あとは──

「わ、わ、わわわわわわ儂を殺すのか」

　ヒルムト侯爵はガタガタと震え始めた。

「それを決める権利があるのは、あんたにひどい目にあわされた人たちだよ」

　僕は後ろで待っていた３人に向かって、うなずいた。

　１人は、船に捕らわれていた人魚の少女──ソーニアのおさななじみで、ルーミア。

　あとの２人は、『呪い』耐性を持つ研修生の少女たちだ。

「ルーミアは人魚の代表として、こいつをどうするか決める権利があると思う。どうする？」

「……もう、ここにこないで」

　リタに背負われた人魚は、小さな声で言った。

「……このひとのせいで、みんながんばって逃げた……はたらいた。それは人魚のしたくないことだから……二度とここにこない。ここのことは考えないって、『けいやく』して」

「私たちには……なにも言う権利はありません」

「私もおだてられて、研修生のみなさんに対して、いばってましたから」

『エリート研修生』たちは、がっくりとうなだれてる。

「ただ……これからは仕事の条件はちゃんと提示して、守るって『契約』して欲しいと思います。それと、心をやられてしまった研修生のみなさんを、ちゃんと治療してくれれば」

「ということだよ、ヒルムト侯爵。この条件を飲むか？」

「……ぐぬぬ」

　ヒルムト侯爵は僕たちをにらみつけて、それから。

「……わかった。代わりに……頼む。『浄化の歌』を……お願いだ」

　彼は腰につけた護ご符ふを差し出した。

　中央にある水晶が、どす黒く染まりかけてる。ヒルムト侯爵は続ける。これが真っ黒になってしまったら、自分は『呪い』から身を守ることができなくなる。精神がやられてしまえば、『契約』を実行することも難しいだろう……と。

「どうする？　ルーミア」

「うたうー」

　人魚の少女はうなずいた。

　最後に僕の提案で「人魚にも研修生にも、嫌がらせや報復をしない」って条件を付け加えて──

　人魚のルーミアと『エリート研修生』の２人は、侯爵と『契約のメダリオン』を打ち合わせた。

「それじゃ、うたうねー」

　リタの背中に乗っかったまま、人魚のルーミアは歌い始めた。




『浄化』が終わったあと、侯爵は小舟に乗って、沖の船へと戻っていったのだ。

　さてと、こっちは仕上げだ。

『呪いの地』の調査と、聖女さまに頼まれた『浄化の銀ぎん盤ばん』の設置作業を済ませよう。










　──その後、船に戻ったヒルムト侯爵たちは──










「お前たちが役立たずだからこうなったのだ!!」

　ここは、沖へと向かう船の中。

　船室には、配下の兵士たちが集められている。『聖剣使い』だけは、魔力を使いすぎたのか、意識を失ったままだ。

　それでもヒルムト侯爵は、配下に向かって叫び続ける。

「あの『天竜の代行者』とやらに先手を打たれたのも、すべてはお前たちに協調性が足りなかったからだ。儂の考えを察して、早めに手を打っていれば、こんなことにはならなかったものを!!」

「……侯爵閣かつ下か」

　不意に、兵の一人が声を上げた。

「『天竜の代行者』とは、なんのことでしょうか？」

「……は？」

　侯爵は目を丸くした。

　彼は知らない。

　倒れた兵士たちをスタンさせたアイネのモップには『記憶を消去する』能力があったことを。

　兵士たちはすでに、ここ数十分のことを忘れている。

『天竜の代行者』のことも、自分たちが彼らに、無力化されたことも。

「ばかものが！　まったくお前たちは無能な奴らだ。雇った儂が恥ずかしいわ！」

「「「「…………」」」」

「さあ、さっさと持ち場につけ。全速力で町に戻り……おい、なんだその目は」

　ゆらり、と兵士たちが立ち上がる。

　全員、怒りに眉まゆをつり上げて、拳こぶしを握りしめて。

「儂にそんな態度を取って、ただで済むと思っているのか……待て。なんだ。お前たち、自分の立場がわかっているのか。儂に逆らったらどうなるか……」

「いえいえ、べつにー？」

　兵士の一人が言った。

　彼は首の後ろを押さえて、妙にすっきりした顔で、告げる。

「ちょっと前まであなたが恐ろしかったんだけどな……今は、それほどでもねぇんだ」

「妙に安心してるんだよなぁ。なんとかなる、って」

「まるで、見えない精霊が、俺の心配や気疲れを払ってくれたようだ」

　兵士たちは顔を見合わせた。




　ナギがこの場にいたら解説してくれただろう。

　それはイリスの『安心刀あんしんとう　心こころ安やす丸まる』の力だと。




　侯爵に強制的に使われてた兵士に罪はない。

　だから、彼らにトラウマが残らないように、イリスが『心安丸』で、不安を払っておいたのだ。

　その結果、彼らの心の中にあった『侯爵さまへの恐れ』も消えてしまったわけで──

「よくも今まで、無茶な命令ばかりしてくれましたねぇ」

「いつもいつもののしって……罵ば倒とうして」

「俺らだってがんばって働いてるのに、よくそんな態度が取れたもんだ」

　兵士たちはゆっくりと、侯爵に詰め寄っていく。

　侯爵の顔がひきつる。青ざめる。助けを求めて左右を見回すが、『聖剣使い』は未いまだに気絶中だ。

　逃げだそうにもここは船の中。飛び込んで逃げても、行き着く先は『呪のろいの地』の砂浜だ。

　侯爵の身体からだが震え出す。

　立場をわきまえろ──その言葉がそのまま跳ね返ってきたように、彼はかすれる声で叫び出す。




「待て。待ってくれ。反省するから。お前たちにもちゃんと研修を受けさせ──え？　いらない？　代わりに休みをよこせ？　わかった。機会を見つけて──え？　今まで未払いになっていた報酬を払え？　一括で？　お前たち、それは話が違うだろう。立場をわきま──あ、待って。やめてくれ。儂が、儂がわるかった────っ!!」




　──広い広い海原に、ヒルムト侯爵の悲鳴が響き渡った。








第13話「伝説に残らなかった聖剣と、心やさしい竜の半はん身しん」






　ヒルムト侯こう爵しやくたちを追い払ったあと、僕たちは人魚の住む入り江に向かった。

　場所は『新人研修』が行われている砂浜から、徒歩数十分。

　たどりついたそこは、薄暗い岩場だった。

　目の前には大きな岩壁があって、その下に、巨大な洞どう窟くつがある。

　洞窟のまわりは、岩でできた入り江になっている。僕たちでも、岩を伝って歩いて行けるようだ。

「おさがしの場所は、たぶん、この奥です」

　ルーミアは水を撥はねながら、僕たちを入り江の奥へと案内してくれた。

　僕とシロ、セシル、リタ、アイネ、イリスはルーミアが指さすコースに沿って進んでいく。

「この先が……『魔竜の遺跡』なのかな」

　目の前には、地下に通じる薄暗い空間がある。

　ヒルムト侯爵たちは、この先に『聖剣』があると確信していた。

『海竜ケルカトル』が教えてくれた、『魔竜の遺跡』の候補地もこのあたりだ。

　たぶん『地竜アースガルズ』に関わるものが、ここにあるはずだ。

「アイネとイリスは、ここで待ってて。なにかあったらメッセージを送るよ」

「大丈夫。水辺ならアイネは無敵なの。誰だれが来ても干物にしちゃうの」

「イリスだって、覚かく醒せいすれば大抵の敵は倒せましょう」

　アイネとイリスは、むん、と胸を張った。

「わたしは、ナギさまと一緒に行きます」

　セシルはまっすぐに僕を見て、言った。

「大丈夫です。危ないと思ったら戻りますから……わたしに、地竜さんと会う機会をください」

「わかった。絶対に手を放さないようにね」

「大丈夫よ。ご主人さまとセシルちゃんとシロちゃんは、私が守るもん」

　リタは真剣な顔で、僕とセシルの手を握った。

　その手に、シロの小さな手が重なる。

「ふっふーん。シロだって、おとーさんとセシルさんとリタおかーさん、守るかと！」

「うん。それじゃ、行こう」

　僕とシロ、セシルとリタ、人魚のルーミアは、薄暗い洞窟の中へと、足を踏み出した。

「セシル、灯あかりをお願い」

「では『魔法属性変更エレメンタル・チエンジヤー』を解除して……発動！　『古代語魔法　灯りライト』。出力調整版！」

　セシルは『真・聖せい杖じようノイエルート』を掲げ、魔法を発動した。

　杖の先に、大きな光が灯ともった。サイズは、バレーボールの玉くらい。

『古代語魔法　灯り』の出力を小さくして、持続時間を長くしたものだ。

「私が安全確認しながら進むわ。ナギたちは、ゆっくりついてきてね」

　リタは先頭に立ち、シロと手を繫つないで歩き出す。

　その後ろでセシルが『灯り』を高く掲げてついていく。

　僕とセシルはその後方だ。

『灯り』は岩壁と地面と、通路に沿って流れる水路を照らしてる。

　人魚のルーミアは僕の歩く速度に合わせて、水路をゆっくりと泳いでる。ときどき指さし確認して「そこ、崩くずれてるです」「歩きにくいです」って教えてくれる。いい子だ。

「この洞窟の先になにがあるのか、ルーミアは知ってる？」

「水路が続いてるところまでなら、わかるです」

　ルーミアは水色の髪から水滴を飛ばしながら、うなずいた。

「その先は行ったことないですけど……でも、ルーミアを捕まえてたひとは『洞窟の奥に聖剣がある』とか『剣術使いが、聖剣使いになって無敵無双』とか言ってたです」

「聖剣か……」

　普通に考えれば『神の加護を受けたむちゃくちゃ強い剣』だろうけど。

　ブラックな連中がそれを求めていたことから考えると……嫌な予感しかしないな。

「この先は分かれ道よ。ナギ」

　不意に、先頭を歩くリタが立ち止まった。

「左は道がでこぼこしてる。起伏もあるわね。右は通りやすそうよ」

「左の道から魔力を感じます」「左だよー」「こっちです」

　セシルとシロとルーミアが、左の方を指さした。

　僕たちは左の道に向かった。

『古代語魔法　灯り』のおかげで、まわりの様子もよくわかる。

「こっち。もうちょっと右だよ。こっちの方が通りやすいかと！」

「ちょ、ちょっと、シロちゃん？　どうしてわかるの!?」

　シロはひょいひょいひょーい、って、岩場をどんどん進んでいく。

　獣人のリタと同じくらいのスピードだ。すごいな。

「……ここ、誰かが通ったあとがあるようです」

　不意に、セシルがつぶやいた。

「そうなのか？」

「はい。自然の洞窟にしては不自然です。まるで、誰かが道を通してくれたみたいです」

　セシルは『灯り』を地面に向けた。

　地面には、ひとが一人通れるくらいの道がある。シロはそこを本能的に選んでいるようだ。

「誰かがここを通れるようにしたってこと？」

「『呪のろい』に耐性を持つ人が、ここに来たのかもしれません」

「それはありえないです」

　セシルの言葉に、ルーミアが応こたえた。

「人魚はこの入り江で、ずっと生活していたです。誰かがここを通ったのなら気づくはずです」

「それよりも前なら、どうかな」

　僕は言った。

「人魚がここに来る前。ここが『呪われた地』になる前に、誰かがここを通ったとしたら……」

　その『誰か』が、貴族に聖剣のことを教えたのかもしれない。

　でも、その人は、どうして自分で聖剣を持って行かなかったんだろう？

　……わからない。

　それを知るには、この先に行って確かめるしかない。

「ご案内できるのはここまでです」

　浅い水の中から、人魚のルーミアが僕たちを見上げていた。

　水路は落石で途切れている。ルーミアがついてこれるのはここまでだ。

「ルーミアはここで浄化の歌を歌い続けるです。みなさんはどうするですか？」

「聖女さまの依頼は、『呪い』の中枢付近に銀ぎん盤ばんをセットすれば完了なんだけどね」

　僕は荷物から『浄化の銀盤』を取り出した。

　これを起動して、人魚の住すみ処かを取り戻すまでが僕のクエストだからね。

「行けるところまで、行ってみるよ」

　人魚の伝承によると、大地に住む竜に人間の王がとてもひどいことをしたらしい。

　そしてたぶん、そのことによって大地の竜は死んでる。

　もしも、その竜にした「ひどいこと」に聖剣が関わってるなら──

　シロや『海竜ケルカトル』のためにも、放っておくことはできない。

「……んー、おとーさん。くすぐったいよ？」

「あ、ごめん」

　いつの間にか、僕はシロの頭をなでてた。

　セシルとリタ、それにルーミアまで、なんだか優しい顔でこっちを見てる。

「竜に関わる聖剣があるなら、シロちゃんのためにも放っておけないですからね」

「では、これを持って行ってほしいです」

　ルーミアは胸のあたりから、小さな水晶玉を取り出した。スキルクリスタルだ。

「人魚が楽しく歌うためのスキルです。リタさまならこれで『浄化の歌』が使えるかもしれません。人魚はしばらくすると、また勝手にスキルができますから、どうぞ」

「ありがとう。大事に使うよ」

　僕はスキルクリスタルを受け取った。

　スキル名は『無む心しん歌か唱しようＬＶ３』だ。




『無心歌唱ＬＶ３』

『歌』を『自由に楽しく』『歌う』スキル




　僕たちはルーミアに手を振って、また、進み始めた。

　ルーミアは『浄化の歌』を歌い続けてる。

『呪い』を少しでも打ち消そうとするみたいに。ほんと、いい子だな。人魚さん。

「空気の流れが変わったわ。ナギ」

　しばらく進むと、リタが足を止めた。

「この先は行き止まりよ。たぶん、終着点ね」

「……魔力が強くなってきました」

　セシルは僕の腕にしがみついてる。シロは平気な顔だ。

　たぶん、この先にいるものがなにか、わかってるんだろうな。

　僕は通路の奥に視線を向けた。

　この先は急に道が狭くなってる。

　左右の壁が飛び出ているから、人ひとりがぎりぎり通れるくらいの隙すき間ましかない。

　無事に通れたとしても、この先にいる誰かの怒りを買って、通路を塞ふさがれたらアウトだ。

　ここは、相手の許可を得てからにした方がいいな。

「シロ。『地竜アースガルズ』に呼びかけてみてくれる？」

「はい、おとーさん！」

　シロは両手を、口のまわりでメガホンにして──




「こーんにちはーっ！　シロだよ！　『天竜ブランシャルカ』だよっ!!」

　洞窟の奥に向かって、叫んだ。

「あなたの魔力をもらって復活したかと！　話があるから、ここを通ってもいい──っ!?」




　────ふふ。




　気のせいか、かすかに笑う気配があった。

　そして──目の前の岩が動いた。

　通路を塞いでいた左右の岩壁が、手前に崩れる。

　狭くなっていた通路がひらけて、その先にあるものが見えた。




「……骨と……剣？」




　行き止まりの壁に、巨大な骨が埋まってる。

　壁の高さは数メートル。でも、そこに埋まってる骨は、肋ろつ骨こつの下半分くらい。

　つまり、この上には肋骨の上半分があって、さらにその上には背骨があるってことになる。

　全体の大きさは……想像もつかない。

　剣は、肋骨のひとつに刺さっていた。

　刀身は銀色で、持ち手は真っ白だ。柄つかの先は竜の頭のかたちになっている。

　その先端は、肋骨を貫いて、丸くなった岩に突つき刺さっている。

　岩のかたちは──なんだか、心臓みたいに見えるけど──

「…………痛いよ」

「シロ？」

「いたいよ……こわいよ」

　不意に、シロがぽろぽろと泣きだした。

「シロ!?　どうした!?　どこか痛いのか？」

「わかんない。でも、この剣、見てるとすごく……痛いよ」

「セシル、シロを見ていて。この先には僕とリタが行くから」

「ううん！　行く。この先に行くかと！」

　シロはプラチナブロンドの髪を振って、僕を見た。

「これ、きっとシロが見なければいけないもの。知らなければいけないことかと！　だから、おとーさんと一緒にいく。セシルさんとリタおかーさんと一緒に確かめる!!」

「……わかった。だけど、無理だと思ったら言うんだよ？」

　僕はシロの手を握った。

　わかった、と答えるみたいに、シロは僕の手を握り返してくる。

　僕とシロ、セシルとリタの順番で、僕たちは洞どう窟くつを進んでいく。

　進むたびに、骨の全体像が見えてくる。これは──

「竜の骨……だと思います。ナギさま」

　セシルが、ぽつり、とつぶやいた。

「死んだ竜が、ここに埋まってるんです。それが骨になって──こんなふうに」

「剣が突き刺さってるってことは、死因はこれかな」

「はい。たぶん……ですけど」

　こうして見ると、竜の骨の大きさがよくわかる。

　たぶん、起き上がるとビルひとつ分くらいはあったんじゃないかな。

　それを貫く聖剣も、かなり長い。竜の肋骨を貫いてるんだから当然か。

「これが侯こう爵しやくたちが欲しがってた『聖剣』か」

　僕たちは、『聖剣』を遠巻きにしていた。

　この剣はやばい。竜の肋骨を貫いてるのもやばいし、古いのに傷ひとつないのもやばい。

『……この剣は……我から見てもやばいのじゃ……』

　不意に、僕の背中で魔剣のレギィが震えた。

『剣の姿を持つ者として、これだけは言っておくのじゃ。この剣は、慈悲もなにもなく、救うものもなにもない。ただ、奪うだけの剣じゃ』

「……レギィでもやばいって思うくらいなのか……」

　レギィは異世界から召喚された魔法剣だから、この剣の危険性がわかるのかもしれない。

「もしも本当にこれが竜の死因なら……竜を殺す力があるってことか……」

　だとしたら、これは今すぐ海の底に捨てるべきだ。

　そのあと深く深く埋うずめて、二度と人目に触れないようにしたい。

　そのためには、これを骨から抜く必要がある。

　剣は骨を貫通してる。つかんで引っ張っただけじゃ抜けない。

　石でがんがん叩たたいて、むりやり引っこ抜く必要がある。

「でも、そんなことしたら怒られるだろうな。この骨の主に」




『──この剣は抜けぬ』




　天井の方から、声がした。

　顔を上げると……壁から突き出た骨のひとつに、小さな人が座っていた。

　着ているのは、漆しつ黒こくのローブ。

　髪も真っ黒だ。少しとがった耳の後ろに、小さな角が生えている。

「……黒髪の人だ」

　この前攻略した、隠しダンジョンにいた人と、姿はまったく同じだ。

　だけど、表情が違う。あのダンジョンにいた人は、まったくの無表情だった。

　でも、この人には表情がある。本当に生きて目の前にいるみたいに。それに──

「これが『黒髪の人』──？」

　目の前の少女の姿は、リタにも見えている。

　シロが一緒にいるからか、それとも相手が別の存在だからなのかはわからない。

　けど、彼女がこないだ見た残留思念と別物なのは確かだ。

「あなたが『地竜アースガルズ』ですか？」

　僕が言うと、『黒髪の少女』は、おどろいたように僕の方を向いた。

「この前『謎のダンジョン』で、あなたにそっくりな人を見ました。その人はダンジョンの試練について教えてくれて──僕たちはそこで『地竜アースガルズ』の魔力を手に入れたんです」

『……名乗れ』

　優しい笑みを浮かべながら『黒髪の少女』は言った。

「僕はソウマ＝ナギ。異世界から召喚された『来訪者』です。このふたりは僕の『結魂スピリツトリンク』の相手で、魔族のセシル＝ファロットと、獣人のリタ＝メルフェウスです。それと、この剣は僕の相棒のレギィ。悪いものじゃないです」
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　間かん髪はついれずに、僕は答えた。

「は、はじめまして」

「お、お邪魔してます」

『失礼しておるのじゃ。古いにしえの、偉大なるものよ』

　みんなも、すぐにあいさつを返す。セシルもリタもレギィも、緊張した声だ。

　最後に、僕はシロの肩に手を乗せて、

「そして──この子はシロ＝ブランシャルカ。天竜の幼生体で、僕の子どもです」

「は、は、は、はじめまして！　シロだよ!!」

　シロは『黒髪の少女』に向けて、深々と頭を下げた。

「『地竜アースガルズ』の魔力のおかげで、生まれたよ！　おとーさんとおかーさんと、同じ時間を生きられるよ！　ありがとうだよ!!」

『…………あぁ』

『黒髪の少女』は、優しい笑みを浮かべてる。

　白いローブに包まれた胸を押さえて、とても、おだやかな表情で。

『ありがとう。我が本体の──末期の願いを、叶かなえてくれて』

「末期の願い、ですか？」

『我が本体が願ったのは、竜と人とが、共に生きること』

　本当に、優しい声だった。

　巨大な骨を、聖剣で貫かれた竜とは、思えないほどに。

『改めて名乗ろう。我は「地竜アースガルズ」の魂』

『黒髪の少女』は言った。

　あっさりだった。

　まるで自分の出身地を語るみたいに、少女は、神話級の名前を告げた。

「やっぱり、あなたが、そうだったんですね」

　あの『謎ダンジョン』を作った張本人で、シロに魔力を残してくれた竜。

　ここに巨大な骨を残した、大地の竜だ。

「眠りを妨さまたげて申し訳ありません。偉大なる地竜よ」

『かしこまることはない。ここにいるのは、魂だけ。身体からだはとうの昔に死んでいる』

『黒髪の少女』は困ったように首をかしげた。

『魂だけが死にきれず、こうして居残っている。しかも、半分はどこかに行ってしまった』

「半分？」

『それはどうでもよい。人の知識では把は握あくしきれまいに』

『黒髪の少女』──『地竜アースガルズ』の魂は、ため息をついた。

『お前たちはここに、なにをしに来た』

「あなたに会いに」

　僕はシロの手を握りながら、答えた。

　シロはかすかに震えながら、僕の手を握り返している。

　セシルとリタは、ぴったりとくっついて、巨大な存在と言葉を交わす僕とシロを見つめてる。

「僕は『霧の谷』で『天竜ブランシャルカ』の卵を託されました。そうしてそのうちに秘宝が眠る『謎ダンジョン』のことを知り、攻略に向かったんです」

『ほほぅ。あれをクリアしたか。うれしいな。あれは我が生前、人間のために作ったものだ』

『黒髪の少女』は、にやりと笑って、僕を見た。

『巨大な秘宝があるとでも思って挑戦したか、人間の子よ』

「いえ、なんか興味があって出掛けてみたら、うっかり攻略しちゃったんで」

『うっかり!?』

「それで、最奥に竜の魔力があったので、このシロにあげたんです」

「もらったかとー」

「シロさんは、わたしたちの家族ですから」

「ご主人さまはシロちゃんのおとーさんで、私はおかーさんだもん」

『……お、おお』

「でも、その後『白いギルド』の『ギルドマスター』という存在と出会ったんです」

　僕は『黒髪の少女』に、『白いギルド』のことを話した。

　異世界から転移した勇者を働かせる組織があること。

　それが、貴族を暴走させていること。

　勇者は力を求めて、数々の秘宝を狙ねらっていること。

　王家や貴族は、竜の遺産や伝説を消そうと思っていること、そんなことを。

「でも、おかしいんです。王家や貴族が竜の遺産や伝説を消そうとしてるなら……どうして『地竜アースガルズ』が『ギルドマスター』なんてやってるのか。あなたに聞けばそれがわかると思って、あなたに関わる場所をさがして、確かめに来たんです」

『想像をはるかに超えた存在だな……お前たちは』

『黒髪の少女』は、笑いをかみ殺してる。

『我が残した魔力を用いて、天竜を孵ふ化かさせるとは……なんとも予想外な』

「おとーさんはね、シロのことをすっごく大切にしてくれるよ？」

　シロが、ぎゅ、と、僕の身体を抱きしめた。

「おとーさんは言ったよ。竜に敵対するものがあるなら、シロが危ない、って。だからおとーさんたちはすっごくがんばって、ここまでシロを連れてきてくれたんだよ」

『天竜の子よ。お前は人間が、好きなのだな？』

「うん。大好きかと。だから教えて、あなたになにがあったのか。その剣は……なんなのか」

『話はわかったよ』

『黒髪の少女』は、何度もうなずいた。

『人の子よ。お前からは、別の竜との関わりも感じる。洞窟の外にも、同じ気配を持つ者がおる。そしてそこにいる少女──いや、少女と赤子は、竜の良き友であった魔族か……ふむ』

「ふぇっ!?」

　セシルが真まっ赤かになってお腹なかを押さえた。

　やっぱり、地竜にもわかっちゃうんだな。そういうことって。

「地竜さんは、魔族のことをご存じなのですか？」

『ああ。我にとっては、自然を愛する彼らは、いい友人だったよ』

『黒髪の少女』は優しい声で、そう言った。

『お前たちとは、色々と語り合うことがありそうだ。まずは……そうだな』

『黒髪の少女』は、肋ろつ骨こつに手を乗せ、それを鉄棒みたいにして逆上がり。

　そのまま、とん、と、骨の上に立った。

『その剣の話をしよう』

『黒髪の少女』は喉のどを反らして、はぁ、とため息をついた。

　それから、肋骨に突き刺さった剣を指さして、

『その剣の名前を──人間どもは「聖剣ドラゴンスレイヤー」と呼んでいた』

「聖剣──ドラゴンスレイヤー？」

　ストレートな名前だ。

『ドラゴンスレイヤー』、つまり『竜殺し』か。

「……誰だれがそんなものを作ったんですか」

『竜に恨みを持つ錬金術師アルケミストが、長い時間をかけて作り上げた──と、聞いている』

　正確なところはわからぬがな、と、『黒髪の少女』は言った。

『しかし、この剣は力が強すぎるゆえに、作った者でさえも扱うことはできなかった。状況が変わったのは、とある王が異世界より勇者を召喚したこと。その勇者が「聖剣使い」のスキルを持っていたことからだ』

　その勇者は十数年かけて、聖剣ドラゴンスレイヤーを見つけ出した。

　その後さらに、数十年の時間をかけて、『地竜アースガルズ』にたどりついたのだという。

「……どうしてその人は……そうまでして、あなたと戦いたがったんですか？」

『王がその者と「契約コントラクト」したからだ。「スキルを活いかして、その力を王に示す」と』

『地竜アースガルズ』の魂は、うんざりしたように肩をすくめた。

『その者のスキルは「聖剣使い」だけだったのだよ。普通の剣では奴やつの真の力は発揮できない。奴が力を示すには、聖剣を実際に使う必要があったのだ』

「「「……はぁ」」」

　……なんだそれ。

　遠い昔に呼ばれた召喚者は『聖剣を使うことで真の力を発現する』スキルを持っていた。

　その勇者は王さまに「スキルを活かして、その力を王に示す」と『契約』した。

　だから聖剣で、『地竜アースガルズ』と戦う必要があった──って。

「……本末転倒ほんまつてんとうもいいところじゃねぇか」

　ふざけんな。なに考えてんだ、その王さまも、勇者も。

　いらない召喚をして、いらない契約をして──関係ない地竜にケンカを売る──って。

　大昔からそんなことしてたのか、王さまと勇者は。

『引っ込みがつかなくなった、と、我と戦った勇者は言っていたよ』

「引っ込み、ですか」

『聖剣を探すのに十数年。「地竜アースガルズ」にたどりつくのに数十年。その間に支払った時間と労力を考えると、いまさら止やめるわけにはいかない、と』

「それだけの時間が経たったのなら、『契約』した王さまは死んでるのでは？」

『跡を継いだ王は「父がはじめたプロジェクトを、いまさら止やめるわけにはいかぬ」「止めたらまわりの者に、先王のやり方を否定したと責められる」と言って、再び勇者と「契約」したそうだ』

「あなたを倒すと、なにかいいことがあったんですか？」

『いや別に』

「ですよね。地竜は、人間の味方だったんですから」

『アーティファクトなんぞを作ったり、魔力を残してやったりしたからの。もっとも、王族、貴族、平民問わずにアイテムをくれてやったから、それが気に障ったのかもしれぬなぁ』

『黒髪の少女』は、穏やかな顔をしていた。

　そんな目にあったのなら、人間を恨んでもいいはずなのに。

『そんなわけで、我は「聖剣使い」と戦って、敗れた。鱗うろこも、肉も骨も「聖剣ドラゴンスレイヤー」に貫かれ、心臓を裂かれた。この剣は名前の通り、竜の天敵であったのだ』

『黒髪の少女』は肋骨から飛び降り、骨に刺さった剣の横に立った。

『だから我は、こんな危険なものを、他の竜に使わせたくはなかった。ゆえに、この剣を身体からだに食い込ませたまま、海に身を投げたのだ。最後の力をふりしぼって、遠くの海岸まで泳ぎ、この洞どう窟くつを見つけた。その奥に身を横たえ──入り口を崩した』

「……え？」

　セシルが、小さく声をあげた。

「じゃ、じゃあ。ここに隠れたのは聖剣を封印するためだったんですか？」

『うむ』

「では、どうして『呪のろい』を発生させていたんですか？」

『この地に誰も近づけないため。聖剣を人に使わせないためだ』

『地竜アースガルズ』はうなずいた。

『聖剣ドラゴンスレイヤー』は、竜に対して強力な力を持つ。

『天竜』や『海竜』もダメージを受ける。

　そうならないために、地竜は聖剣を身体に刺したまま逃げ延び、ここで命を落とした──って。

「……優しい竜さんだったんですね」

　セシルが、ぽつり、とつぶやいた。

　リタも、涙ぐんでる。

　でも、僕は──本気でむかついてきてる。地竜にじゃなくて、当時の王さまと勇者に。

　無用なプロジェクトを始めて、自分の有能さを示すためと、立場を守るために──人間の味方だった地竜を追い詰めて、殺した、って。最悪だ。

　プロジェクトが一人歩きして、みんな、望みもしないのにそれに振り回されて──

　……結局、誰も幸せになってないじゃないか。

「……ナギさま」「ナギ」「おとーさん」

　気づくと、セシル、リタ、シロが、心配そうに僕を見ていた。

　僕は深呼吸をしてから、みんなに向かって笑いかける。

　今は……怒っててもしょうがないよな。地竜の話を、ちゃんと聞かないと。

「疑問があります」

『言うてみよ』

『黒髪の少女』はほほえんだ。

『若者と話すのは楽しいものだ。新しい知見をくれるからの』

「ありがとうございます……えっと、洞窟を崩したのなら『呪い』は必要ありませんよね？　それに、僕たちが来たとき、洞窟は開いてました」

　僕は言った。

「もうひとつ疑問があります。あなたが王家のせいで死んだのなら、どうしてあなたと同じ名前の『ギルドマスター』なんてものが存在するんですか？」

『最初に言った。我は──半分と』

『地竜アースガルズ』の魂が両目を開けた。

　金色の左目が、僕を見た。

　右目があるはずのところには……なにもなかった。

　右の眼がん窩かにあったのは、うつろな空間。

　それを手のひらで押さえて、『黒髪の少女』は、僕を見た。

『人間をいとおしいと思い、他の竜を守るために身を捨てる我がいた。同時に、怒りを抑え切れず、すべてを滅ぼしてしまいたいと思う我もいたのだよ』

「人間に殺されたショックで、魂がふたつに分かれた……ということですか？」

『うむ』

　なんとなくだけど、わかる。

　いくら地竜が人間の味方でも、意味もなく殺されたら、怒るのは当たり前だ。

　しかもそれをやったのは勇者で、依頼したのは人間の王さまだ。

　問答無用で激怒したって仕方ないよな。

『我の魂の半分は、こうしてここにいる。もう半分は人の姿となり、出て行った。人の世界に怒りと混こん沌とんを振りまくために。そいつが我を「魔竜」と呼んでいるのであろう』

「……そういうことだったんですね」

『地竜アースガルズ』は人間が大好きだった。

　でも、人間の勇者に殺されたことで、恨みを持った。魂がふたつに切り裂かれてしまった。

　ひとつは、ここに残って『聖剣』を封印しつづけた。

　でも、もうひとつは人間に仕返しすることを選んだ、ってことか。

「これで、全部繫つながりました」

　カトラスと出会ったあと、僕たちは黒騎士と戦った。

　あのとき、黒騎士は自分を呼び出した術者のことを『竜のようななにかであった』と、言った。

　それが『地竜アースガルズ』の片割れ『ギルドマスター』だ。

「どうしてあなたの片割れは、人間に聖剣を与えようとするんでしょうか？」

『なにもかも憎いのかもしれぬ。人も、それに加護を与えようとする竜さえも』

　そう言って、『地竜アースガルズ』は話をしめくくった。

『もしもお前たちに、この洞窟を崩す力があるのなら、そうするがよい』

「そうなったら、あなたは？」

『死にきれずにまた眠るよ。魂の半身が動き回っている間は、死ねぬからのぅ。この剣が抜ければ……人への怒りも弱まる。我が半身もおとなしくなるはずなのじゃが』

『地竜アースガルズ』の魂は、肋ろつ骨こつに刺さった聖剣を見た。

「……おとーさん」

「わかってるよ。シロ」

　僕は『聖剣ドラゴンスレイヤー』に視線を向けた。

　こんなもの、放置しておけない。いつ誰だれが取りにくるかわからない。

　それに、聖剣に貫かれたまま、『地竜アースガルズ』の魂がここに居続けるなんてあんまりだ。

「この聖剣を抜く方法……無力化する方法があればいい……」

　ここまでハイレベルなアイテムになると、セシルが『鑑定』するのは無理だ。

　フィーンの『即時神聖器物掌握アーテイフアクト・ルーラー』は──いや『聖剣使い』にしか使えないという条件がある以上、支配は難しいだろう。それに、支配できたところで『竜殺し』の効果は変わらない。だったら、危険すぎる。

　本当に無力化するには……この剣が『竜殺しの聖剣』じゃないようにするしかない。

　その方法は──

「質問です『地竜アースガルズ』。この剣の所有権は誰にありますか？」

『当時の聖剣使いはもういない。数百年この身体からだに刺さっていたわけだから、所有権は我にあろう』

「あなたはその所有権を、僕に譲ゆずることはできますか？」

『できるが、譲ったところで使えぬぞ』

「それでもいいです」

　自分では使えないスキルでも、僕はこれまで『再構築』してきた。

　奴ど隷れいのみんなのスキルと同じだ。要は所有権が僕にあればいい。

『よかろう。どうせ忌まわしい聖剣じゃ。お前に譲ろう。ソウマ＝ナギ』

「ありがとうございます。『地竜アースガルズ』」

　僕は壁に突つき立つ聖剣に近づいた。

　正直『竜殺しの聖剣』なんか触れたくない。というか、見たくもない。

　だけどほっとくと、シロや『海竜ケルカトル』が、いつ危ない目にあうかわからない。

「やってみるか」

　覚悟を決めて、手を伸ばす。触れる。

　竜を模した柄を、握る。感触を確かめるみたいに力をこめて、僕はスキルを発動する。

「発動！　『能力再構築スキル・ストラクチヤー』!!　『聖剣ドラゴンスレイヤー』の概念を呼び出す!!」

　ストレートな名前の聖剣だ。能力は予想がつく。

　概念をウィンドウに表示させると……やっぱり、思った通りだ。




『聖剣ドラゴンスレイヤー』




『竜殺しＬＶ６』

『竜』の『生命活動』を『止める』剣




『威力増強ＬＶ６』

『攻撃』の『威力』を『高める』剣




　さすが聖剣。竜の生命活動を止めるスキルと、攻撃力アップのスキルがついてる。

『地竜アースガルズ』が死にきれなかったのはこのせいか。

　生命活動は止められるけど、精神は別。魂の活動は止められなかった、ってことかな。

「最後に聞きます。もしも僕がこの聖剣を引き抜いて、さらに、竜にとっていいものに変えたら──人を呪っているあなたの半身は、どうなりますか？」

『消えるであろうな』

「消える？」

『恨みがなくなるゆえに。仮に消えぬとも、力は弱まるであろうよ』

「あなたは、それを望みますか？」

『ああ。我は人間も竜も愛している。我の半身を鎮めてくれるなら、それにまさることはない』

『黒髪の少女』──『地竜アースガルズ』の魂は、僕に向かって頭を下げた。

『この忌まわしき聖剣を消し去ってくれるのであれば、報酬を与えてもよいくらいだ』

「じゃあ、昔のことを教えてください」

　僕はセシルの方を見て、言った。

「──魔族が昔、住んでいた場所なんかいいですね。知ってたら教えてくれませんか？」

「ナギさま!?」

　セシル、びっくりしてる。

「魔族が都を作りそうな場所でもいいです。人気がない山の奥地で、魔族が住むのによさそうな場所とか。僕は『結魂』の相手──嫁に、一族のふるさとを見せてあげたいんです」

『ああ……そうだな。その幼き竜を見ていたら、思い出したよ』

『黒髪の少女』はシロを見て、笑った。

『魔族の都は──ここよりはるか東方の山の中にあった。その竜が成人し、翼を持つようになれば、たどりつけるであろう』

「このあたりですか？」

　僕は荷物から地図を出して、広げた。

『黒髪の少女』は苦笑しながら、地図には載ってない、ずっと東を指さした。

『いい友人であったよ。彼らは。お前を見ていると、少しだけ昔のことを思い出す』

「……地竜さま」

『我が健在であったなら、魔族を滅ぼさせたりはしなかったものを……。いつか、魔族の都に行ったら、我の代わりに謝っておいてくれ。地竜が詫わびていた、とな』

「ありがとう。『地竜アースガルズ』。じゃあ、はじめます」

　僕は自分自身に、人魚のルーミアからもらった『無心歌唱ＬＶ３』をインストールした。

　頭の中で『概がい念ねん』を入れ替えてみる。シミュレートする。

　そして、忌まわしい聖剣を握りしめる。

「『聖剣ドラゴンスレイヤー』に命じる。竜にとっていいものに変われ」

　魔力を込めて、宣言する。

「死後も竜と人をしばる聖剣よ。お前を今すぐ書き換えてやる！　発動！　『高速再構築クイツクストラクチヤー』！」

　僕は『聖剣ドラゴンスレイヤー』の『概念』を素早く入れ替えた。

『能力再構築スキル・ストラクチヤー』のレベルは上がってる。マジックアイテムの書き換えだって何度もやってる。

　それに……僕は怒ってる。かなり。

『竜殺しの聖剣』なんてものを作った奴やつにも、それを勇者に使わせた王さまにも。

　地竜の、怒りに満ちた片割れが、この世界のブラック労働と関わってるなら──

『地竜アースガルズ』をこの剣から解放することで、止めることができるかもしれない。

「『天竜の幼生体』のおとーさんをなめるな。こんな危ない聖剣、ぶっこわして書き換えてやる！」

　ざまみろだ。昔の王さまも、この剣を作った誰かも。

　あんたたちの聖剣は、僕が別物に書き換える！

「実行！　『高速再構築』!!　聖剣よ、竜のための剣に変われ!!」

　魔力を込めて宣言する。

『聖剣ドラゴンスレイヤー』の表面に、光が走る。

　肋骨に突き刺さったままの聖剣が、ぶるぶると震えはじめる。

　聖剣は、しばらく抵抗するみたいに揺れていたけど──




　やがて──骨から抜けて、落ちた。




『オ、オオオオオオオオ!?』

『地竜アースガルズ』の魂が──絶叫した。

『オ、オオオオオオオオオオオ!?　剣が、我の心臓を貫いた剣が──剣が────』

「よっと」

　僕は落ちた聖剣を手に取った。

　こいつはもう、『聖剣ドラゴンスレイヤー』じゃない。

　能力を書き換えたせいか、名前まで変わってる。




『聖剣ドラゴンスゴイナー』




『竜活性化ＬＶ１』

『竜』の『生命活動』を『高める』剣




　効果範囲内にいる竜と、竜と繫がっている者の生命力を高める。

　生命活動が活発になるため、小さな傷なら即座に治ってしまう。




『威い力りよく歌か唱しようＬＶ１』

『攻撃』の『威力』を『自由に楽しく』『歌う』剣




　対象の攻撃の威力を測定して、それを楽しい歌で教えてくれる。

　竜の仲間が使うと「こっちの一撃は高威力ー。ゴブリン即死。ドラゴンとってもすごいなー」って感じで、歌いながら敵を威い嚇かくしてくれる。




『忌まわしいものから、やっと解放された。これで……お前に触れられる』

『黒髪の少女』が、ゆっくりと近づいてくる。

　透き通るような笑みを浮かべて、シロの前に、膝ひざをつく。

『呪のろいも、恨みも、傷ひとつさえも、お前に移すわけにはいかぬからな。聖剣が消えた今、やっとお前に触れられるよ。我が清らかだった頃ころの魔力を持つもの──天竜のシロ』

「地竜……おねーさん？」

『ああ……そうだよ。我は地竜アースガルズ。お前の、お姉さんだ』

「おねーさん……シロの」

　シロは腕をめいっぱいに広げて、『黒髪の少女』を抱きしめた。

「……うれしい。シロにまた家族が増えたよ」

『家族、と呼んでくれるか』

「あなたはシロが、この世界に生まれる力をくれた人だから」

『シロは、世界と人が、好きか』

「すきー。だいすきー」

　シロは笑顔で、『黒髪の少女』を見上げていた。

「あのね、シロはね。ずっと生まれるのが怖かったよ。でもね、ナギおとーさんと、おかーさんたちと、パーティのみんなが、卵だったシロのことを助けてくれたから──だから、世界が怖くなくなったよ。みんなと同じ時間を生きたいって思ったよ。この世界が、大好きになったよ？」

『……そうか……よか……った』

『黒髪の少女』は、シロの身体からだを放した。

『この者をお願いする。人間のナギ。この子とお前が望む限り、一緒にいてやって欲しい』

「もちろん。シロは、僕の家族ですから」

「わたしの子どもの、お姉さんでもあります」

「私の子どもでもあるんだもん」

『…………あぁ……我は……最期に……いいものを見た……』

「『地竜アースガルズ』……」

『──往ゆけ』

　洞どう窟くつが、揺れはじめた。

『その剣が竜にとって善きものに変わったことで、我の力もよみがえった。その力で洞窟を完全に崩す。聖剣が消えたことは我が半身も感じ取っているはず──奴も──解放される──』

『黒髪の少女』が、消えていく。

『往け。この時代の竜に、我のことを伝えよ。記録や伝承は残さずともよい。お前たちがたまに思い出してくれればいいさ。我はそれだけで満足だ──』

「わかりました。さようなら。『地竜アースガルズ』」

「ありがとうございました。あなたのことは、忘れません」

「歌でみんなに伝えるもん。この世界には、本当に優しい竜がいたって」

「さよならー！　地竜おねーさんっ!!」

　そうして僕たちは竜の骨に背を向け、走り出した。

「みなさまー！　なんだかすごい揺れです──わわわっ!!」

「ごめんルーミア。ちょっとだけ我慢して！」

　水路まで戻った僕は、問答無用でルーミアを抱き上げた。

　狭い水路を泳ぐのは時間がかかる。抱き上げて走った方が速い。




「──シロに、任せて欲しいかと」




　不意に、僕の身体が浮かび上がった。

　シロの『ふらい』だ。でも──それだけじゃない。

「……シロ、その姿は」

「竜の姿になれたよー！」

　シロは、真っ白な竜の姿になっていた。

[image: ]

　長い首と、白い角。胴体には翼が生えている。

　しかも、『ふらい』の能力が強くなってる。

　シロは僕たちを光の球体に包み込み、背中に乗せて──加速した。

「まさか『ドラゴンスゴイナー』の力か!?」

「当たりかと!!　おとーさんが作り替えてくれた剣が、シロに力をくれたよ!!」

　シロは僕たちを背中に乗せたまま洞窟を脱出。

　出口にいたアイネとイリスも『ふらい』で回収して、一気に飛び上がる。




「…………すごい」




　世界が見えた。

　目の前には、遠くまで広がる海。

　遠くの船は──あれはヒルムト侯爵のものだろうか。なんだか、漂流してるみたいだけど。

　真下には砂浜と、そこから続く森がある。

『保養地ミシュリラ』の城壁まで見える。すごい……。

「慣れれば海の向こうまで行けるかと！」

「焦ることないよ。一いつ旦たん降りよう」

　セシルもリタも、アイネも目を回してる。

　イリスは、ぐっ、と拳こぶしを握って、感動してるみたいだ。

　鼻息が荒いのは──イリスも『ドラゴンスゴイナー』の影響を受けてるのかな。

　シロは、ゆっくりと地上へ降りていく。

　竜の姿になったシロは、本体は軽自動車くらい、翼はその数倍のサイズだ。

　僕とセシル、リタ、イリス、アイネは『ふらい』の能力に包まれながら、シロの背中に乗っている。このままどこまでだって行けそうだけど、やっぱり無理はさせたくないからね。

「とーちゃーく！」

　竜体のシロが着陸して、また、人間の姿に戻る。

　なんだかふらふらしてるから、額に触れると──ちょっと温かい。全身の肌も、上気してる。

「無茶しないの。シロ」

「えへへ。おとーさんに、いいところを見せたかったかと」

　シロは僕の胸におでこをくっつけて、笑った。

　僕はアイネに収納スキル『お姉ちゃんの宝箱』から、適当な服を出してもらう。

　一度竜体になったシロはすっぱだかだ。都合良く服が再生したりはしないか。

「ありがとう。シロ。おかげで助かったよ。帰ったら休もう」

「えへへ。おとーさんと一緒に寝るよー」

　そう言ってシロは、眠ってしまった。

　陸地の方からレティシア、カトラス、ラフィリアも集まってくる。

『意識共有マインドリンケージ・改』でメッセージを送っておいたから、みんな事情はわかってる。武器を収めて、みんな、しんみりした顔をしてる。

　これで『新人研修』対策も『魔竜の遺跡』の調査も終わりだ。

「ルーミアも、助けてくれてありがとう」

「こんなの、なんでもないです」

　人魚のルーミアは海の中から手を振ってる。

「あとで、仲間を呼んで来るです。そしたら、人魚の秘宝を差し上げるですよ」

「楽しみにしてるよ。それと──」

　僕は『魔竜の遺跡』の方を見た。

『地竜アースガルズ』の化石に向かう洞窟は、完全に崩れて、入り口も埋もれていた。

　もう、誰だれもあの場所にはたどりつけない。

　地竜の骨は誰の手も届かず、誰も壊すこともできないまま、眠りについたんだ。

「ありがとう。『地竜アースガルズ』。僕の子どもに魔力をくれたこと、忘れません」

　僕は洞窟に向かって手を合わせた。

　他のみんなも、目を閉じて、手を合わせてる。

　しばらく黙もく禱とうしたあと──僕たちは洞窟の跡地に、背中を向けた。

「じゃあ、帰ろうか。みんな。聖女さまが待ってる」

　僕がみんなにそう告げた──とき。




『オオオオオオオオオオオオオオオ』




　砂浜に叫び声が、響き渡った。

　地面が揺れた。

　岩場の方──『新人研修生』さんたちが走っていった方から、なにかがやってくる。

「リタ、『気配察知』を！　セシルは魔力を感知して!!」

「はい。ご主人さま！」「承知しました！　ナギさま」

　リタとセシルが目を閉じる。そして、

「なにか大きなものが来るわ、ナギ！」

「竜の魔力です！」

　また、地面が揺れる。

　岩場の向こうから、黒い影が現れる。

　頭が見えた。

　長い、４本の角に、大きな耳。赤黒い瞳ひとみ。

　頭部も、首も、漆黒の鱗うろこに覆われている。

　続けて出てきたのは、巨大な背びれのついた胴体と、手足。長い尻しつ尾ぽ。

　その巨大な存在をひけらかすように、漆黒の竜が、ゆっくりとこっちに向かって来る。

「──『地竜アースガルズ』、か？」

　洞窟で見た骨よりも、ふたまわり以上小さい。

　けれど、それは紛れもなく竜だった。




「これが『ギルドマスター』の真の力だ」




　竜の背中に、人が乗っていた。

　純白の鎧よろいを着込んだ少年──ヤマゾエだった。




「侯爵さまの船が去ったとの報告を受けて来てみれば、この地が敵の手に落ちていたとはな。『新人研修』を邪魔する者よ。『ギルドマスター』の怒りを知るがいい!!」








第14話「『白いギルド』の終わりと、『ギルドマスター』の怒り」






　砂浜に、漆黒の竜が立っていた。

　姿かたちはトカゲに近い。手足を地面に着けて、長い身体からだを伸ばしている。

　頭には４本の角がついてる。尻尾で砂を巻き上げながら、ゆっくりと、こっちに近づいてくる。

　その背中に乗ってるヤマゾエは──なんだかすごく、いい笑顔だ。

「……まだ勇者をやってたのか、ヤマゾエ」

　不思議なくらい興味がないな……。

　僕がこの世界で召喚されたあと、王宮で少し話したときのことは覚えてるのに。

　ヤマゾエが勇者になって再会してからは……ほんとに、印象が薄くなってる。こないだ『謎ダンジョン』で戦ったばかりなのに。

　あいつが、力を振るって暴れ回る、当たり前にいる勇者のひとりになっちゃったからかな。

　竜っぽいものの背中に乗ってはしゃいでるもんな。ヤマゾエ。

「お前たちは……えっと。なんだっけ」

　ヤマゾエの方も、僕たちのことは覚えてないみたいだけど。

『謎ダンジョン』は、攻略に失敗した奴やつの記憶を消して転移させる。

　そのせいで、僕と出会った記憶は消えてるみたいだ。

「……同じことを何度も言う趣味はないから、いいよ、思い出さなくても」

「偉そうだな。君は」

　純白の鎧をまとったヤマゾエは、僕を見て、言った。

　手には剣じゃなくて、長い杖つえを持っている。竜の彫刻がされている。嫌な感じのアイテムだ。

「お前たちは秩序を乱す者たちだろう？」

「……秩序か」

「この地は、勇者が支配することに決まっている。聖剣を手に入れ、王に献上することも」

「もういいよ」

「……え」

「もういいって言ってるんだ。お前と話すことはもう、なにもない。それよりその竜はなんだ？　地竜は、納得して消えたはずなのに、どうしてそんなものが存在してる!?」

「ああ。これは上司の錬金術師アルケミストが作った竜の擬体を、『ギルドマスター』の力で──」

「わかった。止める」

　僕はみんなに目配せした。

　セシルとラフィリアは遠距離から、僕とリタとカトラスが前衛に。

　レティシアには中間距離から支援を。

　アイネとイリスには、シロの護衛を任せることにする。

　言葉なんか交わす必要もない。僕たちは『意識共有マインドリンケージ・改』で繫つながってる。

　ヤマゾエと、あの地竜モドキ対策は、もうすでに共有してるんだ。

「──シロ。同族の気配は、どこから感じる？」

　アイネとイリスに抱かれてるシロに、僕は言った。

　シロは目を閉じて、少し考えてから、叫ぶ。

「あの竜の身体の中だよ。外側はニセモノだよ！」

　──なるほど。さっき戦った『ケルベロス』と同じもの、ってことか。

　そういう人造生物を作り出せる錬金術師が、敵方にはいるらしい。

「じゃあシロは、中にいる『ギルドマスター』に呼びかけてくれ。『ギルドマスター』は『地竜アースガルズ』の魂の半はん身しんだ。もしかしたら……もう、正気に戻ってるのかもしれない」

「わかったよ。おとーさん！」

「あとの皆は──予定通りに」

　あの地竜モドキの動きを封じる。

　ヤマゾエの言葉が確かなら、あれは錬金術師とやらが作った、偽の地竜だ。

　だったら、竜を活いかすこの聖剣が切り札になるはずだ。

「作戦開始！」

「「「「「「「「了解!!」」」」」」」」

　そして僕たちは動き出す。

『白いギルド』の『ギルドマスター』を、終わらせてあげるために。










「シロはみんなを守るよ！　『しーるどっ』!!」

　僕たちと『偽地竜』の間に、半透明の『円形の盾ラウンドシールド』が出現する。

　突進してきた『偽地竜』の動きが、止まる。

「ちぃっ！　やってしまえ。『白いギルド』の皆よ！」

　ヤマゾエの背後から、数人の剣士と魔法使いが現れる。

　まだいたのか、『白いギルド』。

　だけど、こっちの準備はもう完了してる。

「いきます。『古代語魔法　灯りライト』!!」

「目をつぶって撃ちますよー！　『不運消滅』プラス『豪雨弓術』!!」

　一瞬、世界が真っ白な光に包まれた。

　同時に、ラフィリアが矢を放つ音がする。今回は目をつぶって、矢が尽きるまで。

　セシルの『灯り』の影響を受けない僕の目には、30本以上の矢が飛んでいくのが見える。

　それはありえない軌跡を描き、思わず目を押さえた勇者たちに着弾し──

「ぐぁっ!?」「がっ」「え、なんで!?」「ぐおおおおおっ!!」

　一本残らず、命中した。

　魔法使いは腕と足に。鎧を着た剣士はその隙すき間まに。

　見事に各関節に命中して、動きを封じている。

　その間に僕とリタ、カトラスは走る。

　やっと『灯り』の影響から逃れた勇者たちは──動けずにいる。

　全員、頭を下げてお辞儀をしてる。

　僕たちの背後で、レティシアが『強制礼節マナー・ギアス』を発動して、深々とごあいさつしてるからだ。

「ばかな！　ばかなばかなああああああっ！」

　ヤマゾエが叫んでる。

　奴のチートスキルは『能力位階低下スキルダウナー』だ。まわりの敵のスキルレベルを下げる効果がある。けど、元々スキルレベルが低い僕たちには効かない。

　だから僕たちは、一気に敵の戦闘能力を削そぐことにした。

「悪いけど、こっちは『チートキャラ』の集団だ。全力でやらせてもらう」

『強制礼節』が解けた相手を、リタとカトラスが倒していく。

　リタの格闘能力を使えば、相手を無力化するのは簡単だ。

　カトラスは勇者の反撃をかわして、次々に連打を当てていく。『覚かく醒せい乱らん打だ』だ。

　その間に僕は『偽地竜』の元へとたどりつく。

　走ってる間に聖剣の空振りは済んでる。

　この剣は竜にいいものに変わった。だから、地竜の魂にはダメージは行かないはず。

　そう信じて、僕はスキルを解放する。

「解放！　『遅延闘技デイレイアーツ』プラス『聖剣ドラゴンスゴイナー』!!」

『聖剣ドラゴンスゴイナー』が、光った。

　戦闘が始まる前に、イリスはこの聖剣に『竜の祝福ドラゴニツク・ブレス』をかけてくれた。

『竜の祝福』は武器や魔法、スキルに『物理強化』を与える。しかも強化は『竜属性』だ。

　この『聖剣ドラゴンスゴイナー』は竜の生命力を高めるから、イリスが与える『竜の祝福』も強化されてる。そのイリスが強化した聖剣を『遅延闘技』でさらに威力増幅で──




　聖剣が、とてつもない光を放った。




「『ギルドマスター』──荒あらぶる地竜の魂よ！　竜としての意識を取り戻し、怒りを静めよ!!」

　巨大化した『聖剣ドラゴンスゴイナー』の刃が、『偽地竜』の胴体に食い込んだ。

　さらに聖剣の発する光が、『偽地竜』の体内へと浸透していく。

『ギルドマスター』を殺したいわけじゃない。

　話がしたい。

『聖剣ドラゴンスゴイナー』の『竜活性化』は、『偽地竜』の中にいる『ギルドマスター』にも効果を及ぼすはず。それで彼女の竜としての意識を復活させる。

　僕は『ギルドマスター』に、地竜の半身の話を伝えたいんだ。

　地竜が、人間を好きだったことを。

　シロと出会って、抱き合ったことを。

　最後に──笑って消えたことを。

「怒りに暴走したあなたをそのままで終わらせるのは嫌なんだよ。話を聞いてくれ。『地竜アースガルズ』の半身。『ギルドマスター』!!」

『…………アア』

　ぼこり、と、音がして、『偽地竜』の胴体が砕けた。

　中から、ローブを着た女性が現れる。

　黒い髪。白い肌。金色の目。ただし左目は存在しない。

「あなたが地竜の魂の半身──『ギルドマスター』か」

『……ふふ』

　黒髪をひるがえして、『ギルドマスター』は、笑った。

『人の子よ……余計なことをしてくれた』

　唇をゆがめて、僕をにらみつけたまま。

『……怒りを……我自身でさえ抑えきれなかった怒りを……溶かしてしまうとはな』

「あなたは『地竜アースガルズ』の魂の、もう半分なんですよね？」

『ああ……ああ、そうとも』

「なにをしてる!?　あなたは俺たちの味方だろ、『ギルドマスター』!!」

　ヤマゾエが杖を振り回して、叫んでる。

「この『竜身の杖』はあなたに命令するためのもののはずだ。さぁ、その力で、俺たちが受けた研修を否定する者を滅ぼしてください!!」

『……ああ、滅ぼすつもりであったよ』

『ギルドマスター』は、自分の真っ白な両手を見つめていた。

『……こんなくだらぬ世界は、真っ黒に染めて、滅ぼすつもりだった。我の本体を滅ぼした王も、それを助けた勇者も、勇者召喚を繰り返す魔法使いも──この期におよんで我を操ろうとする、錬金術師も』

　沈黙が落ちた。

　僕たちも、ヤマゾエたちも、全員が黙って『ギルドマスター』を見つめてる。

　そして──

「ギルドマスタアアアアアアァ!!　あんた、なにを馬鹿なことを!?」

　ヤマゾエが杖をふりかざして、叫んだ。

『ほら……数百年経たとうとも、勇者は変わらぬ……』

『ギルドマスター』は右目を見開いて、僕を見た。

『……お前もそうであれば、我は心置きなく世界を憎めたものを！』

「僕は、そういうのは嫌いなんです」

『余計なことを！　本当にお前は、余計なことをした!!』

「あなたは、世界を滅ぼしたかったんですか？」

『我は王と勇者の望むようにしてやっただけ。奴らは人を利用するのが好きだ。だから、思い通りにしてやった。力を貸してやった。我がされたことを、誰かにするのを助けた』

「かなり迷惑しましたよ。ほんとに」

『それも……王と勇者が望んだこと。なのに……本当にお前は余計なことをした』

『ギルドマスター』は、笑ってた。

　あの『黒髪の少女』と同じ顔で、ただひとつ残った右目を開いて、

『お前のおかげで……我は人を憎めなくなったよ……』

「『地竜アースガルズ』の半身は消えました」

『知っている。最後に、声が聞こえた。満足しておった。そして──こう言っていたよ』

　一瞬、間があった。

　それから『ギルドマスター』は、消えそうな声で、




『──お前の負けだ。我が半身──と』




　けたたましい哄こう笑しようが響いた。

　ローブ姿の『ギルドマスター』は、お腹なかを押さえて笑っている。

『ああ。そうとも、我は敗れた！　お前が余計なことをしたせいで、我の恨みは消えてしまったのだからな。正気の頃ころに残した魔力と、それによって甦よみがえった天竜──その父親になった人間と、嫁たち。こんなものを見せられては、人など憎めるものではないわ!!』

「……アースガルズ」

『そうとも、お前が作った家族は、消えた我が半身と──人を好きだった頃の我が、一番見たかった光景なのだからな──はは、はははははははっ！』

　人の魔族と、亜人たちと、竜と。

　すべてが混ざり合い、生き続ける世界。

　それが『地竜アースガルズ』の望みだったと、『ギルドマスター』は言った。

『我は敗北した』

『ギルドマスター』は苛いら立だったように、砂を蹴けった。

　何度も、何度も。

『ああ、そうだ。こんな茶番を続ける意味もなくなった。我は──長年の恨みとともに消えていく。我が編んだ召喚魔術と、魔法使い・錬金術師どもがおるから、勇者召喚は続くだろう。が、「白いギルド」は終わりだ』

『ギルドマスター』はローブに包まれた腕を振った。

　まわりで倒れていたヤマゾエと、勇者たちの身体からだが浮かび上がる。

「な、なんですか『ギルドマスター』!?」「これは!?」「待って下さい、敵はあいつらです！　俺たちは『白いギルド』の『第８世代の勇者』──」

『終わりだよ。元いた場所にお帰り』

『ギルドマスター』の手から、氷の粒子が飛んだ。

　それはヤマゾエたちの身体にまとわりつき、彼らを一瞬で気絶させる。

「『能力封印氷結スキル・フリーザー』か」

『元々、このスキルは我が作ったもの。異世界召喚の技術も、すでに理解している』

『ギルドマスター』は腕を振り上げ、つぶやいた。

『こやつらは、我が元の世界へ連れて行く。我が消える前にな』

　そうして地面に、魔法陣が浮かび上がった。

　前に僕たちが使った『異世界への門を開く魔法』だ。

「……あなたは、人をブラックに使い続けた」

『望んだのは王と勇者だ。我は、それに力を与えただけ』

「それがあなたの復ふく讐しゆうだった？」

『然しかり。けれど……なんの意味もなかったな』

　異世界の門が開き、ヤマゾエたち勇者の姿が、消えていく。

　彼らは『能力封印氷結』の力でスキルと、スキルに関わる記憶を失って、元の世界に戻る。

　それを見送る『ギルドマスター』の姿も薄れていく。

「最後に教えてくれ。『ギルドマスター』」

『なんだ。余計なことをした者よ』

「魔王って存在するのか？」

　思わず僕は、声をあげていた。

「それとも、あなたが魔王だったのか？　この世界に魔王は、本当にいるのか？」

『──我は知らぬ。王に聞け』

「いじわるだな。『ギルドマスター』」

『我は……我の憎悪を消したお前が嫌いだよ。人間』

「なんとなくだけど、気持ちはわかるよ。『ギルドマスター』」

　僕は言った。

「でも、僕の子ども──シロに魔力をくれたことは感謝する。あなたも『地竜アースガルズ』の一部だから、ちゃんとお礼は言っておくよ。ありがとう『ギルドマスター』」

『ははっ。だから嫌いだと言うのだ。人間──』

　そうして、『ギルドマスター』の姿は消えた。

　はじめから誰だれもいなかったように、砂浜には、僕たちだけ。

『白いギルド』の『ギルドマスター』はいなくなり、勇者たちも元の世界に帰っていった。

　──でも、王さまはいる。あと、魔王も。

　まぁ、それも、残った勇者の問題だ。

「よし！　お仕事終わりっ！」

　僕は、ぱん、と手を叩たたいて、声をあげた。

「帰ろう。みんな。まずは聖女さまの洞どう窟くつに行って、この『聖剣ドラゴンスゴイナー』の鞘さやを作ってもらわないと」

「はい！　ナギさま！」

　セシルが僕の手を握る。

「こんなにすごい聖剣なんですから、能力のオンオフができないと大変ですからね」

「シロ、このままでもいいよー？」

「だめよシロちゃん。身体が火照って汗びっしょりじゃない。能力の使いすぎだもん」

　リタはシロのプラチナブロンドをなでてる。

　彼女はふと、イリスの方を見て、

「イリスちゃんも聖剣の影響受けてるでしょ？　顔、赤いもん」

「は、はい。イリス、みなぎっております。元気が有り余っていて……」

「いますぐマスターのお情けをいただきたいようなお顔ですねぇ。イリスさまぁ」

　ラフィリアの言葉に、イリスがのけぞる。

　そんなイリスを見ながら、アイネは真ま面じ目めな顔でうなずいて、

「なるほど……イリスちゃんがなぁくんと子どもを作るなら、アドバイスが必要なの。アイネももっと研究しないと」

「……そういう話は夜にしなさい。アイネ」

　レティシアからツッコミを受けてる。

　カトラスは──あれ？

「どうしたのカトラス？」

　僕はふたりに近づいて、声をかけた。

　なぜか、カトラスとフィーンが暗い顔をして、ぼんやり、立ち尽くしていたからだ。

「もしかして、勇者と戦ったときに怪け我がを？」

「……地竜さんのことを、考えていたであります」

　カトラスは、ぽつり、とつぶやいた。

「ボクも、少し、考えなければいけないことがあるのであります……と」

「少しだけ、そっとしておいてくださいませ。あるじどの」

　ふたりがそう言ったから、僕はうなずいて、ふたりから離れた。

　カトラスたちのことは気になるけど──『魔竜の遺跡』にまつわるクエストは、無事終わり──

　とりあえず僕たちは聖女さまのところに報告に行って、使わなかった銀盤を返した。

　それからみんなで別荘に戻り、お風ふ呂ろに入って、休むことにしたのだった。








第15話「カトラスとフィーンの決意。そして『竜の護まもり手』の誕生」






「これで、聖剣も落ち着いたかな……？」

　次の日。

　保養地の別荘に戻った僕は、『聖剣ドラゴンスゴイナー』をチェックしていた。

　ドラゴンスゴイナー……略して『聖剣ドラスゴ』には、いびつな鞘さやが装着してある。

　聖女さまの物置にあった、魔法剣用の鞘に、魔力封印の護ご符ふを埋め込んだものだ。

　強すぎる『竜活性化』を抑えるには、ここまでしなきゃいけなかった。

　鞘をつけるまでは、イリスとシロが荒あらぶって大変だったんだ。

　身体からだがぽかぽかしてたみたいで、２人して聖女さまんちのプールに飛び込んで、人魚のソーニアと一緒に泳ぎまくってた。まるでカフェイン剤を飲んだあとみたいだった。聖剣を鞘に収めたあとは２人とも、手足を投げ出して眠っちゃったけど。

「強すぎだよな。この聖剣」

　これがあれば、シロは竜の姿になることだってできる。

　シロがもうちょっと成長すれば、僕たちを乗せて、天竜の家がある南の島まで飛んでいくこともできるはずだ。

　いつか、そうしようと思ってる。その場所でずっと生きていく目め処どが立ったら、だけど。

「あるじどの、よろしいでありますか」

　不意に、ノックの音がした。

　部屋のドアを開けると、寝間着姿のカトラスとフィーンが立っていた。

「どうしたの、カトラス、フィーン」

「……お願いがあって参りました」「あたくしもです」

　ふたりとも、元気がない。

　カトラスは目の下にくまができてるし、フィーンは髪の毛がぼさぼさだ。

「お願いって……？」

「ボクを」「あたくしを」「「あるじどのだけじゃなく、みなさんの奴ど隷れいに──もっと下の立場に──『奴隷の奴隷』にしてはいただけないでしょうか!?」」

「……え？」

　冗談を言ってるわけじゃないよな。カトラスもフィーンも、真剣な顔をしてる。

「僕だけじゃなくて、みんなの奴隷って……どうしてそんなことを？」

「……ボクは王家の血を引いているのであります」

「……その王家は、地竜さまにひどいことをして、ずっと苦しめてきたのです。そんなものの血を引くあたくしたちが、他の奴隷のみなさまと対等なんかではいられません」

「「王家の血を引くボク（あたくし）は、つぐないをするべきだと思うのであります（です）」」

　カトラスもフィーンも、泣きそうな顔をしてる。

「……とにかく部屋に入って。話をしよう」

　僕はふたりを、部屋のベッドに座らせた。

「ふたりとも……ずっとそんなことを考えてたの？」

　僕の問いに、ふたりは、こくん、とうなずいた。

　カトラスは唇をかみしめて、フィーンは寝間着の裾すそを握りしめて、震えてる。

「地竜のことは、ふたりのせいじゃないだろ」

　僕は手を伸ばして、ふたりの頭をなでた。

「『地竜アースガルズ』の魂は、本当に優しかった。カトラスとフィーンを恨んだりしないよ」

　僕は……ご主人様としてまだまだだな。

　ふたりがここまで思い詰めてるなんて思わなかった。

『魔竜の遺跡』から出たあと、僕はみんなに詳しい事情を話した。

　でも……カトラスが悩んでるのに気づかなかった。

　地竜の死には王家が絡んでたんだから、カトラスの気持ちも考えるべきだったな……。

「洞窟にいた地竜の魂も、『ギルドマスター』も、人間への恨みは消えてた。それに、王家が地竜を殺したのは、カトラスが生まれるずっとずっと前の話だ。カトラスたちには関係ないだろ？」

「でも……ボクは」

「みなさんと対等の立場でいられるとは、思えないのです」

「だからみんなの下に──奴隷の奴隷に、ってこと？」

　僕が言うと、カトラスとフィーンはうなずいた。

「気持ちはわかるけど、却下」

「あるじどの……」「そ、それでは、あたくしたちの気が済みません！」

「カトラスもフィーンも、よく聞いて」

　僕はふたりの手を取って、告げる。

「仮にふたりが『奴隷の奴隷』になったとして、みんながそれで落ち着いて暮らせると思う？」

「「……あ」」

「うちのパーティに『お前たちは奴隷の奴隷だー。言うことを聞けー』なんて言う人はいないよ？　みんな逆に気を遣うと思うし、なによりシロと……セシルと僕の子どもに、カトラスとフィーンを、自分たちより下の人間だなんて紹介できるわけないだろ」

「で、ですが……」「あたくしたちには責任が……」

　カトラスとフィーンは、首を横に振った。

　言葉だけじゃだめか。

　じゃあ、ふたりが納得できるように……。

「わかった。じゃあこれを受け取って」

　僕は『聖剣ドラゴンスゴイナー』を、カトラスに差し出した。

「……え。え？　え────っ!?」

　カトラスはびっくりしたみたいに目を見開く。

「どうしても責任を取りたいなら、カトラスには『竜を活いかす聖剣』の持ち主になってもらう」

　僕は聖剣の鞘を、彼女の肩に当てた。

　カトラスは自然と、僕の前に膝ひざをつく。元騎士候補生の癖で、身体が動いちゃったみたいだ。

「カトラス＝ミュートラン。そして彼女と同じ魂を持つ、フィーンよ」

「はい！」「はいっ！　あるじどの！」

「カトラスにはこの剣で『竜の守護者』になって欲しい。イリスとシロを、この剣で守ってあげて。フィーンはカトラスのサポートを。ひとりで持つには強すぎる聖剣だからね」

　僕は言った。

　カトラスとフィーンは、うなずいた。

「は、はい！　あるじどの！」「ありがとうございます……あるじどの」

　カトラスは胸に手を当てて、深く深く頭を下げた。

　フィーンも地面に座りこみ、お辞儀をしてる。

「…………竜を活かす聖剣をボクが……本当に、いいのでありますか？」

「うん。僕には魔剣のレギィの方が合ってるみたいだ」

『ギルドマスター』との戦いでは、なんとか『遅延闘技デイレイアーツ』が使えたけど──本当に、ぎりぎり当たっただけだった。この聖剣はちゃんと剣の修練を積んだ人のためのものだ。僕には扱いきれない。

「それに……レギィがすねちゃったから」

「「……あ」」

「『非常時とはいえ、我というものがありながらー』って。僕が、魔剣の自分じゃなくて聖剣を使ったのが嫌だったんだろうな」

　帰ったあと、一緒にお風呂に入ったら機嫌を直してくれたけど。

　結局、僕には聖剣より、魔剣のレギィが向いてるんだと思う。

「というわけだから、この聖剣はカトラスに任せるよ。頼むね。『竜の守護者』」

「うけたまわりましたであります！」

　カトラスは床にひざまずいて、『聖剣ドラゴンスゴイナー』を捧ささげ持もつ。

「このカトラス＝ミュートラン。命ある限り、使命を全うするであります！」

　あとで港町イルガファに転移して、『海竜ケルカトル』に報告に行こう。

　地竜の情報は、『海竜ケルカトル』にも役に立つはず。そのときに聖剣のことも伝えよう。

　となると──

「……カトラスと僕が『魂約エンゲージ』しておいた方がいいかな」

「え、えええええっ!?」

　カトラスの顔が真まっ赤かになった。

　フィーンは納得したようにうなずいてる。僕の考えてることがわかったらしい。

「正式に『竜の護り手』をやるなら、『海竜ケルカトル』のお墨付きをもらった方がいい。それなら、カトラスを『王家の少女』と紹介するより『僕の魂約者』って紹介した方が話が早いからね。いい機会だし、しておこうかと」

「あ、あるじどのぉ……あわ、あわわ」

　カトラスは真っ赤になって手を振ってる。

「翻訳すると『して欲しいであります。ボクをどんどん女の子にしてください』だ、そうです」

「フィ、フィーン……！」

「違いますの？」

「……ち、違わないであります」

　カトラスは、こほん、と咳せき払ばらいして、僕の方を見て、

「お願いするであります。あるじどの。ボクを……あるじどのの『魂約者』に……正式な『竜の護り手』にしてください……で、あります」

　そうして照れくさそうに、笑ったのだった。










「そ、それじゃ、お願いするであります。あるじどの」

　いつものように、カトラスは僕に背中を預けるかたちで、ベッドに腰掛けた。

　こうしてると、カトラスの身体からだが細くて、華きや奢しやなのがよくわかる。

　それでも『竜の護り手』になりたいなんて言い出すんだもんな。やっぱりカトラスはすごいよ。

「『魂約』は、僕とカトラスの魔力を循環させる必要があるんだ」

「……循環、でありますか」

「文字通り、魔力でひとつになる、って感じかな。じゃあ、はじめるよ」

　僕はカトラスの胸に手を当てた。

　細い身体が、びくん、と、震えた。

　僕は『能力再構築スキル・ストラクチヤー』のウィンドウを呼び出して、カトラスの『豪・中断盾撃キヤンセリング・シールドチヤージ』を表示させる。

　一度再構築したスキルは解体できないけど、概念をずらすくらいはできる。

　だから、ゆっくりと概念を動かして、魔力を注入していく。

　スキルを通して、僕とカトラスの魔力が、ひとつになれるように。

「…………んっ。なんだか……不思議な気分であります」

「大丈夫？」

「だいじょぶで……あります。むしろふわふわして……温かい……かんじが……んっ」

　カトラスは僕の身体に寄りかかって、ゆったりとしてる。

　半分目を閉じて、うとうとしてる感じだ。

　それが時々、ぴくん、と反応するのは、僕の手が魔力の繫つながりやすいとこを探して動いてるから。

　やがてそれも、カトラスのやわらかい部分で止まって、じんわりとした魔力の供給がはじまる。

「…………ふわぁ……なんでありますか。これ」

　カトラスが肩越しに、僕を見た。

「いつもと違うであります。まるで、全身くまなく、あるじどのに抱きしめられてる感じがするでありますよ……じんわりして……ゆっくり……持ち上げられていくような……あふぅ」

「……落ち着いてる？　カトラス」

「…………ふぁい」

　カトラスは恥ずかしそうに、かり、と、小指をかんで、

「……これで同時に『再構築』されてしまったら……ボク……あっという間に真っ白に……んっ……なってしまうで…………あります」

「だらしないですわね。カトラスは」

　ふわり、と、空気がゆらいで、魔力体のフィーンが現れた。

「そんなことで、あるじどのを収める鞘さやになれると思いますか？」

「い、今その話をするのでありますか？」

「当然でしょう。あたくしたちは奴ど隷れいなのですから、いつでもあるじどのを受け入れる覚悟を────んっ。ああ、んんっ」

　フィーンがベッドの上に、ぽふ、と落ちてくる。

　それから、彼女は僕の背中にしがみついて、

「──な、なんでいきなり、あたくしに──んっ。あ、ああああっ」

「なんでって、フィーンとカトラスは同一人物だから」

　僕はウィンドウに表示させた、フィーンの『即時神聖器物掌握アーテイフアクト・ルーラー』に指を当てた。

　魔力供給用の『魔力の糸』を巻き付けて、魔力を送り込んでいく。

「────や。あるじどの……深いところ……触って……んっ、んんんっ」

「だ、だらしないでありますな。フィーンは」

「う、うるさいです。カトラス──はぅっ」

　僕の背中でフィーンが、びくん、と身を震わせる。

　カトラスと同じように膨らんだ胸と、その先端が当たってる。

　フィーンは、見られるのは平気だけど、触れられるのには弱い。

　だからこうして、スキル越しに魔力で合体することにしたんだ。

「…………あふ……じんじん……しますわ」

　フィーンは小さく、身体を上下させてる。

「…………確かに……いつもと違います……溶けちゃう感じが……しますわ」

「…………ボクも、で、あります。ボクとフィーンが溶けて……あるじどのと……ひとつに」

「……あたくしとしては……もうちょっと、激しくかき回していただく方が好み……なのですが」

「……フィーンは……もう……んっ。はぅ」

　カトラスは僕の腕の中で、膝ひざを閉じたり、開いたりしている。

　時々、きゅ、と、爪先を持ち上げて──脱力して。

　後ろで身体を揺らしてるフィーンとシンクロして、やっぱり身体を上下させてる。

「ちょっと魔力を強くするよ」

　僕はふたりに繫げた『魔力の糸』から、一気に魔力を送り込む。

「ん────っ！」

　カトラスの身体が、びくん、と、震えた。

「あ……ぁ。これ、ちかちか……真っ白……きたであります。や、すご……いつもより……」

「これ……からだ……持ち上げられてる……みた……ぃ。や……こわ……い」

　カトラスとフィーンの身体を、汗が伝ってる。

　ふたりが身体を揺らすたびに、ちゅく、ぴちゃ、と、水音がする。

「……カトラス」

「ふぁい……あるじどのぅ」

　小指で唇を押さえながら、カトラスが答える。

「一番魔力を欲しいところを教えてくれる？」

「は……はいであります」

　カトラスは僕の手を握って、その指先を自分の身体に当てていく。

　首筋から、肩に。肩から、胸に──ゆっくりとお腹なかを一周して、もう一度、胸に。

　少し固くなった先端に触れさせてから、ぼーっとした目で、僕を見て、

「…………ここに、欲しいであります」

「うん。わかった」

　僕はまた『魔力の糸』を出して、カトラスに接続。

　フィーンの同じ部分とも繫いで、ふたりを魔力で満たしていく。

「…………あるじどの。ボク……ずっと、まっしろなところに、いるであります」

　カトラスは両膝を、きゅ、とすぼめて、脱力。それを繰り返してる。

「…………ち……いいのが、おわらない……や……あ、ああああああ……」

「そろそろいいかな、ふたりとも」

　僕はカトラスと、フィーンの頭をなでた。

「最後に誓いの言葉を言って、儀式はおしまいだよ。大丈夫？」

「ちかいの……ことば、で、ありますか」

「うん。例えば……僕はカトラスとフィーンと、ずっと一緒にいたいと思う」

　少し考えてから、僕は言った。

「『王家の血』なんかに負けない縁えにしを、結びたいんだ。そして、いつかカトラスが自分のお父さんと──王さまと向き合うことになったときに立ち向かえるような力をあげたい。王家の名前とは関係なく、カトラスとフィーンが、自分のままでいられるように」

「…………あるじどの」

　カトラスの目から、ぽろん、と、涙がこぼれた。

「……うれしいであります。ボクも、あるじどのと、ずっと一緒にいたいでありますよ」

「あたくしもですわ」

　フィーンがカトラスの言葉に、唱和する。

　ひとりでふたりの少女は、声を合わせて──

「「望むのは──互いの血と運命が邪魔しても──それに負けない結びつき──」」

　そうして僕とカトラスとフィーンは手を握り合い──




「「「魂の結び目の約束を──『魂約』」」」




　ゆっくりと、誓いの言葉を、口にした。




　カトラスとフィーンの胸の中心から、光の輪が浮かび上がった。

　それはふたりの間でひとつになり、小さなひとの姿になる。

　灰色の髪の、ちょっと自信がなさそうで、でも、すぐに小悪魔みたいな表情に変わる。

　カトラスとフィーン、ふたりの魂が合わさった姿だ。




『ふあんていなたましいをすくいだしてくれたひと。ささえあうひと』




『「けいやく」よりも、ふかいえにしを、あなたに』




　ふたりの魂は、僕に向かって深々と頭を下げた。




『「わたしたち」をお願いします。ささえあうひと』




　カトラス・フィーンの魂は、自分の髪を引き抜いて、僕の薬指に巻き付けた。

　それから僕の髪を２本、引き抜いて、カトラスとフィーンの薬指に。




『「わたしたち」には、罪はないから』




『「わたしたち」を流れる血に「わたしたち」が苦しまないように。いずれすべての人と、亜人と、竜がゆるしあう、へいおんのちに──かならず、たどりつけますように──』




　そう言って、僕の指先に口づけてから──

　魂はまたふたつに分かれて、カトラスとフィーンの胸に吸い込まれていった。

『魂約』、成功だ。

　カトラスとフィーンのステータスには、新しいスキルが追加されてる。







『聖騎士変化パラデインモード』（魂約スキルエンゲージ・スキル）

　騎士を目指していたカトラスの思いが結実したもの。

　発動すると衣服のまわりに『聖騎士の鎧パラデイン・アーマー』が形成される。

『聖騎士の鎧』は魔力で作られている。

　独自の耐久力（ＡＰアーマーポイント）を持ち、攻撃を受ける度に減少していく。

　ＡＰが尽きると鎧よろいは破壊されるが、それまでカトラスにダメージが行くことはない。







　──すごい。

　要はカトラスのまわりに『鎧型の魔力バリヤー』が展開されるってことだよな。

　それが破られるまで、カトラスはノーダメージ。

　さすが『魂約』スキルだ。桁けた外はずれに強いな……。




　フィーンの方もスキルが増えてる。こっちは──







『神聖器物探索アーテイフアクト・サーチヤー』（魂約スキル）

　周辺にある『神聖器物アーテイフアクト』の位置を感じ取ることができる。

　これを起動すると、フィーンは自分を中心とした、半径数十メートルに『神聖器物』が存在するかどうかを感じ取ることができる。

　基本的に壁や障害物、宝箱などでは妨害されない。







　これ、ダンジョンで使ったら宝箱の位置がまるわかりになる奴やつだ……。

　たとえば、ダンジョンの最奥に『神聖器物』の宝箱があって、その位置がわかるとしたら……そこまでのルートも逆算できるってことだよな。

　さすが『神聖器物』能力持ちのフィーンだ。

　僕の方は──







『能力増強スキル・ブースター』（魂約スキル）

　対象のスキルから『レベル』だけを抜き出すことができる。

『レベル』を抜き出されたスキルは、概がい念ねん崩ほう壊かいして消滅する。

　抜き出した『レベル』は『能力再構築』の際に、再構築スキルに追加することができる。

（例えば『ドブそうじＬＶ１』の『ＬＶ１』を抜き出し、『能力再構築』の際に使えば、再構築したスキルはＬＶ１ではなく、ＬＶ２になる）

　抜き出したレベルは、１つまで保存しておける。







　……またすごいのが出てきた。

　要は、スキルの『概念』のように『レベル』だけを抜き出しておけるってことか。

　で、それを『能力再構築』で再構築スキルを作るときに使える、と。

　地味だけど、意外と使えそうだな。

「お疲れさま。がんばったね、カトラス」

「あるじどの……大好きで……あります」

　僕が髪をなでると、カトラスはくすぐったそうに目を閉じた。

　フィーンは僕の背中にもたれかかって、眠ってる。

　これで『海竜ケルカトル』も、カトラスを『竜の護まもり手』として認めてくれるはずだ。

　これでも認めてくれなかったら……シロの出番だな。うん。

「『白いギルド』の『ギルドマスター』は消えた。勇者を操る司令塔はいなくなった……けど」

　王さまと魔術師、それと錬金術師アルケミストがいるんだっけ。

『ギルドマスター』が消えたことで、ブラックなやり方をやめてくれるといいんだけどな。

　僕たちはもう、そういうのとは関わりたくないから。

「おやすみ。カトラス。ゆっくり休んで」

「…………ふぁい、あるじどの……」

　カトラスがそう言って、目を閉じかけたとき──




「…………おとーさぁん……どこぉ」

「だ、駄目なのシロちゃん。なぁくんはカトラスちゃんを……しあわせにしてるところだから……今日はアイネおかーさんと寝るの。ね？」

「……ふぇぇ。おとーさん……」




「「…………」」

　僕はカトラスと顔を見合わせた。

　それから、お互い、少しだけ噴き出して、うなずきあって。

「いいよ。シロ。おいで」

「ボクも一緒でよければ、お休みするであります」

「わーいっ！」

　寝室のドアが開いて、寝間着姿のシロが入ってきた。

　後ろでアイネが困った顔をしてる。

「今日はおとーさん、カトラスさん、フィーンさんと一緒に寝るかとー」

　飛びついてきたシロを受け止めて、僕は、

「そういえばカトラスが『竜の護り手』になってくれるって。いいかな、シロ」

「ほんと!?　シロのこと、守ってくれるの!?」

「全力でお守りするであります!!」

「ありがとー！　カトラスさん、すきー！」

　シロは両腕を広げて、僕とカトラスをまとめて抱きしめた。

「でも、どうしてカトラスさんは、下着が足に引っかかってるの？」

「……え」

　カトラスはふと気づいて、足元を見た。

　うん……なぜかねじれて、引っかかってるね。足首に。なんでだろうね。

「こ、これは……暑かったからであります！」

「そっかー。じゃあ今度シロもやってみるかと！」

「すいませんあるじどの。教育上よくなかったであります！」

　カトラスは涙目になり、それを見て、僕もアイネも笑って──

　こうして、僕たちの魔竜をめぐる事件は終わり──

　僕は竜のための聖剣を手に入れ、カトラスは『竜の護り手』になり──




　人と、竜と、その護り手は、いつの間にかくっついて眠ってしまったのだった。








第16話「人魚の秘宝と、滋養強壮にいい食材」






　翌日、僕たちはまた、人魚のいる岩場に向かった。

　聖女さまの洞どう窟くつにいる、人魚のソーニアを、仲間のところに返すためだ。

　メンバーは、僕とリタとアイネ、それと、シロ。

　フィギュアサイズの聖女さまも一緒だ。

「戻ってきたです──っ！」

「お帰りですー。ソーニア──っ！」

「ルーミア────っ！」

『人魚の住すみ処か』の入り江には、人魚のルーミアが待っていた。

　それに、他の人魚たちもいる。みんな岩場に身体からだを横たえて、笑ってる。

『新人研修』の人たちがいなくなったから、戻って来たみたいだ。

「この方たちが助けてくれたです！」

「ずっとソーニアたちが浄化し続けてた『呪のろい』の源のことも、調べてくれたです！」

「「天竜と海竜と、地竜に認められたお方たちです──っ!!」」




「「「「らららー」」」」




　いきなり歌い出した!?

　人魚さんたちは岩場に身体を横たえたまま、大人も子どももノリノリで歌ってる。

『地竜アースガルズ』が優しい竜だったことと、今は安らかに眠っていることについて、個人情報はちゃんと伏せて、きれいで優しいハーモニーを奏でてる。

「──だから今は安らかに。誰だれも世界を呪ってはいない──」

　気がつくと、リタが胸を押さえて、人魚と歌声を合わせていた。

「──やさしい歌ね。うん。こういうの大好き」

「気に入った？」

「うん。さっすが歌って踊る種族よね。こんなの、即興で作れるなんて」

「あとで吟遊詩人ギルドに流しておこうか。人魚さんたちの許可が取れれば、だけど」

「そうね。地竜さんも、ずっと魔竜あつかいじゃ気の毒だもんね」

　僕とリタは顔を見合わせて、笑った。

　アイネも目を閉じて、歌に聴き入ってる。「眠れないとき、これは子守歌になりそうなの」って。

「「おそまつでしたー」」

　突然始まった歌は、突然終わった。

「それでは、みなさまに秘宝を差し上げたいと思うのです」

「『衣・食・住』の秘宝です。みなさんには恩義がありますから、すべて差し上げてもいいです」

「ひとつでいいよ。さすがに全部はもらえないってば」

『衣・食・住』の秘宝は、人魚にとってのお守りらしい。

　それを全部もらっちゃうわけにはいかないよな。

「でも……本当にもらっても大丈夫なのか？」

「平気です」「こういう時に恩をお返ししないと、逆にすっきりしないのです」

「今回の事件は大変だったので！」「これを、終わりの儀式としたいのです！」

「「みなさまにもらっていただくことで、この事件はおしまいになるのです」」

　そう言って、ソーニアとルーミアは、岩場に３つのものを並べた。

　ペンダントと、腕輪、それに指輪だった。

　身につけるものになってるのは、人魚が基本的に、物を持たない種族だから。

　身体につけていればなくしにくい、ということらしい。

「『衣いのペンダント』『食しよくの腕輪』『住じゆうの指輪』です！」

「それぞれ身につけることで、衣・食・住に困らなくなると言われているです！」

「「どうぞ。この中から好きなものを選んでくださいです！」」

　人魚さんたちは一斉に腕を広げて、アイテムについての説明をはじめた。







　・衣のペンダント




　これを身につけると、周囲の人からは、装着者がイメージした服をまとっているように見える。

　ただし、ペンダントで衣服を形成している間は、服は一枚も身につけることができない。

（ペンダントが形成するフィールドが、実際の服と干かん渉しようしてしまうため）

　また、装着者自身は、ペンダントが作り出す服を見ることができない。







　・食の腕輪




　対象が、食べられるかどうかを判断することができる。

　腕輪を起動すると、対象の魚、植物、動物、魔物の捕ほ食しよくの可否、毒性、特殊効果が表示される。人間や亜人を対象にはできない。







　・住の指輪




　まわりの水温・水流（気温・気流）を、視覚的に見ることができる。

　水温が高いところは赤く、低いところは青く見える。

　水流の移動方向は矢印で表示される。

　装着者のまわりの水温（気温）を、適温に変えることもできる。最高温度は熱めのお風ふ呂ろくらい。







「「それで、どのアイテムにしますかー！」」

「『住の指輪』をください」

　少し考えてから、僕は言った。

『おやおやー、予想外だね。ナギくん』

　フィギュアサイズの聖女さまが僕の肩に乗った。

『君のことだから、サバイバル効果を考えて「食の腕輪」にするかと思ったんだけどね』

「いえ『住の指輪』の方が、サバイバル効果が高いと思ったんです」

『どういうことだい？』

「あのさ、人魚さん」

　僕はソーニアとルーミアに顔を近づけて、訊たずねた。

「この指輪、ちょっと改造してもいいかな？」

「もちろん。いいです！」「それはもう、人間さんのものですから！」

「ありがとう。じゃあ発動『能力再構築スキル・ストラクチヤー』！」

　僕は『住の指輪』の概念を確認した。




『人魚の秘宝：住の指輪』




『水流把握』

『水』の『温度と流れ』を『把握する』指輪




『温度調整』

『水と空気』の『温度』を『ちょっぴり変える』腕輪




　確か『隠し市場』で買った『不眠症』の概念がまだ残ってた。『目覚める』だ。

　これを『住の指輪』と組み合わせると──




「実行『能力再構築』！」

『住の指輪』が変化した。




『水流覚かく醒せい』

『水』の『目覚める』『温度と流れ』を『把握する』指輪




　眠れる地下水脈の温度や流れを見つけだすことができる。

　また、それらの地下水を湧き出させるためのポイントがわかる。




「よし。これで水源問題は解決した」

　ちょっと実験してみよう。

　このあたりで真水の出そうな地下水があるのは……岩場のこのあたりに反応があるな。

「アイネ。ちょっとこのあたりを『魔ま力りよく棒ぼう術じゆつ』で突ついてみて」

「わかったの。えっと、発動！　『魔力棒術』!!」

　アイネが『はがねのモップ』で岩壁を突いた。

　岩が割れて、小さな穴が空いた。そして、そこから──




　しゅわわわわ──っ。




　真水が噴き出した。

「「「「「えええええええええっ!?」」」」」

「おとーさんすごーい！」

　リタ、アイネ、聖女さまも人魚さんも、びっくりしてる。

　僕は抱きついてくるシロをなでながら、壁から噴き出る水をなめてみた。うん。ちゃんと真水だ。

「す、すごいです。人魚は、真水を手に入れるの大変なのにー」

「水の浄化能力はあるですけど、使い続けるわけにはいかないですからー」

「そっか。じゃあ、この水源は人魚さんが使ってください」

「「ありがとうございます。人間さん!!」」

「いえいえ」

『住の指輪』を真水探知アイテムに変えたのは、天竜の島に行ったときのためだからね。

　かつて天竜が住んでいて、いつか僕たちが住むはずの南の島。あの場所に、ちゃんと水があるかどうかわからない。だから、水源確保のためのアイテムを作ってみたんだ。

「では、秘宝を、もうひとつさしあげます！」

　人魚さんたちは僕に『衣のペンダント』と『食の腕輪』を差し出した。

「そんな。悪いよ」

「「「「持っていってくださいー！　らららー！」」」」

　また歌い始めた!?

　入り江に集まる人魚さんたちは、一斉に『秘宝差し出しソング』を歌ってる。

　みんな本気だ。これは、持っていかないと収まりそうにないな……。

「じゃあ、この『衣のペンダント』をいただきます」

「「よろこんでー」」

　僕がペンダントを受け取ると、人魚さんたちは一斉に拍手をした。

　すごいな。レアアイテムがふたつも手に入った。

　今回は本当に、アイテムを手に入れてばっかりだった。

『魔ま杖じようヴァルヴォルグァ』に始まって『安あん心しん刀とう　心こころ安やす丸まる』。

　そして『聖剣ドラゴンスゴイナー』。

　最後に、ふたつの秘宝。

　マジックアイテムには『能力再構築』がすごく有効だってわかった。

　これで、みんなも安全に冒険をすることが──

「……あれ？」

　振り返ると、リタとアイネが真まっ赤かな顔で、僕を見てた。

　フィギュアサイズの聖女さまも、シロの手のひらの上で顔をおおってる。なんでだ。

「……あのね、ナギ」「なぁくん」

「どしたのリタ、アイネ」

「「その『服を着てるように見えるけど実は……』なアイテムを、誰だれに使うつもり（なの）？」」

「ふたりとも勘違いしてない!?」

「勘違い？」「どういうこと？」

「人魚さんの秘宝をふたつも貰もらうんだから、できるだけ使えなそうな奴やつを選んだだけだよ。ほら、人魚さんは基本的に服を着ないから『衣のペンダント』はいらないだろ？　そもそもこのペンダントをみんなが使っても、僕には服を着ているように見えるわけだから意味ないよね？」

「……それもそうね」

「……アイネは別に……なぁくんが望むなら、そのペンダントだけをまとって歩いても……」

　しないから。そういうことしないから。

　僕は『能力再構築』で『衣のペンダント』の概念を表示した。




『人魚の秘宝：衣のペンダント』




『偽装衣服』

『幻影』の『衣服』を『作り出す』ペンダント
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　効果は想像通りだ。まぁ、これを使うこともないだろうけど……。




『送信者：ラフィリア（受信者：マスター）

　本文：そういえば、あたしの中には「聞き流し」という、話を無視するスキルがあるですよぅ。もし「衣の秘宝」が服に関わるものなら、マスターが「無視する」という意味を加えることで、服を無視して奴ど隷れいのみなさんのかわいい姿を楽しむことが……』




「……ラフィリアって天才じゃないだろうか」

　しないけど。しないけどね。

　そんなことしたら、僕の理性が吹っ飛ぶのは間違いないから……。

「そういえば、皆さまにこの季節の海の幸をさしあげたいです！」

「『ホーンドサーペント』なのです！　これを食べると元気になるのです!!」

「「特に男性におすすめなのです!!」」

　人魚のみんなが、角のついたウミヘビを持ってきて、岩場に置いた。

　小さなウミヘビだ。僕の世界のウナギに似てる。

「そういえば聞いたことあるの。『ホーンドサーペントのかばやき』をあげるなんて、献身的な奴隷ですね、って」

「私も聞いたわ。とても元気になるって話だけど」

「ご確認ください!!」

　人魚のソーニアがアイネに『食の腕輪』を手渡した。貸してくれるらしい。

　アイネがそれを装着して、『ホーンドサーペント』を見ると──

「ありがとうなの。感謝するの。ぜひいただくの」

「ちょっと待ってアイネはなにを見たの」

「……ごにょごにょ」

　アイネがリタの耳にささやく。リタがぶんぶんぶん、と首を縦に振る。

「聖女さまは『ホーンドサーペント』の効果って知ってます？」

『んー。知らないよ』

「そうですか」

『聖女さまは乙女のまま死んじゃったからね。そういうのは知らないんだ』

「そうですか……」

　──って、え？

　今、不思議な言葉が聞こえたような？

　でも聖女さまはにやにや笑うばかり。シロもつられたのか、一緒になって笑ってる。

　リタとアイネは『ホーンドサーペント』をどう料理するか話し合ってる。

　とりあえず帰ったら問いただすことにして、僕は入り江の洞どう窟くつの方を見た。

『地竜アースガルズ』の洞窟はもうない。彼女は安らかな眠りについた。

『白いギルド』の『ギルドマスター』も消えて、ヤマゾエたち『来訪者』も元の世界に戻った。

　だけど──すべてが終わったわけじゃない。

　敵が使ってた人造生物『ケルベロス』『偽地竜』。

　あれを作った人間が、どこかにいる。たぶん、王さまに近いところに。

「……できれば、もうなにもしないでいてくれるといいんだけどな」

　僕はそんなことを考えながら、シロの背中をなで続けた。




「だからなぁくんには知られてはいけないの。こっそり食べてもらうの」

「わかってるわ。『ホーンドサーペント』は男の子の滋養強壮にいいんだもんね」




　なんか不穏なことを言い始めた、アイネとリタを眺めながら──

　僕は、そんなことを考えていたのだった。








あとがき









　こんにちは、千せん月げつさかきです。

『異世界でスキルを解体したらチートな嫁が増殖しました』の10巻を手に取っていただき、ありがとうございます！

　このお話も、ついに10巻に突入しました。二ふた桁けたです。

　これも応援してくださっている皆さまのおかげです。本当にありがとうございます！




　今回はシロが誕生したあとのお話になります。

　──９巻ラストで、人の姿で生まれたシロ。

　──奴ど隷れい少女たちとのいちゃいちゃ生活に現れた、ちっちゃい子。

　──彼女がいることで、おとーさんのナギと、みんなの生活がどう変わるのか。

　──そして……この世界と地竜に関わる秘密とは？

　ぜひ、読んでみてください。




『チート嫁』はコミック版も発売中です。

　９月に、最新刊の第４巻も発売になりました。書籍版２巻にあたる、魔剣争奪戦のお話です。

　カタセミナミさまが描くコミック版の『チート嫁』も、ぜひ、お楽しみください。




　カドカワＢＯＯＫＳさまからは、もうひとつのお話『天下無双の嫁軍団とはじめる、ゆるゆる領主ライフ』も刊行されています。異世界で『元の世界で覚かく醒せいしていたスキル』が使えるようになった主人公が、家族と一緒に国作りをしていくお話です。

　ただいま第１巻まで刊行中です。こちらもあわせて、よろしくお願いします。




　それでは、最後にお礼を。

　書籍版『チート嫁』を読んで下さっている皆さま、『ＷＥＢ版』を読んで下さっている皆さま、いつもありがとうございます。このお話が10巻まで来られたのも、応援してくださる皆さまのおかげです！　これからもよろしくお願いします！

　イラスト担当の東とう西ざいさま。今回も最高の挿絵をありがとうございます！　シロのいる生活を可愛らしく描いていただいて、本当にうれしいです。

　コミカライズ担当のカタセミナミさま、いつもありがとうございます。カタセさまのマンガはメインキャラもサブキャラも活いき活きしていて、毎回楽しみに読ませていただいています！

　担当のＫさま、いつも的確なアドバイスをありがとうございます。

　最後に、この本を手に取っていただいている皆さまにも、最大級の感謝を。

　もしも、このお話を気に入ってくださったなら、ぜひ、またお会いしましょう。


千月　さかき


















【修復】スキルが万能チート化したので、武器屋でも開こうかと思います　電子特別お試し版　（著：星川　銀河　イラスト：眠介）
















　難関ダンジョン最深部で勇者に切り捨てられた三流冒険者ルーク。絶体絶命の中、【修復】スキルが【分解】【合成】機能を備えた万能スキルに進化し、何とか生還を果たす！

　しかし冒険者稼業はもうこりごり。どんな素材も自由自在の覚醒スキルと、冒険者時代の経験を活かして武器屋を開店してみたところ、たちまち大評判に！　そんな折、勇者がダンジョンから未帰還との報せが騎士団から届いて──？

　三流の評価を覆す、セカンドキャリア逆転劇がここに開幕！








第一章　すべての始まりは理不尽な置き去り









　ダンジョン。それは大地の下に広がる不思議な空間。

　無数の魔獣が生息する危険地帯にもかかわらず、あえて挑戦する者が後を絶たない。何な故ぜなら、魔獣から採集できる貴重な素材や、隠された財宝が人々を惹ひきつけてやまないからだ。

　そしてダンジョン探索で金銭を得る職業を『冒険者』と呼ぶ。数十年前はならず者のような扱いを受けていたが、現在ではギルドも存在する立派な職業の一つである。

　またダンジョン内部には、魔獣だけでなく知的な種族が暮らしていることもある。彼らは『魔族』と呼ばれ、人間にそっくりな種類や怪物じみた外見の種類など、幅広い種類が存在している。

　だが、魔族は必ずしも人間に友好的だとは限らない。魔族の王──魔王の中には地上を侵略しようと目もく論ろむ奴やつもいる。そうした『悪しき魔王』を討つためにダンジョンを探索する者達を、人々は敬意を込めて『勇者』と呼ぶのである。

　私利私欲や探究心でダンジョンに挑む冒険者。

　正義感や名誉心でダンジョンに挑む勇者。

　一見すると相あい容いれないように思えるが、実はお互いに手を組むことは珍しくない。

　何を隠そう、俺もその実例である。

　俺はキャリア十五年を誇るベテラン冒険者で、現在はとある勇者のパーティに雇われている。

　探索場所は『奈な落らくの千年回廊』と呼ばれるＡランクダンジョン。恐るべき魔王が封印されていると伝えられる難関ダンジョンだ。

　魔王の野望を打ち砕く勇者の戦い。それをサポートしたとなれば、冒険者としての俺の格付けも急上昇するわけで──




「──おい起きろ！　ルーク！　三流冒険者！」

「げふっ！」

　全力の蹴けりをみぞおちにぶち込まれ、強引に眠りから引きずり起こされる。

　とてつもない吐き気を堪こらえながら顔を上げると、怒りの形相の勇者ファルコンと目が合った。

「げほっ、ごほっ………な、何なんですか勇者様……」

「どうもこうもねぇよ！　これを見やがれ！」

　ファルコンが指さした先には、勇者パーティの荷物がまとめて置いてある。

　それが一体どうしたと……。

「……ああっ、食料が！　食い荒らされてる！」

「テメェのせいだろうが、このド無能！　魔物に食われまくって半分も残ってねぇ！」

　立ち上がろうとしたところで再び蹴りが飛んできて、容赦なく蹴り転がされた。

　口に入った砂を慌てて吐き出しながら、もっと詳しい説明を求める。

「ちょっと待ってくださいよ、状況が全く……」

「結界石だ！　魔物除よけの結界石！　寝る前にキャンプの中央に置いておけって言ったよな！」

「ええ、置きましたけど……」

「位置がズレてたんだよ！　お前のせいで、俺らの荷物は結界の外になってたんだ！」

　言われてみれば、確かに結界石があるべき所と全然違う場所に転がっている。

「おいジュリア！　食料はどれくらい持ちそうだ!?」

「ギリギリまで切り詰めても、探索目標をクリアしてから地上に戻るのは無理かな……」

「だとよ、ルーク！　どうしてくれんだ、この有様！」

　ファルコンは更に語気を強めた。女剣士のジュリアも責めるような眼まな差ざしで俺を睨にらんでいる。

「一歩間違ったら、俺らの誰かが食われてたのかもしれねぇんだぞ、このクソ野郎が！」

　興奮しているところ悪いのだが、ファルコンの認識には決定的な誤りがあった。

「いえ、俺はちゃんと命令通りの場所に置きましたよ」

「はぁ!?　言い訳のつもりか？」

「……あれを見てください」

　結界石が置かれているはずだった場所を指さす。

「キャンプの中央に石を積んで土台が作ってあるでしょう。俺が結界石を置くときはいつもこうしていましたよね。俺が置いた後で結界石の位置が変わったんですよ」

　俺が結界石の置き場所を間違えたんじゃない。原因は他にあるはずだ。

「そういえば勇者様。確か夜中に、喉のどが渇いたとか言って荷物のところに行ってましたよね。そのとき何か蹴っ飛ばしてませんでした？」

「え？　あ……そんなことも……あったような、なかったような……」

　ファルコンの声がだんだん小さくなる。どうやら昨晩のことを思い出したらしい。

　俺は結界石を正しい位置に置いてから眠りについた。その後でファルコンがうっかり蹴っ飛ばして、適当な位置に戻してしまったのだろう。

　つまり、食料を食い荒らされた責任はこいつにある。俺は無実だ。

「そういうことなんで、あんまり人のせいにしたりは……」

「パラライズ！」

「ぐはあっ!?」

　突然、背後から状態異常の魔法が飛んできて、全身が痺しびれて動けなくなった。

　魔法を撃ったのはファルコンじゃない。パーティの一員である双子の魔法使いだ。

「まったくもう。誰だれが悪いとかどうでもいいじゃないですかぁ。大事なのは、これからどうするかですよぉ。姉さんもそう思いますよね？」

「う……うん……そうだな……」

　白はく髪はつの白魔法使いの方が妹のブランで、黒髪の黒魔法使いの方が姉のノワールだ。

　外見はそっくりだが性格は正反対。ブランは明るくて腹黒、ノワールは根暗で流されやすい奴だ。ブランはこのとおり腹の立つ性格をしているが、ノワールの方はそうでもない。

　というか自己主張が弱すぎて、良い奴なのか悪い奴なのかよく分からなかった。

「だーかーらぁー。食料が足りないなら、人数を減らせばいいんですよぉ」

「おま、え、なに、を……」

「そーすると、切り捨て対象は決まってますよねぇ。ね？　クソザコ三流冒険者さん？」

　麻ま痺ひした体で文句を言おうとするが、馬鹿にした眼差しを向けられるだけだった。

　しかも更に悪いことに、ファルコンとジュリアまでもがいい笑顔でそれに賛同し始めた。

「おお！　ナイスアイディアだ、ブラン！　それでいこう！」

「うん、一人減らせば切り詰めて何とかなるかも！」

「【修復】スキルしか使えねぇ雑用係なんか、いなくなっても大差ねぇだろうしな！」

　俺がパラライズの魔法の効果でシビれている間に、ファルコン達はさっさと出発の準備を整えてしまった。

「せめてもの情けだ。これだけは残しててやるよ、オッサン」

　足元に刃こぼれだらけの剣が投げられる。他の冒険者が捨てていったゴミのような剣だ。

　そして、勇者パーティは身動きできない俺を残し、四人でダンジョン攻略を再開してしまった。

「う、う、うおおお……！」

　パラライズのせいでろくに叫ぶこともできない。

　あいつらの言う通り、俺は三流の万年Ｅランクの冒険者だ。キャリア十五年というのも、十五年間ずっと最下層にいたという意味でしかない。

　使える『スキル』は【修復】だけ。ギルドからの評価はいつも最底辺。

　勇者のパーティに雇われたきっかけだって、あいつらが『荷物持ち兼雑用係が欲しいので、死んでもよくて格安で雇える冒険者を紹介してほしい』とギルドに要請したからだった。

　代金は馬を借りるよりもずっと格安。

　俺は最初から、荷運び用のロバと同程度の価値しかなかったのだ。

　それでも……それでも！　俺は今回のダンジョンアタックに賭かけていたんだ！

　勇者パーティの探索を成功させれば！　冒険者ギルドでの立場も良くなると信じて！

　その結末が、勇者のミスの尻しり拭ぬぐいをさせられて置き去りだって!?

　しかも高難易度ダンジョンのど真ん中で！　こんなの、いくら何でもあんまりじゃないか！





◆◆◆






「はぁ、はぁ……くそぅ……」

　パラライズの効果が解け、石造りの床に膝ひざを突つく。

　食料も冒険者道具も全すべて勇者に持っていかれてしまった。

　頼みの綱は【修復】スキルと刃こぼれだらけのボロい剣だけ。絶望的過ぎる。パラライズが解けるまでに魔獣に殺されなかったこと自体、奇跡以外の何物でもない。

「とにかく、こんなところで死んでたまるか……！」
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　死ぬのは絶対に嫌だし、魔獣に怯おびえながらダンジョンの中で一生を過ごすのも嫌だ。

（まずは剣を【修復】しないと……鉄粉袋を持っていかれなかったのは、ほんとに不幸中の幸いだったな……）

　ベルトから提げていた小袋を手に取って、刃こぼれだらけの刃にあてがう。袋の中身は鉄粉や鉄片の詰め合わせだ。

「スキル発動、【修復】開始！」

　鉄粉袋と剣に魔力が流れ込み、袋の中身の減少と引き換えに、刃こぼれが少しずつ塞ふさがっていく。

　ここでいう『スキル』とはいわゆる技術とか技能のことではない。

　魔力を消費して発動する特殊能力のことを意味している。

　例えば俺の【修復】なら、充分な量の素材と時間さえ費やしてやれば、刃こぼれだらけの剣だって簡単に元通りにすることができる。

「剣はこれでよし……後は強い魔獣に見つからないようにしないとな……」

　こうして、俺の絶望的なダンジョン脱出劇が始まったのだった。

　ダンジョンの内部構造は千差万別。百個のダンジョンがあれば百通りの分類が生まれるとまで言われている。

　そして勇者パーティが挑んでいたこの『奈落の千年回廊』は、広大な地下迷宮が何層にも積み重なった造りをしている。一般に迷宮型と呼ばれるダンジョンだ。

　正直、暗くて狭くて息が詰まる。俺が一番苦手なタイプのダンジョンである。

　ただし、暗いと言っても真っ暗ではない。光を放つ苔こけがそこら中に自生しているため、夜中の屋内でランプを灯ともした程度の明るさは維持されている。

「腹減った……樹海タイプのダンジョンなら、そこら中に食べ物があるってのに……」

　俺はふらつく足で地上を目指して歩き続けていた。

　勇者達に捨てられてから約半月──正しい時間感覚を維持できている保証はないので、おおよその期間になるが、俺はその間ずっと食べ物を口にできていなかった。装備と一緒に保存食も残らず没収されてしまったからだ。

　出現する魔獣も、スケルトンやマッドゴーレムなどの無機物系やゴースト系が中心なので、食料にすることができない。というかスケルトンならまだしも、ゴーレムやゴーストに出くわしたら間違いなく殺される。きっと逃げることすら不可能だ。

　もちろん生物系ならネズミやコウモリに似た魔獣もいる。

　勇者パーティの食料を食い荒らしたのもそいつらだ。

　しかしその手の魔獣は毒素を体に帯びているので、ブランが習得していたような白魔法系のスキルなどで浄化しなければ、危険すぎてまともな食料とすることができない。

　この『奈落の千年回廊』がＡランク評価を与えられている理由の一つがこれだ。

　食料を途中で補給できないというだけで、攻略難易度が爆発的に跳ね上がってしまうのである。

「……確かこのダンジョンって、死因の半分が、空腹に耐えかねて猛毒の発光苔を食ったからだったかな。ははっ……笑い事じゃないぞ……」

　俺は目の前に転がる白骨死体を見下ろして、頰を引きつらせた。

　死体の近くの壁だけ発光苔が少ない。恐らくこいつは空腹のあまり発光苔を食べまくって中毒死したのだろう。屍し肉にくは魔力的な作用で分解されて苔の栄養になったに違いない。

「人間が断食に耐えられるのは、だいたい一ヶ月……折り返し地点は過ぎちまった……いや、それも希望的観測って奴やつだよな……」

　しかも一ヶ月というのは、体をあまり動かさなかった場合の理論上の限界値だ。脱出のために歩き回っている分だけ、俺のタイムリミットは短い。

　とはいえ、一日中ずっと歩いているわけでもない。魔物に見つからないよう息を潜めたり、何度も長い休息を挟んだりしている。そうでなければ何日も前に力を使い果たしていただろう。

　更に何より幸運だったのは、迷宮の各所から地下水が滲にじみ出でていたことだ。

　水分補給の問題がないだけでもありがたいが、ここの地下水には魔力が溶け込んでいる。

　聞いた話だと、辺境で暮らす隠者や賢者の中には、魔力が豊富に溶け込んだ水だけで何十年も生きている奴がいるそうだ。

　原理までは知らないし、ただ飲むだけで意味があるのかは分からないが、この水を飲んでいれば少しは『長持ち』するかもしれない。

　むしろ、俺がこうして動けていること自体がその恩恵という可能性もある。

「にしても……降りるときは三日で済んだのにな……こんなに迷ってりゃ当然か……」

　勇者は俺と違って多くのスキルを持っていて、その一つが【地図作成】スキルだった。

　これは紙に周囲の地形を映し出す迷宮殺しのスキルだ。迷路としての難易度が強みの迷宮は簡単に無力化されてしまう。

　だからこそ、あの勇者が『奈な落らくの千年回廊』の攻略を命じられたのだろう。

「……先を急ごう。ひょっとしたら、他の冒険者パーティに見つけてもらえるかも……」

　さっきからずっと独り言をつぶやいているのは、そうしないと気が変になりそうだったからだ。

　白骨死体をまたいで先に進もうとした途端──

　────カタンッ。

「くそっ……！」

　振り返りざまに全力で剣を振るう。

　白骨死体が今まさにスケルトンとなって立ち上がろうとするところだった。

　先制攻撃で頭ず蓋がい骨こつを砕いたことでスケルトン化が停止し、再び物言わぬ白骨に戻る。

　スケルトンが脅威になるのは集団で現れた場合の話。単体なら今の俺でも安定して対処可能だが、勢いよく振りすぎたせいで剣が迷宮の壁に当たり、甲高い音を響かせて先端が折れてしまった。

「……ちくしょう。素材なしで【修復】しすぎて脆もろくなってたのか……飢えたクラーケンが自分の足を食うようなもんだからな……」

　毎日のように発生する刃こぼれを直してきたせいで、もうとっくに鉄粉袋は空っぽだ。

　鉄粉や鉄片がなくても【修復】はできるが、その場合は他の部分──剣でいうなら剣身の刃こぼれしていない部分を素材に使ってしまう。

　やればやるほど剣身が脆くなったり薄くなったりしていき、最終的にはこのとおり使い物にならなくなるのだ。

「どうして俺がこんな目に……くそっ、くそおっ！」

　苛いら立だちを爆発させながら、全力全開の【修復】スキルを折れた剣に叩たたき込こむ。

　次の瞬間、剣身が細かな鉄の塊になって砕け散った。

「……え？」

　まさか失敗したのか!?　慌ててもう一度【修復】をかける。すると、細かな鉄の塊は何事もなかったかのように元通りの剣の形になった。

「びっくりした……何だったんだ、今の」

　驚きが収まってくると、さっきの現象を冷静に分析する余裕が生まれてきた。

「そういえば、前にどこかで聞いたことがある……【修復】スキルは修復箇所と素材を瞬間的に分解して、混ぜ合わせてから元の形に戻してるんだって……」

　もしかしたら。とある考えが思い浮かび、迷路の壁に視線を向ける。

　俺は迷路の壁に両手を突いて、さっきと同じように【修復】スキルの魔力を叩き込んだ。

　────ゴゴゴゴゴッ！

　迷路の壁が轟ごう音おんを立てて崩れ落ちる。

　そして、人間が余裕を持って通り抜けられる穴がぽっかりと空いた。

「……はははっ」

　思わず笑いが溢あふれる。

「壊れちまった！　勇者ですら壊せなかった迷宮の壁が！」

　ダンジョン内の迷宮の壁は、破壊が極めて困難であることで知られている。

　低ランクダンジョンならまだ辛うじて可能だが、高ランクダンジョンの壁の強度は凄すさまじく、小さな穴を空けることすら困難である。

　そしてこの『奈落の千年回廊』に至っては、勇者の全力の攻撃ですら傷一つつかなかったのだ。

「……夢じゃないよな。俺のスキルで迷宮の壁が……壊れたんだよな……！」

　こんな異常過ぎる出来事、十五年間の冒険者生活で一度も聞いたことがない。

　俺は心臓の高鳴りを抑えきれず、粉々になった壁の残ざん骸がいに手を突っ込んで感触を確かめた。

「はははっ！　何だこれ！　石じゃないのか！　まるで金属だ！　石みたいに見えるのは表面だけなんだな！　どうりで死ぬほど硬いはずだ！」

　発光苔の薄明かりの下でも、残骸がきらきらと光り輝いているのが分かる。まるで純銀の粉末だ。何という種類の金属なのかは知らないが、目を奪われずにはいられない輝きを放っている。

　最初の興奮が収まってきた頃ころに、また新しいアイディアが頭をよぎった。

「……待てよ。これってつまり、理由は分からないけど【修復】スキルがパワーアップしたってことだよな……ひょっとしたら、他にも使い道が増えてるんじゃないか……？」

　壁を破壊した力に有効な使い道がある、という意味ではない。

　こんな能力、考えるまでもなく強力に決まっている。

　俺が思いついたのは、これとは別のこともできるようになっているのでは、という可能性だ。

　物体を【修復】スキルで破壊できるようになるなんて、常識的に考えてありえないことだ。

　極限状態に追い込まれた影響か、それとも謎の多い迷宮を長くさまよっていたからか。

　今は理由なんかどうでもいい。考えたって分かるわけがない。

　重要なのは、物体の破壊という『ありえないこと』ができるようになってしまったという点だ。

　それなら、他の『ありえないこと』もできるようになっている可能性も否定しきれない。

「……試してみる価値はあるよな。やれることは全部やらなきゃ生き残れないんだ。まずは……」

　俺は使い倒して剣身が薄くなった鉄剣を、分解された迷宮の壁の残骸の山に突き立てた。

「スキル発動、【修復】開始！」

　いかに【修復】スキルといっても無からモノを生み出せるわけではなく、欠けた部分を埋めるには何らかの素材を使って補う必要がある。

　しかし、どんなものでも素材にできるわけではない。最低でも【修復】したい部分と同じ物質であることが求められ、例えば鉄剣の刃こぼれを銅で補うことはできない。

（その『ありえないこと』もできるようになっていたら……勇者でも傷つけられない迷宮の壁で、剣を【修復】できたとしたら……）

　きっとこの剣は強力な武器となるに違いない。

　期待を胸にスキルを発動させ続けると、素材なしの【修復】とは違う手て応ごたえがあった。

　こればかりは同じスキルの習得者にしか理解できない感覚だ。誰だれにでも分かる説明は難しい。

　やがて何の変哲もない鉄の剣が、俺のスキルによって迷宮の壁との合金に変化した。

「できた……はず、だよな」

　剣身の輝きがさっきまでとは段違いのように思える。

　試し切りができそうなものを探して、俺はスケルトンになりかけた死体が持っていた長剣に目をつけた。普通なら鉄剣で鉄剣が斬れるはずがない。加えて、俺はその手の戦闘スキルを持っていないので、なおさら不可能のはずだ。

　だが、今ならできる気がした。

「せいっ！」

　壁に立てかけた長剣に俺の剣を振り下ろす。

　刃は剣身の半分くらいまで食い込み、しかも刃こぼれひとつも起こしていなかった。

　俺が素しろ人うと丸出しの動きで振るってもこの結果なのだ。

　真っ当な使い手が振るったときの威力を想像するだけで、体が興奮で震えてくる。

「これなら……これなら生き残れる気がしてきたぞ……！」

　ずっと消きえ失うせていたやる気が無尽蔵に湧わいてくる。

　さっきまでのやる気を消えかけのロウソクとするなら、今は雲まで届く火柱だ。

　俺は穴の向こうに移動してから、壁に空いた穴を【修復】した。

　もちろん、迷宮で拾った小袋に壁の残骸を回収しておくことも忘れない。

「何も大穴を空ける必要はないんだ。小さな穴から向こう側を確認するだけでも全然違う……」

　新たに目覚めた【修復】スキルの効果を引っさげて、ダンジョン脱出に向けて歩き出す。

　俺はそれらを【分解】【合成】と呼ぶことにした。似たような効果のスキルは存在するかもしれないが、それを【修復】スキルで実現できるのは、きっとこの世で俺だけだろう。

　自意識過剰だとか過大評価だとかではない。

　こんな風に確信してしまうくらいに、本来はありえないことだったというだけだ。

「そうだ。こういうのはいけるか？」

　ふと思いついて、発光苔ごけを【分解】しようと魔力を流してみる。だが、結果は無反応だった。

「あれ？　そうか……生き物には魔力抵抗があるんだよな。【分解】しようとしても抵抗されるか。もう少し出力を上げたらどうだ……？」

　気合を入れて魔力を流し込むと、ようやく発光苔が粉末状の物質に【分解】された。

「うーん、効率悪いな。苔でこれなら動物の【分解】は難易度高そうだ。そもそも【修復】は生き物には効かないわけだし、生き物の【分解】が難しくてもしょうがないよな」

　とりあえず、少し前に拾ったナイフに発光苔の粉末を【合成】する。刀身から光を放つナイフ型照明の完成だ。

　ナイフを材料にした意味は特にない。たまたまちょうどよく手元にあったから使っただけだ。




　そうして何枚目かの壁を破ったところで、眼前に待望のモノが飛び込んでくる。

「あった！　階段だ！」

　俺は空腹を忘れ、何度も転びそうになりながら狭い階段を駆け上がった。

　階段の先に光が見える。あれがダンジョンの外の光なのか、それとも明るいだけの階層なのかは分からなかった。しかし、光の正体がどちらだろうと、俺がやることは変わらない。

　全速力で光の中に飛び込むと──そこは太陽の光で満たされた森の中だった。

「は……ははは……やった！　やったぞ！」

　土の匂におい。木の匂い。発光苔からは感じられない、太陽の光の暖かさ。

　全すべてが俺の荒すさんだ心を癒やしていく。

　俺が登ってきた階段の出口は、大樹の根本に空いた穴だった。

　勇者パーティとダンジョンに潜ったときの入り口とは違う場所だが、そんなことはどうでもいい。

　迷宮から脱出できたことに変わりはないのだから。

　喜びで気が緩んだせいか、忘れていた空腹感が一気に襲いかかってくる。

「うぐっ、何か食わないと死にそうだ……森なんだから木の実や果物くらい……あった！」

　手頃な木から熟した果実をもぎ取って口に運ぶ。

　思いっきりかじろうとしたその瞬間、頭の中に強烈な危険信号が響き渡った。

「……っ！　駄目だ、中身が腐ってる！　……でも、どうしてそんなこと分かったんだ……？」

　見るからに美お味いしそうな果物なのに、食べたいという気がすっかり失うせてしまった。

　有害だと判断できた理由が自分でも理解できない。それがとにかく不気味だ。




　疑問の答えが出るより先に、甲高い声が辺りに響き渡った。

「きゃあああああああっ！」

　半月ぶりに聞いた人間の声は、絹を裂くような少女の悲鳴だった。

「……!?　誰かいるのか！」

　俺は反射的に悲鳴が聞こえた方へ走り出した。

　悲鳴の主を助けようと思ったのか、それとも自分が助けを求めようと思ったのか、自分でも正直よく分からない。

（くそっ！　逃げた方がよかったんじゃないか？）

　そんな考えも浮かんだが、すぐに頭から追い出した。

　ダンジョンから脱出することはできたものの、ここから人里へのルートは全く分からない。

　迷宮ではなく外の森林で遭難死するなんて、最低最悪の笑い話だ。

　だから、人里の場所を知っている他の人間と合流するのがベストなのである。

「いた！　あそこか……！」

　森の中の開けた場所に二人組の少女がいた。

　一人は安っぽいローブをまとった小柄な子だ。冒険者らしさは感じられず、町娘が迷い込んでしまったような印象を受ける。

　もう一人は見慣れないデザインの軽装鎧よろいを着た黒髪の少女だ。長い髪を後ろで一つに結っていて、スカートのようにも見える赤い裾すそ広がりのズボンを穿はいてる。確かあれは、東方の袴ハカマとかいう衣服だったか。改めてよく見ると軽装鎧の装甲板も東方風だ。

「逃げろ、シルヴィア！」

「で、でもサクラを置いていくなんて……！」

　サクラと呼ばれた黒髪の少女は、シルヴィアというもう一人の少女をかばいながら目の前の敵を威圧している。その敵とは、あらゆる冒険者にとって特別視される有翼の怪物──

（噓うそだろ！　ダンジョンの外にドラゴンだって!?）

　声を上げて叫ばなかった自分を褒めてやりたいくらいだった。

　俺なら一瞬で食い殺されてしまう怪物だ。見つかったら逃げることすら不可能だろう。

　しかも、前足が翼になった亜種のワイバーンではない。

　四肢と翼が揃そろった正真正銘のドラゴンである。

　予想外の展開に驚きながら、再びサクラの方に目をやる。彼女は怯おびえるシルヴィアと対照的に戦意をむき出しにしていたが、どこか様子がおかしかった。

（……って！　何やってんだアイツ！　めちゃくちゃ大怪け我がしてるじゃないか！）

　サクラは脇わき腹ばらから大量の血液をだくだくと流していた。

　しかも手に持っている片刃の剣が真ん中でへし折れている。

　そうか。さっきの悲鳴は、サクラが負傷したときにシルヴィアが上げた悲鳴だったのか。

「シルヴィア！　貴女あなただけは生きて帰るべきだ！　早く逃げろ！」

「サクラ……ごめんなさい！」

　泣きじゃくったシルヴィアがこちらに走ってくる。

　俺はそれとすれ違うように、サクラの方へと駆け出した。

「えっ……!?」

「うおおおおおっ！」

　弱り果てた体の全力を絞り出して、発光苔と【合成】したナイフをドラゴンに投げつける。

　ナイフは空中でくるくると回転し、ドラゴンの額にこつんと弾はじかれて、森のどこかへ飛んでいった。

　ダメージは完全にゼロ。だが、これでいい。

　ドラゴンは額に当たった光る『何か』に気を取られ、サクラから視線を逸そらした。

　その隙に長剣の方をサクラの側そばに放り投げる。

　本当なら格好良く地面に突き刺さって欲しかったが、勢いが足りずに地面を転がった。

「聞こえるか、そこのサムライ！　そいつを使え！」

「……っ！　かたじけない！」

　光るナイフへの興味を失ったドラゴンが、改めてサクラを食い殺そうと牙きばを向ける。

　サクラはそれよりも更に早く剣を拾い上げ、神速の剣技でドラゴンの足と喉のどを斬り裂いた。

　ドラゴンは頭を地面に突っ込むように崩れ落ち、そのままピクリとも動かなくなった。

　まさしく一瞬の出来事。

　きっと、ドラゴンは自分が殺されたことにすら気付かなかったに違いない。

[image: ]

「やった！」

　思わず喜びの声を上げてしまう。

　想像以上の切れ味だった。まさかドラゴンに真っ向から致命傷を与えることができるなんて。

「はぁ、はぁ……貴殿の助力に、感謝、する。おかげで……助か……」

　サクラは俺とシルヴィアの方へ歩み寄ろうとしたが、途中で力尽きたように倒れ込んだ。







　この続きは現在配信中の『【修復】スキルが万能チート化したので、武器屋でも開こうかと思います』にてお楽しみください


(C)Ginga Hoshikawa, Nemusuke 2019
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